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建築工事特記仕様書-1

※　足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン」について｣

（厚生労働省　平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン

」により、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時は常時、全ての作業床

について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものとし、「手すり行工法に

よる足場の組立て等に関する基準｣の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行

専用足場方式により行うこと。

章 特　　記　　事　　項項　　　目

３
　
土
　
工
　
事

４
　
地
　
業
　
工
　
事

Ⅰ．工　事　概　要

(4.2.4)

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

１．工事名称　　　　　　筑前岩屋駅舎改修工事

３．工事期間　　　    　契約締結の翌日から　令和 9年 3月 23日まで

２．工事場所　  　 　　 福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山6425番地

１
　
各
　
章
　
共
　
通
　
事
　
項

（２）　本工事施工中は、別途工事施工業者と連絡を密にし当該工事

（５）

労働安全衛生法第３０条第２項に基づく特定元方事業者とし当

な措置を講じること。

現場の関連事業者を含めて、労働災害を防止するための、必要

関係者と協力し、工事全体の円滑な推進を図るように建築主体

業者が責任を持って指導すること。

（１）　受注者は、工事施工に伴う下請業者及び資材・製品供給業者

の選定にあたっては、特段の理由がない限り地場企業への発注

等を行うこと。

がない限り地場企業資材・製品を使用すること。

本工事の施工においては｢建設リサイクル法｣に基づき廃棄物

の抑制・適正処理を行い、再生資材及び再生資材製品の活用を

図ること。

（４）　本工事の施工に伴う工事用資材等の輸送においては、過積載

をしないこと。

（１）　設備関連工事等が別途工事となる場合の建築工事受注者は、

（６）施工体制台帳等の提出

その金額にかかわらず施工体制台帳を作成し、工事現場に備え

受注者は、工事を施工するために下請契約を締結した場合は、

また、国土交通省令に従って、各下請負人の施工の分担関係

を表示した施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所及

るとともに、その写しを監督員に提出すること。

び公衆が見やすい場所に掲げるとともに、監督員に提出する施

工体制台帳に添付すること。

（２）　受注者は、工事にかかる資材・製品については、特段の理由

９．安全管理　　

１０．その他　　　

（３）　受注者は、使用する資材・製品について、事前に書面を監督

員に提出すること。

８．特記事項　   　　　

４．工事概要　　　　　　 RC造　平屋建

５．別途工事

 受渡し完了の日から　２年間６．契約不適合責任期間

　　工事を施工しない日

　　工事を施工しない時間帯

Ⅱ．建築工事仕様

監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（令和４年版）による。

なお、改修工事を含む場合は「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（令和４年

版）により、解体工事を含む場合は「建築物解体工事共通仕様書」（令和４年版）による。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

１．標準仕様等の適用

　

３．CADデータ

・有　　　・無

してはならない。これに基づく完成図、施工図のCADデータの著作権は本市に帰属する。

また貸与したCADデータは工事完成検査までに返却すること。

貸与するCADデータを当該工事における施工図及び完成図を作成するため以外に使用

２．特記仕様の適用

２）特記事項は・印のついたものを適用する。

１）項目は番号に　印のついたものを適用する。

・のない場合は※印のついたものを適用する。

・印と※印のある場合は共に適用する。

３）各項目に記載の（　）内表示番号は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の当該

項目、図、表を示す。

４）形状寸法の単位は、特記なき限りミリメートルとする。

５）標準仕様書の監督職員は監督員と読み替える。

（１節　一般事項）

※　請負金額500万円以上の工事は、監督員の確認を受けた後に、当該工事

　　に関するデ－タを（一財）日本建設情報総合センタ－（JACIC)に下記の

　　区分で10日（土日祝日を除く）以内に登録し、「登録内容確認書」を

　　監督員に提出すること。

　受注時、途中変更時、訂正時、竣工時

※工事の一時中止に係る計画の作成

2．工事実績情報

ｻｰﾋﾞｽ(ｺﾘﾝｽﾞ)

の登録

(1.1.4)

3．工事の一時中止

に係る事項

(1.1.9)

1)　契約約款第２０条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、

　中止期間中における工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」

　という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、

　労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に

　伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・　

　管理に関する基本的事項を明らかにする。

2)  工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全

　すること。

4．監督基準

1．適用基準等

※別紙「建築工事監督基準」による  　・標準仕様書による

（３節　工事現場管理）

6．電気保安技術者

(1.3.3)

7．施工条件

(1.3.5)

・適用する  　・適用しない

・施工条件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２節　工事関係図書）

5．工事の記録

(1.2.4)

8．事故報告

(1.3.9) 　災害及び事故が発生した場合は、直ちに監督員に連絡する。

9．発生材の処理等

(1.3.11) ・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　        ）

・中間再生処理        （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物　・有　・無

・再資源化を図るもの  　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・木材　

（４節　材料）

10.環境への配慮 　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）

により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努めること。(1.4.1)

11．材料

(1.4.2) 　本工事に使用する材料は、設計図書に定めるもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督員の承諾を受ける。

　なお、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性

能評価事業建築材料等評価名簿」により省略することができる。

（５節　施工）

12．技能士

(1.5.2) ・適用する(工種については現場説明書を参照) 　・適用しない

　※ｺﾝｸﾘｰﾄ塊（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊を含む）、ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊については、　

　　認定再利用施設（中間処理施設）への搬入とすること。　

　※工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

　福岡県福祉のまちづくり条例の適用により、下記のいずれかを取り付

けること。

 　電子納品

 　取り扱い

・設計額2,000万円以上の工事は対象。

・設計額250～2,000万円で村が指定する工事は対象

　・指定する  　・指定しない

するものとする。

　施工図等の著作権に係わる、当該建築物に限る使用権は発注者に移譲

(1.7.1～3)

 　図書

（７節　完成図書）

・提出しない

・提出する

(1.5.9)

空気濃度測定

・　受注者は監督員の指示に従い工事完了時に室内空気中の化学物質の

濃度を測定すること。

（測定物質） ①ホルムアルデヒド　②トルエン　③キシレン

　　　　 　④エチルベンゼン　　⑤スチレン

（測定個所） 個所数　2個所(待合室、アロマファクトリーラボ）

※測定室は監督員の指示による。

14.化学物質の室内

15.完成時の提出

16.ＣＡＬＳ／ＥＣ

17.施工図等の

18.福祉環境整備

13.施工の検査等

　（1.5.5） ・　見本施工の実施対象（　　　　　　　　）

　　・ 整備基準適合証（基本タイプ）　・ 整備基準適合証（優良タイプ）

　　　（２００×２００）　　　　　　　　（２００×２００）

（２節　縄張り、遣方、足場等）

※現況地盤の平均高さとし、監督員の指示による。　　・図示による1．設計Ｇ．Ｌ

2．危険防止(2.2.4)

 　1)仮囲い

 　2)足場

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 設ける  　・ 設けない

・ 枠組足場  ・ くさび緊結式足場 　・ 単管足場　 ・ （　　　　　　　）

・ 防護棚  　・ 防護シート  　・ 防護金網

（３節　仮設物）

・（　　　　   m2 ）程度

・ 設置する  ・ 設置しない

 　　対する施設

 　3)落下物等に

(2.3.1)

3．監督員事務所

4．監督員事務所の

　 備品等

(2.3.1)

・ 設備の種類　　※ 監督員と協議　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

・ 備品等の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 備品等の数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（４節　仮設物撤去等）

5．工事用地復旧

・塵埃、コンクリート屑等を撤去し、凹部に良土を入れ工事用地全面に

※塵埃、コンクリート屑等を撤去し地均しをする。

　ローラー転圧をする。

6．既存建物との 工事中、接合部その他本工事範囲外の部分に汚損を生じた場合は原形に

復すること。　 取り合い

7．工事用水 構内既存の施設　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償 　・ 無償 ）　　

8．工事用電力 構内既存の施設　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償 　・ 無償 ）　　

9．工事表示板等 ※ 工事表示板　　※ 建設業許可票　　※ 労災保険関係成立票　

※ 施工体系図　　・ 運搬経路表示板

（２節　根切り等）

種別　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

締固め　　※ 300mm程度ごとに行う　・ その他（　　　　　　　　　　　）

工法

1．埋戻し及び盛土

　(3.2.3)(表3.2.1)

3．排水

(3.2.2)  ・釜場工法　　・ディープウェル工法　　・明渠･暗渠工法

 ・ウェルポイント工法　　・バキュームディープウェル工法

 ・リチャージ工法（復水工法）

設置期間　　・（　　　）日間

 ※排水処理方法、放流先、予定排水量を指定する場合は現場説明書による

（３節　山留め）

4.山留め工法 ・ 低振動または低騒音の工法とする（範囲は参考図の通り）

・ 山留め壁あり(   工法  )

・ 山留め壁なし( ・ 法付けオープンカット工法 ・ 地山自立掘削工法 )5.山留め壁

設置期間　・（　　　　）日間

6.山留め壁の範囲 ※土留め参考図のとおり　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7.山留めの撤去 山留めの存置　　・する　・しない

※鋼矢板，親杭等を引き抜く場合は施工計画で地盤沈下対策を講じること(3.3.3)

・ 併用（　　　　　　　工法、　　　　　　　工法　）

（２節　試験及び報告書）

・図面図示　　　・（　　　）箇所

・監督員の指示による　　・（　　　）箇所1.試験杭

 (4.2.2)

載荷試験　・適用する（・鉛直載荷試験　・水平載荷試験）　・適用しない

試験位置，本数，載荷荷重　　・（　　　　　　　）　・図面図示による

報告書の記載事項　　・（　　　　　　　　　　　　）

2.杭の載荷試験

 (4.2.3)

3.地盤の載荷試験 載荷試験　・適用する（平板載荷試験）　・適用しない

試験位置、載荷荷重　　・（　　　　　　　）　・図面図示による

報告書の記載事項　　・（　　　　　　　　　　　　）

（３節　既製コンクリート杭地業）

4.材料  (4.3.3) ※図面図示による　　　

5.工法 (4.3.4･5) 種類

　   　根固め液･杭周固定液の管理方法　※4.3.4(6)(ｺ)による

 ・ セメントミルク工法

 ・ 特定埋込杭工法　（　　　　　　　　　　）工法

杭の水平方向の位置ずれの精度　※｢JASS4 杭･事業および基礎工法｣による

支持地盤の位置及び土質　　　　※図面図示による　　・(　　　　　　　)

・アーク溶接　　・無溶接継手（工法　　　　　　　　　　　　　　）6.継手

・外圧方式　　　・ダイヤモンドカッター方式　　　・（　　　　　　）7.杭頭の処理

  (4.3.8)

（４節　鋼杭地業）

(4.3.6)

8.材料 (4.4.3) ※図面図示による　　・下表による

・（　　　）
※開放形

JIS A 5526

杭の種類 規格 種類の記号 先端部形状

・Ｈ形鋼ぐい

・鋼管ぐい JIS A 5525

断面寸法
（mm）

長さ
（m）

9.工法(4.4.4) ・特定埋込杭工法（　　　　　　　　　）工法

杭の水平方向の位置ずれの精度　※｢JASS4 杭･事業および基礎工法｣による

支持地盤の位置及び土質　　　　※図面図示による　　・(　　　　　　　)

10.継手 (4.4.5)

11.杭頭の処理

  (4.4.6) ※ガス切断

（５節　場所打ちコンクリート杭地業）

12.工法 ・アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法

・拡底杭工法　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　工法）

杭の水平方向の位置ずれの精度　※｢JASS4 杭･事業および基礎工法｣による

支持地盤の位置及び土質　　　　※図面図示による　　・(　　　　　　　)

孔壁測定装置　　　・使用する（※超音波測定器　・（　　　　　　　））

　　　　　　　　　・使用しない

13.材料その他 ※図面図示による

  (4.5.1･5･6)

(表5.2.1)

 　1）鉄筋

(4.5.4)

 ※上記以外は6章【コンクリート工事】による

・レディーミクストコンクリートの類別　　　※Ⅰ類　　　・Ⅱ類

・構造体強度補正値(Ｓ)　　※ 3Ｎ/mm2 　　　　　・（　　　　　Ｎ/mm2 ）

・設計基準強度　　　　　　・21Ｎ/mm2 　　　　　・（　　　　　Ｎ/mm2 ）

・セメント　　　　　　　　※高炉セメントB種　　・（　　　　　　　）

・スランプ　　※18cm　　・（　　　　）

・コンクリートの種別　　　・A種（無水堀り）　　・B種（無水掘り以外）

剤又は高性能AE減水剤の区分Ⅰ種

・混和剤　※JIS A6204（コンクリート用化学混和剤）によるAE剤、AE減水

継手　※重ね継手　　・（　　　　　　）

最小かぶり厚さ　※100mm　　・(　　　　mm）

※鋼板9×50～75(mm)　・(　　　　　　　　　)

杭径（m） 材料（補強リング）

 ･1.5m以下

 ･1.5m超

※鋼板6×50(mm)　　　・(　　　　　　　　　)

鉄筋かごの補強

帯筋の加工及び組立　　 ・（　　　　　　　　　　　）

※SD345　 （　　　　　　　）

異形鉄筋　JIS G3112　　※SD295A　（　　　　　　　）

(5.2.1)

(6.3.1)

(表4.5.1)

 　2）コンクリート

・アーク溶接　　・機械式継手　　・（　　　　　　　　）

2．建設発生土の

処理(3.2.5)

建築工事特記仕様書（令和５年４月改定版）

※　構外指定処分（「ⅩⅣ.建設発生土　指定処分場」参照）　　・構内処分　

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）

　日曜日（騒音・振動を伴う作業に限る）

　指定なし

７．その他

延床面積：　　㎡

建築面積：　　㎡

・良質土置換工法13.1地盤改良

※測定室は監督員の指示による。

・浅層地盤改良工法

・見え隠れ部については適正に写真記録を行なう。

特記-1
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５
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

・適用する　　　※適用しない

６
　
コ

ン

ク

リ

ト

工

事
4.セメント

2.ｺﾝｸﾘｰﾄの強度

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

3.ﾜｰｶﾋﾞﾘﾃｨｰ及び
ｽﾗﾝﾌﾟ

5.骨材

(6.2.1)

(表6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

(表6.3.1)

(6.3.1)(1)

(6.3.1)(2)

・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

フライアッシュのⅠ種，Ⅱ種若しくはⅣ種，JIS A6207

によるシリカフューム又はJIS A6202による膨張材

6.混和材料

(6.3.1)(4)

コンクリートの類別　　※Ⅰ類　　　・Ⅱ類

建築基準法第37条第二号に規定する国土交通大臣の認定を受けたｺﾝｸﾘｰﾄ

普通コンクリート設計基準強度　　※図示による　　・(　24Ｎ/mm2）

荷卸し地点におけるスランプの値　※表6.2.2による　・（　　　　　　　）

※普通ポルトランドセメント　 ・高炉セメントＡ種　 ・シリカセメントＡ種

・フライアッシュセメントＡ種　・フライアッシュセメントＢ種

特殊骨材の使用　　　　　・使用する　　　※使用しない

アルカリシリカ反応性による区分　　※Ａ　　・Ｂ

※アルカリ骨材反応抑制対策は国土交通省の対策に準じて行う。

・混和剤　　※JIS A6204（コンクリート用化学混和剤）によるAE剤、

AE減水剤又は高性能AE減水剤　区分Ⅰ種

・混和材　　※JIS A6201（コンクリート用フライアッシュ）による

使用する特殊骨材の種類　・フェロニッケルスラグ細骨材　・銅スラグ細骨材

　　　　　　　　　　　　・電気炉酸化スラグ骨材　　　　・再生骨材Ｈ

　水中養生又は封かん養生とする
※型枠取外し時期決定の試験に用いる供試体の養生方法は，工事現場における

補正値（Ｓ）

(Ｎ/mm2 )
６３

期  間

６

7.ｺﾝｸﾘｰﾄの調合

(6.3.2)

普通ポルトランドセメント、混合セメントのＡ種 ７
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

5.普通ボルト

公差域クラス及び仕上げの程度　　※表7.2.3による　　

溶接棒等　　　　　※表7.2.4による

シールドガス　　　※JIS Z3253（溶接及び熱切断用シールドガス）による

その他の溶接材料　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ターンバックル胴　　  ※割枠式　　    ・(　　　　　　　　  ）

ターンバックルボルト　※羽子板ボルト　・(　　　　　　　　　）

※図面図示による　　　・(　　　　　　　　　　）

※JIS G3352

(7.2.4)

(7.2.5)

(7.2.6)

・Ｓグレード　・Ｈグレード　・Ｍグレード　・Ｒグレード　・Ｊグレード

※監督員の承諾による

※要　　・不要

(7.1.3)

(7.1.4)

(7.2.1)

(7.2.2)

1.鉄骨製作工場

2.施工管理技術者

3.鋼材

4.高力ボルト 種類　※トルシア形高力ボルト

種類　・構造用アンカーボルト　　※JIS G1220 の SNR400

(7.2.3)

　　　・JIS形高力ボルト　　　 　　　JIS B1186　２種（F10T）

　　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト　　１種（F8T）相当

形状･寸法　 ※図面図示による

種類　　　　※表7.2.1による(　　　　　）　　　・（　　　　　）

ねじの呼び　　・（　　　　　）　　・図面図示による

ねじの呼び　　・（　　　　　）　　・図面図示による

種類　　　　※表7.2.3による(　　　　　）　　　・（　　　　　）

6.アンカーボルト
　　　　　　　　　　　　　　　　・(　　　　　　　　　　　　）

　　　・建方用アンカーボルト　　※JIS G3101 の SS400

　　　　　　　　　　　　　　　　・(　　　　　　　　　　　　）

(7.2.7)

・無収縮モルタル　ｾﾒﾝﾄ　　・普通セメント　・早強ポルトランドセメント

混和材　※セメント系膨張材　　　・（　　　　　　　）

調合　　※製造所の仕様とする。

品質・試験方法　※表7.2.5による　・（　　　　　）

(1)鋼材品質試験　　※JIS又は建築基準法に定められた方法

(2)板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験　　※JIS G0901による。

・適用する　　　・適用しない

(7.2.10)

(7.2.8)

種類等　　※図面図示による　　　・(　　　　　　　　　　）

7.溶接材料

(7.2.9)

(7.3.2) 　・図面図示による　　　　・(　　　　　　　　　　　)

ボルトの縁端距離，ボルト間隔，ゲージ等

・実施する　　　※実施しない

・実施する　　　※実施しない

ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量

・実験により一次締めを含めて施工条件を決定することとする。

(7.3.10)

(7.4.2)

(7.4.7)

（２節　普通コンクリートの種類及び品質）

 （３節　コンクリートの材料及び調合）

（１節　共通事項）

（２節　材料）

（４節　高力ボルト接合）

（３節　工作一般）

(7.6.3)

(7.6.4)

(7.6.7)

技量付加試験　　・行う　　　※行わない

開先の形状　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　　）

エンドタブの切除　　・有（適用箇所　　　　　　　）　・無

低応力高サイクル疲労を受ける部位　　※図面図示による

スカラップの形状　　・図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

試験の種別 試験方法試験箇所 試験数

(7.6.12)

※4.0%　　・2.5%

完全溶込み溶接部・超音波探傷試験

※第6水準　・図示

検査水準

AOQL
・図示

※外観試験 溶接部 ・図示

（６節　溶接接合）

(表18.3.1)

ＳＲＣ造の溶接された鋼製スリーブの内面

(7.8.4)

耐火被覆材の接着面　　　・塗装する　　・塗装しない

接着面以外の塗装範囲　　　　　　・(　　　　　　　　　　)

耐火被覆材の接着面の塗装範囲　　・(　　　　　　　　　　)

（８節　錆止め塗装）

(7.8.2)

   の溶接

(7.7.8)

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合

合成スラブとして使用する場合

（７節　スタッド溶接及びデッキプレート溶接）

(7.9.2)

・耐火材吹付け　　・耐火板張り　　・耐火材巻付け　　

※所要性能は図面図示による　　・（　　　　　　　　）

(7.9.3)

・ラス張りモルタル塗り　　・耐火塗料　

建方用アンカーボルトの保持及び埋込工法

柱底均しモルタル

　　　・Ａ種　　※Ｂ種

　厚さ　　※図面図示による　　・(　　　　　)

　工法　　※Ａ種　　・Ｂ種

（１０節　工事現場施工）

等の設置

(7.10.3)

(表7.10.1)

(表7.10.2)

構造用アンカーボルトの形状･寸法　　・(　図面図示による　)
アンカーフレームの形状･寸法　　　　・(　図面図示による　)

（９節　耐火被覆）

高力ボルト接合
溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理

(7.12.5)
　・ブラスト処理　　　　・りん酸塩処理

（１２節　溶融亜鉛めっき工法）

(8.4.2)

壁の配筋

（４節　ＡＬＣパネル）

縦　　筋

D10－400＠

横　　筋

D10－400＠

開口補強筋（縦横）

1－D13 1－D13

交差部，端部補強筋

厚さ(mm)種類 単位荷重(Ｎ/m )

・（　　　　）・間仕切壁パネル

・（　　　　）・屋根パネル

・（　　　　）・床パネル

・外壁パネル ・（　　　　） ※100　・（　　　）

※100　・（　　　）

※100　・（　　　）

耐火性能

・100　・150 ・要　・不要

パネル相互の接合部に充填する耐火目地材　・(　　　　　　　　　)

(8.4.3)

(表8.4.2)

(8.4.4)

(表8.4.3)

  構法

種別　・Ａ種　 ・Ｂ種　

種別　・Ｃ種 　・Ｄ種 　・Ｅ種　　

出隅･入隅ﾊﾟﾈﾙ接合部，取合い部目地幅　 ・(　　　mm)　・耐火目地材充填

出隅･入隅ﾊﾟﾈﾙ接合部，取合い部目地幅　 ・(　　　mm)　・耐火目地材充填

　組立

壁鉄筋の継手，定着，末端部の折り曲げ形状　　※図面図示による

（３節　コンクリートブロック帳壁及び塀）

圧縮強さ，正味厚さ，モデュール呼び寸法及び種類

種類　　※表8.3.1による　　　　・（　　　　　　　）

厚さ　　※図面図示による　　 　・（　　　mm）

ｺﾝｸﾘｰﾄの調合　　　※ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ呼び強度21－SL21cm　・表8.2.2

(8.3.2)

(8.5.2)

(8.5.3)

(表8.5.1)

(8.5.4)

(表8.5.2)

(8.5.5)

　 工法

（５節　押出成形セメント板（ＥＣＰ））

・パネル　製造所（　　　　　　　）同等品

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種

パネル相互の目地幅　長辺　※ 8mm以上　　・(　　　mm)

短辺　※15mm以上　　・(　　　mm)

出隅･入隅ﾊﾟﾈﾙ接合目地幅　 ※15mm(ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填)　　・(　　　mm)

耐火構造以外の目地・隙間処理　※パネル製造所の仕様　　・(　　　　　　)

種別　　・Ｂ種　　・Ｃ種

パネル相互の目地幅　長辺　※ 8mm以上　　・(　　　mm)

短辺　※15mm以上　　・(　　　mm)

出隅･入隅ﾊﾟﾈﾙ接合目地幅　 ※15mm(ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填)　　・(　　　mm)

耐火構造以外の目地・隙間処理　※パネル製造所の仕様　　・(　　　　　　)

パネルの開口寸法の限度　・（　　　　　　　　　　）

(8.2.2)

1.材料

（２節　補強コンクリートブロック造）

圧縮強さ，正味厚さ，モデュール呼び寸法及び種類

種類　　※空洞ブロック１６　　　・（　　　　　　　）

厚さ　　※図面図示による　　　　・（　　　mm）

2.モルタルの調合
(8.2.3)

・表8.2.1による（目地幅が10mm程度のブロックの場合）

(8.2.4)

(表8.2.2)

　クリートの充填
(8.2.8)

まぐさを受ける開口部両側ブロックの充填範囲

　・(幅　　　　mm程度)　　・図面図示による

　トの調合

・普通ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc-21N/mm2　　・(　　　　　　　　)

※ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ　呼び強度21－SL21cm

・表8.2.2による

８
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Ｃ
パ
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ン
ト
板
工
事

8.ターンバックル

9.床構造用の
　デッキプレート

10.スタッド

11.柱底均しモルタル

12.材料試験等

13.工作図

14.仮組

15.すべり試験

16.締付け

17.技能資格者

18.材料準備

19.溶接施工

20.溶接部の試験

21.デッキプレート

22.塗装の範囲

23.塗装種別

種別及び性能

24.耐火被覆材の

25.アンカーボルト

26.溶融亜鉛めっき

3.充填用コンクリー

4.モルタル及びコン

5.材料

6.鉄筋の加工及び

(8.3.4)

7.材料

8.外壁パネル構法

9.間仕切壁パネル

10.材料

11.外壁パネル工法

12.間仕切壁パネル

13.開口部の処置

※7.6.12

(ｲ)による

　※焼抜き栓溶接　　　　　　　　　・（　　　　　　　　）

　※表18.3.1　鉄鋼面錆止め塗料の種別　Ａ種

　※アークスポット又は隅肉溶接　　・（　　　　　　　　）

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　試験の方法（　　　　　　　　　　　　　　）

　試験片の摩擦面の状態（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14.材料及び調合

(6.12.2)

（12節　暑中コンクリート）

補正値（Ｓ）

(Ｎ/mm2 )
６

13.一般事項
(6.11.1)

※適用する　（適用期間：　　　　　　　　　　　　）

（11節　寒中コンクリート）

期  間構造体強度補正値（S）

期  間

補正値（Ｓ）
３ ６

(Ｎ/mm2 )

※185kg／ｍ3以下

※単位容積質量法 　・加熱乾燥法　 ・静電容量法 　・濃度法　 ・RI法

※普通エコセメント又は再生骨材Ｈを使用するコンクリート以外のⅠ類コン
　クリートは省略する

 　２）単位水量

 　３）試し練り

(6.2.5)

(6.8.1)

(表6.2.4)

9.一般事項 ・コンクリート打放し仕上げの種別

8.打継ぎ 目地の寸法　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　）

(6.6.4)
（８節　型枠）

種別 施工箇所

・Ａ種

・Ｃ種

※Ｂ種

・コンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　　・20mm（外側）・(　　　mm）

せき板の材料

 ・打放し仕上げ　　　※特記6.9で適用した種別により，表6.2.4の表面の

 ・打放し仕上げ以外　・合板型枠　厚さ　※12mm　　・（　　　mm）

※柱及び梁以外で開口補強が不要，かつ，ｽﾘｰﾌﾞ径が

・溶融亜鉛めっき鋼板　　 ・つば付き鋼管

200mm以下は，紙ﾁｭｰﾌﾞも可とする

ＭＣＲ工法　　　　　・適用する　　 ・適用しない

ｽﾘｰﾌﾞの材種(規格)　 ・鋼管(JIS G3452の白管)　・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VU)

断熱材兼用型枠　　　・使用する　　 ・使用しない

 　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

材料　・表面加工品　　※Ｂ－Ｃ品

10.材料

(表6.8.1)

(6.8.2)

・ひび割れ誘発目地位置，形状，寸法　※図面図示及び9.7.3(1)(ｱ)による

仕上りの程度に見合ったものとする。

11.最小存置期間

(6.8.4)

※表6.8.2及び表6.8.3により、材齢又は圧縮強度により定める

・普通エコセメントの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12.一般事項

(表6.10.1)
(6.10.2)

（10節　軽量コンクリート）

種　別
気乾単位容積

質量（t/m3）
適用箇所

(cm)

※１種

・２種

※21

スランプ

・常時土又は水に直接接する部分に適用する　※単位ｾﾒﾝﾄ量340kg/m3以上

(6.15.1)

・適用する　　　・適用しない18.一般事項

（15節　流動化コンクリート）

17.一般事項

(6.14.1)

種類　　　　　　※普通コンクリート　　・(　　　　　　　)

設計基準強度　　※24Ｎ/mm2 　　　・( Fc18Ｎ/mm2）

スランプ　　　　※15cm　　　　　 ・18cm

適用箇所

 ・街きょ、緑石、側溝類のコンクリート及びこれらの基礎コンクリート

 ・間知石積みの基礎及び裏込めコンクリート

 ・捨コンクリート

 ・機械室等で用いる配管埋設用コンクリート

 ・防水層の保護コンクリート

 ・補強筋を必要としない土間コンクリート

 ・コンクリート舗装のコンクリート

（14節　無筋コンクリート）

補正値（S）

高炉セメントＢ種 　４）構造体強度

 　３）スランプ

・フライアッシュセメントＢ種

(6.13.2)(2)

(6.13.2)(1)

16.材料及び調合

15.一般事項

(6.13.1)

 　１）セメント

 　２）混和材料 ・混和剤　　※JIS A6204（コンクリート用化学混和剤）によるAE減水剤

・中庸熱ポルトランドセメント　　・低熱ポルトランドセメント

※高炉セメントＢ種

・普通ポルトランドセメント　　・シリカセメント

※15cm　　・（　　　　　　）

・混和材　　※JIS A6201によるフライアッシュのⅠ種若しくはⅡ種又は

JIS A6206による高炉スラグ微粉末の3000若しくは4000

又は高性能AE減水剤

適用箇所　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

（13節　マスコンクリート）

(6.13.2)(5)

※延床面積1,500㎡以上の新築工事については、150m3に1回以上及び荷卸し時

　に品質の異常が認められた時に単位水量の測定を行う。

　なお，測定方法は「ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ単位水量測定要領（案）」に準じて行う。

　(表6.3.2)
 　　　補正値（S）

 　１）構造体強度

　(6.13.2)(6)

　(表6.13.1)

9/18～12/16
12/17～1/25

1/26～6/25

6/26～9/17

6/28～9/15
9/16～11/9

3/16～6/27
11/10～3/15

４
　
地
　
業
　
工
　
事

続
　
き

（６節　砂利、砂、捨コンクリート地業等）

14.砂利事業

　(4.6.2･3)

厚さ　　※図面図示による　　・60mm　　・（　　 mm）

材料　　※再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石

15.捨コンクリート

   処理

17.残泥土・汚泥の

地業(4.6.4)

厚さ　　※図面図示による　　・50mm　　・(　　　mm）

16.床下防湿層

　　(4.6.5)

範囲　　※図面図示による　　・(　　　　　　）

材料　　※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ0.15mm以上　・図面図示による　・(　　　　　　）

・建設汚泥の再生利用については、「建設汚泥の再生利用に関するガイドライ

　ン」「建設汚泥処理土利用技術基準」「建設汚泥処理物の廃棄物該当性の判断

　指針について」により、適正に処理する。

 　1)残泥土・泥水

  　 の溶出試験

 　2)残泥土・　

 　  泥水の処理

 　3)地盤改良及び

 　改良土の再利用

溶出試験の実施　　　・する　　　※しない

※陸上処分　　

※含水率が８５％を超えるものは、中間処理とすること。

・セメント及びセメント系固化材を使用する場合は、六価クロムの溶出試験実

　験要領により土壌環境基準値を確認し、適切な措置を講ずること。

 （六価クロム溶出試験及びタンクリーチング試験）

 　試験方法

　　　試験方法は、セメント及びセメント系固化材を使用した改良土等の

　　　六価クロム溶出試験要領による。

 　試験対象工種、工法名及び検体数

　　　配合設計段階（　　　）検体　　　施工後段階　（　　　）検体

　　　　　 　　・六価クロム溶出試験（　　　　）工　（　　　　）工法

　　・タンクリーチング試験　（　　　　　）工　（　　　　　）工法

　　　配合設計段階（　　）検体　　　施工後段階　（　　）検体

（２節　材料）

 　　　　　　 ・D19以上　　（※SD345 　・(　　　　））

1.鉄筋の種類

2.溶接金網

 (5.2.1)(表5.2.1)

　(5.2.2)

 JIS G3112　　・D10～D16　 （※SD295　・SD345）

 JIS G3551　　※規格品

網目の形状　　　 ※レギュラー(正方形)　　・デザイン（　　　　）

寸法・鉄線の径　 ※図面図示による　　　　・(　　)×(　　)×(　　)

（３節　加工及び組立）

   (5.3.4)

3.継手及び定着 D19以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　　・重ね継手　　・(　　　　）

その他の鉄筋　　　　　　 ※重ね継手　　・(　　　　）

鉄筋の継手位置　　※図面図示による　　・(　　　　）

　　　　　　　　　・先組み工法等の柱,梁の継手位置を同一位置に設ける

重ね継手の長さ　柱,梁の主筋　※図面図示による　　・(　　　　）

　　　　　　　　耐力壁　※40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄは 50d)と表5.3.2のうち大きい値

鉄筋の定着長さ　※表5.3.4による

4.鉄筋のかぶり厚さ ・普通コンクリート　※表5.3.6による　　　・図面図示による

・軽量コンクリート（　　　　　　　  ）  及び間隔(5.3.5)

機械式継手及び溶接継手の場合の鉄筋相互のあきは図示による。

5.各部配筋(5.3.7)

工法・品質の確認方法・修正方法等　　※施工計画書による(5.6.3)

8.溶接継手
（６節　溶接継手）

工法・品質の確認方法・修正方法等　　※施工計画書による

種類　・（　　　　　　　　　　）

(5.5.2)

7.機械式継手

（５節　機械式継手）

試験　※超音波探傷試験　　　・引張試験（方法　　　　）6.圧接完了後の試験

  (5.4.9)

（４節　ガス圧接）

※別図「各部配筋参考図」による。

※高炉セメントＢ種（場所打ち杭は４章による）　　　・普通エコセメント

外壁（化粧型枠打放し）

　・鉄骨全体：溶融亜鉛めっきの上りん酸処理（N4)

特記-2
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　 石張り

(10.7.2)

（７節　特殊部位の石張り）

接着性試験

   及び工程

９
　
防
　
水
　
工
　
事

　・湿式工法　　・れんが押え　※JIS R1250（普通れんが及び化粧れんが）
　　　　　　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え
　　　　　　　　・モルタル押え

　・乾式工法　　・乾式保護材　※製造所の仕様　　・（　　　　　　　　）

1.材料(9.2.2)

9.適用範囲

10.防水層の種別

(9.6.1)

　１）脱気装置

　２）保護層

　３）絶縁用シート

　４）仕上塗料

種類　　　※製造所の仕様　　  ・（　　　　　　　　）

・保護コンクリート　　・保護モルタル

・ポリエチレンフィルム　厚0.15mm以上

・ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ，ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等を平織りしたフラットヤーンクロス(70g/m2程度)

種類　　　※製造所の仕様　　・（　　　　　　　　）

使用量　　※製造所の仕様　　・（　　　　　　　　）

（６節　ケイ酸質系塗布防水）

適用部位　　※表9.6.1による　　・（　　　　　　　）

種別　　※C-UI　　・C-UP

(9.6.3)(表9.6.2）

11.施工

12.材料

13.目地寸法

14.ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

15.保守管理用ﾌﾟﾚｰﾄ

(9.6.4)

(9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.5)

（７節　シーリング）

※図面図示による

・(　　　　　　　　mm)

壁プレート（300×250程度）

9.6.4(2)(ｲ)(ｳ)以外の下地処理　・（　　　　　　　　　　　　　　　）　

種類　　　　※表9.7.1による　　・（　　　　　　　）

施工箇所　　※図面図示による

　　・設けない

10
　
石
　
工
　
事

(10.1.3)

(10.1.5)

1.施工一般

2.清掃

（１節　共通事項）

石材の割付け　　　　・(　　　　　　　　)　　・図面図示による

取合い部の割付け　　※10.1.3(1)(ｱ)(ｲ)による

（２節　材料）

・石材

・テラゾブロック及びテラゾタイル（JIS A5411）

・外壁湿式工法及び内壁空積工法用受金物

・乾式工法用金物

・あと施工アンカー

石材の面積
施工箇所 仕上げの種類品質石材の種類

(1枚当たり)

※0.8㎡以下

　 種石の種類　　　※大理石　　　　・（　　　　　　　）

　 種石の大きさ　　※1.5～12mm 　　・（　　　　　　　）

　 表面仕上げ　　　・本磨き　　　　・（　　　　　　　）

　 寸法　　※L-75×75×6　L=100又は150mm

　 方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式　　・（　　　　　　　）

　 材質　　※SUS304

　 材料　　※図面図示による

(10.2.2)

4.取付金物

(表10.2.3･4)

(10.2.1)

(表10.2.1･2)

3.材料

床ワックス掛け　　　・行う　　・行わない

6.材料

7.施工

(10.3.2)

(10.3.3)

(表11.1.1)

(9.7.3)(1)(ｳ)

8.材料

9.施工

10.材料

(10.4.2)

(10.4.3)

(10.5.2)

(9.7.3)(1)(ｳ)

厚さ　　　　　　※有効厚さ25mm以上　　・（　　　　　mm）

石裏面処理　　　・行う　　　・行わない

裏打ち処理　　　・行う　　　・行わない

目地幅　　　　　※6mm以上　　　　 　　・（　　　　　mm）

目地シーリング　・行う（幅･深さ6mm以上）　・行わない

伸縮調整目地シーリング目地位置　　※表11.1.1による　・図面図示による

伸縮調整目地シーリング目地寸法　　※幅･深さ10mm以上　・（　　　　mm）

厚さ　　　　　　※有効厚さ20mm以上　　・（　　　　　mm）
石裏面処理　　　・行う　　　・行わない

裏打ち処理　　　・行う　　　・行わない

下地ごしらえ　　※あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法　　・あと施工ｱﾝｶｰ工法

目地幅　　　　　※6mm以上　　　　　　 ・（　　　　　mm）

目地シーリング　・行う（幅･深さ6mm以上）　・行わない

伸縮調整目地シーリング目地位置　　※6ｍ程度毎　　・図面図示による

伸縮調整目地シーリング目地寸法　　※幅･深さ10mm以上　・（　　　　mm）

厚さ　　外壁　　※有効厚さ30mm以上　　・（　　　　　mm）

　　　　内壁　　※有効厚さ25mm以上　　・（　　　　　mm）

石裏面処理　　　・行う　　　・行わない

裏打ち処理　　　・行う　　　・行わない

（３節　外壁湿式工法）

（４節　内壁空積工法）

（５節　乾式工法）

11.施工

(10.5.3)

目地幅　　　　　※8mm以上　　　　　　 ・（　　　　　mm）

目地シーリング　・行う（幅･深さ8mm以上）　・行わない

12.床及び階段の石

　 張り

(10.6.2･3)

(10.3.3)(5)

石材の厚さ　　　・（　　　　mm）

石裏面処理　　　・行う　　　・行わない

目地幅　屋外　　※4mm以上　 ・（　　　 mm）

　　　　屋内　　※3～6mm　  ・（　　　 mm）

目地シーリング　・行う（幅･深さ6mm以上）　・行わない

（６節　床及び階段の石張り）

伸縮調整目地シーリング目地位置　　※10.6.2(5)(ｲ)(a)による　・図面図示による

伸縮調整目地シーリング目地寸法　　※幅･深さ10mm以上　・（　　　　mm）

5.その他の材料

(10.2.3)

取付け用ﾓﾙﾀﾙ,目地用ﾓﾙﾀﾙ,石裏面処理材,裏打ち処理材,金物固定用充填材料
　　※石材施工業者の指定製品　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　)

ドレンパイプの材質　　・樹脂ﾈｯﾄ製　　・(　　　　　　　　)

ﾀｲﾙの

塗厚(mm)
ﾀｲﾙの大きさ

種類

－

二丁掛け以下

小口以上

13～18

1枚ずつ張る

1枚ずつ張る

備考

張付けモルタル

　5～8

　3～5

ﾀｲﾙ側 3～4
下地側4～6

25mm角を超え

小口未満
ﾕﾆｯﾄ毎に張る

小口未満

　3～4

工　法

11
　
タ
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ル
　
工
　
事

1.伸縮調整目地及び

2.材料

3.施工

　ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

(11.2.2)

(11.2.7)
(表11.2.3)

　7～10

・改良積上げ張り

・密着張り

・改良積上げ張り

・改良圧着張り

・ﾏｽｸ張り

・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

・内装ﾀｲﾙ

・外装ﾀｲﾙ

・内装ﾀｲﾙ

以外の

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

目地の位置　※表11.1.1による　　・(　　　　　　　　　　　　　　　)

形状、寸法、耐凍害性の有無、耐滑り性、施工箇所　※図面図示による

色　　　　　　　　　・標準色　　　・特注色

役物　　　　　　　　・適用する　　・適用しない

試験張り　　　　　　※行わない　　・行う

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

下地及びタイルごしらえ　　・ＭＣＲ工法　　※目荒し工法（高圧洗浄）

（１節　共通事項）

（２節　セメントモルタルによるタイル張り）

4.材料

5.張付け用材料

(11.3.2)

(11.3.3)

（３節　有機系接着剤による陶磁器質タイル張り）

形状、寸法、耐凍害性の有無、耐滑り性、施工箇所　※図面図示による

色　　　　　　　　　・標準色　　　・特注色

役物　　　　　　　　・適用する　　・適用しない

試験張り　　　　　　※行わない　　・行う

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

※外壁は屋外壁用の外装タイル接着剤張り専用タイルとする。

　有機系接着剤は、内装壁はJIS A5548（セラミックタイル張り内装用有機系

ホルムアルデヒドの放散量はF☆☆☆☆とする。

接着剤）、吹抜け部分はJIS A5557（外装タイル張り用有機系接着剤）により、

伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系(　　)　・(　　　　　)　剤張りｼｰﾘﾝｸﾞ材

6.外装タイル接着 打継ぎ目地，ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系(　　)　　・(　　　　　)

(11.3.4)

7.施工

(11.3.7)

(表11.3.2)

下地及びタイルごしらえ・ＭＣＲ工法　　※目荒し工法（高圧洗浄）

･内装ﾀｲﾙ

ﾕﾆｯﾄ毎

二丁掛け
･外装ﾀｲﾙ

小口以上

以外の

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

･内装ﾀｲﾙ

使用量

1.5～2

3.5

2.5

2

2.5

種類

ﾀｲﾙの
備考

・ﾀｲﾌﾟ2

・ﾀｲﾌﾟ1
－

ﾀｲﾙの
工　法

裏あし高さ
0.9mm以下

接着剤張り

±0.7mm以下

かつ,
裏面反り

裏あし高さ
0.9mm以下

±0.7mm以下

かつ,
裏面反り に張る

上記以外

上記以外

小口未満

以下
･吹抜け部 接着剤張り

接着剤張り

裏あし高さ

裏面反り 規格番号

－

大きさ

JIS A5548

JIS A5557

有機系接着剤

JIS A5557
有機系接着剤

・内装ﾀｲﾙ

・外装ﾀｲﾙ

・外装ﾀｲﾙ

有機系接着剤

張付け材料

(kg/m2)

12
　
木
　
工
　
事

1.表面仕上げ

(12.1.4)

（１節　共通事項）

　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験（JIS A1439）

設置数量　※製造所の仕様　　　・（　　　　　　　　）

　１）ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

（２節　アスファルト防水）

・屋根保護防水断熱工法

・屋根露出防水断熱工法

・屋根保護防水工法

　 材質　　・JIS A9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bＡ(ｽｷﾝ層付き)

 　　　　　・JIS A9511によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b(ｽｷﾝあり)

 　厚さ　　※図面図示による　　・（　　　）mm

　 材質　　・JIS A9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種( ･1号　･2号)で

　　　　　　 透水係数を除く規格適合品

　　　　　 ・JIS A9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種( ･1号　･2号)で
　　　　　　 透水係数を除く規格適合品

・屋根保護防水断熱工法

　 材質　　※ポリプロピレン，ポリエチレン等を平織りしたフラットヤーン

　　　　　 　クロス（70g/m2程度）

　３）断熱材

　４）絶縁用シート

　　　　　 ・（　　　　　　　　　　　　）　　

・アルミニウム製　L-60×30×2.0(mm)

※アルミニウム製　L-30×15×2.0(mm)　

・(　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）押え金物

　　種類･厚さ　　※表9.2.5から表9.2.8による　 ・(　　　　　　　　)
・部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

　　種類･厚さ　　※表9.2.3から表9.2.8による　 ・(　　　　　　　　)
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ　　　　　　　

屋上排水溝の適用　　　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　　）

　 材質･厚さ　　※ポリエチレンフィルム　厚0.15mm以上

　　　　 　　　 ・（　　　　　　　　　　　　）　　

10年

10年

※図示

※図示

※図示

※図示

※図示

10年

10年

10年

10年

・屋根保護防水密着

・屋根保護防水密着断熱

・屋根保護防水絶縁

・屋根保護防水絶縁断熱

・屋根露出防水絶縁断熱

・屋内防水密着

・屋根露出防水絶縁

・A-1　 ・A-2　 ・A-3

・AI-1　・AI-2　・AI-3

・B-1　 ・B-2　 ・B-3

・BI-1　・BI-2　・BI-3

・D-1　 ・D-2　 ・D-3

・D-4

・DI-1　・DI-2

・E-1　 ・E-2

　１）脱気装置 種類･設置数量　　　※製造所の指定　　・（　　　　　　　　）

　２）仕上塗料 種類･使用量　　　　※製造所の仕様　　・（　　　　　　　　）

保証期間保護層種　　　別工　　　法

(9.2.3)

(表9.2.3～9)

2.防水層の種類、

　種別及び工程

平場の保護コンクリート

立上り部の保護

　厚さ　　・80mm以上(こて仕上)　　・60mm以上(床ﾀｲﾙ等仕上げあり)

　種類　　※普通コンクリート　Fc-18N/mm2　SL15cm又は18cm

3.保護層等の施工

(9.2.5)

5.防水層の種別

　及び工程

　１）脱気装置

(9.3.3)

(表9.3.1～3)

種類･設置数量　　　※製造所の指定　　・（　　　　　　　　）

種類･使用量　　　　※製造所の仕様　　・（　　　　　　　　）　２）仕上塗料

・屋根露出防水断熱工法

　 材質　　・JIS A9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種( ･1号　･2号)で

　　　　　　 透水係数を除く規格適合品

　　　　　 ・JIS A9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種( ･1号　･2号)で
　　　　　　 透水係数を除く規格適合品

　 厚さ　  ※図面図示による　　・（　　　）mm

工　　　法 保証期間防湿層種　　　別

・設置

・非設置

・屋根露出防水密着

・屋根露出防水絶縁

・屋根露出防水絶縁断熱

・AS-T1 ・AS-T2

・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J1

・ASI-T1 ・ASI-J1

　10年

　10年

　10年

　３）断熱材

　２）押え金物

4.材料(9.3.2)

　１）改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

※アルミニウム製　L-30×15×2.0(mm)　　　・(　　　　　　　　)

・機械式固定工法
　 材質　・JIS A9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種( ･1号　･2号)で

 　　　　　透水係数を除く規格適合品
 　　　　・JIS A9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材2種( ･1号　･2号)で

　　　　　 透水係数を除く規格適合品
 　厚さ　※図面図示による　　・（　　　）mm

・接着工法
 　材質　・JIS A9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種( ･1号　･2号)で
 　　　　　透水係数を除く規格適合品

 　厚さ　※図面図示による　　・（　　　）mm

材質･形状･寸法　・図面図示による　・(　　　　　　　　　　　　　　　)

　２）絶縁用シート

　１）ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ 種類･厚さ　 ※表9.4.1から表9.4.3による　　・(　　　　　　　　　　　)

材質　　　　※発泡ポリエチレンシート　　　・(　　　　　　　　　　　)

6.材料(9.4.2)

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ（JIS A6013） 種類･厚さ　※表9.3.1～表9.3.3  ・(　　　　)

・粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ　 　 種類･厚さ　※表9.3.1～表9.3.3  ・(　　　　)

・部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ  種類･厚さ　※表9.3.1～表9.3.3　・(　　　　)

断
熱
工
法

非
断
熱
工
法

7.防水層の種別

  及び工程

(9.4.3)

(表9.4.1～3） ・S-F2

※1.5　・（　　　）

・S-M2 ※10年 ・(　　)

・S-M3

・SI-F1

・SI-F2

・SI-M1

※1.5　・（　　　） ※10年 ・(　　)

・(　　)※10年※1.5　・（　　　）

・SI-M2

※1.5　・（　　　）

※1.2　・（　　　）

※2.0　・（　　　） ※10年 ・(　　)

・(　　)※7年

・(　　)※10年

※10年 ・(　　)

・(　　)※10年※2.0　・（　　　）

※1.2　・（　　　） ※7年 ・(　　)・S-F1

・S-M1

厚さ（mm） 保証期間施　工　箇　所種　別

※1.2　・（　　　）

・S-C1
※1.0　・（　　　） ・(　　)年

立上り保護ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ ※7mm ･( 　)

屋
内
保
護

種類･設置数量　　 ※製造所の指定　　・（　　　　　　　　）　１）脱気装置

　２）仕上塗料 種類･使用量　　　 ※製造所の仕様　　・（　　　　　　　　）

　３）保護層

(屋内保護密着工法) ・ﾀｲﾙ張り下地　　 ※15.3.5(4)(ｱ)に準ずる　　　　 ・（　　　　　　）

・床塗りの工法　　※15.3.5(2)(ｲ)及び(ｳ)に準ずる　・（　　　　　　）

8.防水層の種別

  及び工程

(9.5.3)

（５節　塗膜防水）

(表9.5.1･2）

（注）X-1の立上がり部はすべてX-2工法とする。

保護層　　・有　　・無

10年

10年

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２

施  工  箇　所 保証期間 備　　考種　別

　３）固定金具

　４）断熱材

（３節　改質アスファルトシート防水）

（４節　合成高分子系ルーフィングシート防水）

　　・設ける　 (　　　箇所　)

　 厚さ　  ※図面図示による　　・（　　　）mm

浸透性吸水防止剤

下地ごしらえ　　※あと施工アンカー・横筋流し工法　・（　　　　　）

だぼ用穴位置　　※横目地合端に２箇所，端あき寸法は石材の厚みの３倍以上

13.笠木,甲板等の

厚さ　　　　　　※図面図示による　・（　　　　mm）
石裏面処理　　　・行う　　　・行わない

目地幅　　　　　外壁湿式工法　　※6mm以上　 ・（　　　　　mm）

取付工法　　　　・外壁湿式工法　　・乾式工法

　　　　　　　　乾式工法　　　　※8mm以上　 ・（　　　　　mm）

目地シーリング　・行う　　　・行わない

厚さ　　　　　　※40mm　　　・図面図示とする

(10.7.3)

14.隔て板石張り

2.木材
(12.2.1)

樹種　　　　　・図面図示による　　・小中学校標準詳細図による

(表12.2.1)

木材含水率　　・下地材　　※Ａ種　・Ｂ種

　　　　　　　・造作材　　※Ａ種　・Ｂ種

化粧加工したものは「非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない材料

使用」のもの。

したものは｢非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料使用｣，

　｢F☆☆☆☆｣又は、塗装していないものは｢非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用｣，塗装　１）ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
　　　放散量

(表12.2.2)
規格

－

種類 部材名称

・造作用

上記以外

かまちの類見え掛り面

枠,額縁,敷居,かもい

・広葉樹 －

・JAS以外 ・造作材

樹種・寸法形状

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

等級

※２級

・(　 ）

※上小節

・(　 ）

※小節以上

・(　 ）

※１級

・(　 ）

※Ａ種
・Ｂ種

　２）製材

　３）造作用集成材 ※集成材の樹種、寸法、施工箇所は図示による。

※1.2mm以上

・（　　　　）

規格

・(　 ）

※１等

品質 化粧薄板の厚さ

－

※1.5mm以上
※１等

・(　 ）
※0.8mm以上

※0.6mm以上

－

構造用

分類

・造作用

集成材

規格品 ・化粧ばり

造作用

・化粧ばり

・敷居,かまち,階段板の上面

・柱

・その他

部材名称

含水率　　※15％以下　　・（　　　　　）・JAS以外

・(　 ）

厚さ　　・（　　　　　mm）

規格　　　　　　※JAS規格品　　 ・JAS規格品以外(含水率14％以下)

防虫処理　　　　・有　　　　　　・無

　　　積層材

　４）造作用単板

表面化粧加工　　・有（・天然木　・塗装）　・無（等級：　　級）　　

　５）直交集成材 ※直交集成材の品名，樹種，寸法，施工箇所は図示による。

曲げ強度　　・(　　　　　　　)

種別　　　　・(　　　　　　　)

接着性能　　・(　　　　　　　)

（２節　材料）

・JAS規格品

・下地用

・JAS

　 材質　　※SUS304　　・（　　　　　　　）

　　　　 ・JIS A9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材2種( ･1号　･2号)で

　　　　 ・JIS A9521によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度･熱伝導率の規格適合品
 　　　　・JIS A9511によるA種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度･熱伝導率の規格適合品

 　　　　　透水係数を除く規格適合品

※機械加工　・図面図示による

特記-3
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　６）合板等

種別

※合板の単板の樹種、施工箇所は図示による。

・普通合板

・構造用合板

・
下
地
用
合
板

・化粧ばり構造用合板

・特殊加工化粧合板

・天然木化粧合板

防虫処理

※Ｃ－Ｄ

・(　　 )
・針葉樹

・広葉樹
・１等

※２等

強度等級
・１級

※２級

※Ｃ－Ｄ

・(　　 )

樹種

板面の品質

等級

・行う

・行う

・行う

・行う

・行う

耐水性

接着剤の

・特類

※１類

・２類

・特類

※１類

・２類

厚み

※5.5mm

・(12mm)

※12mm

・(　　)

構造用合板で屋内の湿潤状態となる場所に使用する場合の接着の程度は「特類」とする。

木材保存剤は、人体への安全性及び環境への影響について配慮され，かつJIS

規格に適合する木材保存剤又はこれと同等の木材保存剤とする。

性能区分　　・Ｋ２　　　※Ｋ３　　　・Ｋ４

適用部位（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

処理方法　　※12.3.1(ｲ)(b)による。

4.防腐・防蟻処理

(12.3.1)

　１）薬剤の加圧

　　　注入

　２）薬剤の塗布

（３節　防腐・防蟻・防虫処理）

(13.2.2)

(13.2.3)

(表13.2.1)

(表13.2.2)

（２節　長尺金属板葺）

1.材料･工法

・横葺

・瓦棒葺

・平葺

一般部分 谷部分

板厚（mm）

下葺材料

・両面塗装

※片面塗装

※塗装溶融55％アルミニウム

　ー亜鉛めっき鋼鈑及び鋼帯

・（　　　　　　　　　　）

・(0.4 ) ・(　　)

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材（・一般　・複層基材　・粘着層付）

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

(心木なし)

・溶融亜鉛めっき鋼鈑及び鋼帯

・ポリ塩化ビニル被覆金属板

屋根葺形式 材　　種

雪止め　　・設置する　　　・設置しない

(13.3.2)

(13.3.3)

（３節　折板葺）

2.材料･工法

　めっき鋼鈑及び鋼帯

※片面塗装

・両面塗装

・塗装溶融亜鉛

材料による区分

・(      　)

※重ね形又は・(    　)

はぜ締め形

山高　　(      )

山ピッチ(      )

形式による
区分

板厚(mm)
山形及び山ピッチ
による区分(mm)

(表13.2.1)

・塗装溶融55％アルミニウム
　－亜鉛めっき鋼鈑及び鋼帯

・ポリ塩化ビニル被覆金属板

・(　　　　　　　　　　）

・軒先面戸板　　・する　　　・しない

・断熱材張り　　種別(　　　　　　)、厚さ（　　mm）、防火性能（　　　　）

けらば納め　　※けらば包み　　・(　　　　　　)

(13.5.2)

(13.5.3)

（５節　とい）

材種　　・配管用鋼管

　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管　（※カラー　　・素地）

　　　　・硬質塩化ビニル雨どい　　・（　　　　　　　）

3.材料･工法

(表13.5.1～4) 防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量は，F☆☆☆☆とする

受金物　　材種　　　　　　※ステンレス　　・溶融亜鉛めっき鋼板製

掃除口　　  　　　・設ける　　・設けない

下がり止め　　　　・鋼管製といの工法による　　・製造所の仕様による
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1.工法

(14.1.3)

あと施工アンカ－引抜き耐力の確認試験　　・行う　　・行わない

設計用引張強度　　※[施工計画書]の品質計画により定めるものとする。

（２節　表面処理）

2.ステンレスの

材質　　　 　 ・SUS304　　　 ・（　　　　　　　）

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　 ・鏡面仕上げ

(14.2.1)
　表面仕上げ

3.アルミニウム及

　びアルミニウム

　合金の表面処理

種　別 施　工　箇　所 着色方法 色合等

・AB-1種

※二次電解着色
・自然発色

・AC-1種

・BA-2種

・BA-1種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

※二次電解着色
・自然発色

・

・

・ﾛｰﾙｺｰﾀ塗装
・常温乾燥形塗装

・

・AB-2種

・AC-2種

・C　種

(表14.2.1)

(14.2.2)

4.鉄鋼の亜鉛めっき 備　考種　　別施工箇所表面処理方法

・溶融亜鉛めっき ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 JIS H8641

・電気亜鉛めっき JIS H8610・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

(14.2.3)
(表14.2.2～4)

(14.4.1)

特定天井、天井面構成部材の単位面積当たりの質量が20kg/m2を超える天井、5.一般事項

水平でない天井及びシステム天井によるものは本節を適用しない。

（４節　軽量鉄骨天井下地）

(14.6.2)

伸縮調整継手    ・設ける    ・設けない

材　種 ※アルミニウム    ・(          ) ・(      )

製　法 ※押し出し    ・プレス    ・ロール

板厚  ※1.0   ・(      ) 板厚（    ）
寸　法

板幅（    ）板幅  ※100   ・(      )

・（                            ）
表面処理

11.材料･工法
（６節　金属成形板張り）

(14.7.2)

(14.7.3)

(表14.7.1)
風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔  ・（　　　　　　　　　　）

風圧力及び積雪荷重に対応した固定方法等　　  ・（　　　　　　　　　　）

（７節　アルミニウム製笠木）

部材の種類　　・250形　　・300形   ・350形　　・（　　　　　）

表面処理　　  ・AB-1種又はBB-1種　  ・（　　　　　　　）

12.材料･工法

(14.5.2)

(表14.5.1) スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　　※図面図示による

9.形状及び寸法 スタッド、ランナーの種類は図面による。特に図面に記入がない場合は

表14.5.1による。

（５節　軽量鉄骨壁下地）

出入口等の開口部の補強　　・14.5.4(5)(ｱ)～(ｳ)による　・図面図示による10.工法(14.5.4)

8.工法

(14.4.4）

天井のふところが１．５ｍ以上の場合の補強

天井のふところが３ｍを超える場合の補強

天井下地材における耐震性を考慮した補強

屋外の軒天井、ピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

吊ボルトの間隔が900mmを超える照明器具･ダクト開口部の補強方法

　※14.4.4(8)(ｱ)(ｲ)による　　 ・図面図示による

　※図面図示による　　　・（　　　　　　　）

　※図面図示による　　　・（　　　　　　　）

　※図面図示による　　　・（　　　　　　　）

　※図面図示による　　　・（　　　　　　　）

　　屋外　　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

　　屋内　　※表14.4.2による　　・（　　　　　　　　　　　）

野縁の間隔
　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　屋外　　※図面図示による
　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　屋内　　※900mm　　周辺部は端から150mm以内

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

(表14.4.2)

(14.4.3)

7.形式及び寸法

　　屋外　　・１９形　　※２５形

　　屋内　　※１９形　　・２５形

野縁等の種類

(14.4.2)

6.材料
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1.材料

2.工法

既製目地材    ※使用しない    ・使用する（ 形状は図面図示による。 ）

(15.3.2)

(15.3.5)

（３節　モルタル塗り）

床の目地　　・設置する　　種類　　　※押し目地　　・(　SUS・FB　）

　　　　　　　　　　　　　目地割　　※2㎡程度，最大目地間隔3m程度

　　　　　　・設置しない

外壁タイル張り下地等の下地モルタル塗りの確認

　※全面打診確認

　・接着力試験　　・行う（施工計画）　・行わない

種別 標準塗厚（mm）

　※ 10・せっこう系

・セメント系 　・( 　　    )

（５節　セルフレベリング材塗り）

(15.5.2)
(15.5.3)

防火材料の指定　 ・図面図示による

内装仕上塗材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

複層仕上塗材の上塗材

（６節　仕上塗材仕上げ）

(15.6.2)

(表15.6.1)

(表15.6.2)

種  類

　・複層仕上塗材

　・薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Ｅ

呼　び　名

・内装薄塗材Ｅ
・内装薄塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ
・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｓｉ
・複層塗材ＣＥ

・内装薄塗材Ｗ

仕上げの形状

・砂壁状

・砂壁状じゅらく
・ゆず肌状

・京壁状じゅらく

　吹付け

・吹付け

　吹付け

　吹付け

・平たん状

備　考

・着色骨材砂壁状

・ゆず肌状

・凸部処理 　吹付け

・可とう形複層塗材CE

・ﾛｰﾗｰ

　ﾛｰﾗｰ

　ｺﾃ塗り

工  法

耐候性

・有 ・1種

耐湿性
・有　・無

・2種

※3種

・無

　・軽量骨材仕上塗材 ・吹付用軽量塗材 ・砂壁状 　吹付け

・凹凸状

　溶媒　※水系　　・溶剤系　・弱溶剤系

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　・ｼﾘｶ系　 ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系

　外観　※つや有　・つや無　・ﾒﾀﾘｯｸ

内壁目地部の形状　　※Ｖ形目地付き　　・(　　　　　　)

(15.6.4)

種別　・Ａ種　　・Ｂ種

（７節　マスチック塗材塗り）

(15.12.2)
ロックウール(JIS A9504)及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

（１２節　ロックウール吹付け）

(15.12.3)

仕上げ吹付け厚さ　・（　　　mm）　　・図面図示による
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1.一般事項

2.性能及び構造

(16.1.3～6)

(16.2.2)

(表16.2.1･2)

（１節　共通事項）

建具見本の製作　　・行う　　　※行わない

特殊建具の仮組　　・行う　　　・行わない

（２節　アルミニウム製建具）

防火戸の指定、「防犯建物部品」の適用　※図面図示による

気密性 水密性種別 耐風圧性 枠の見込み寸法（mm）

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

　Ａ－３

　Ａ－４

　Ｗ－４

　Ｗ－５

・70　 ・100

※100　・（　　）　Ｓ－６

　Ｓ－５

　Ｓ－４

　Ａ－３

枠の見込み寸法（mm）耐風圧性種別 水密性気密性

・Ｄ種

・Ｅ種 　Ｓ－３
　Ｗ－３ ・（　　　　）

・外部に面する建具（コンクリート下地，鉄骨下地）

・外部に面する建具（木下地）

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

3.材料

(16.2.3)

網戸　　※合成樹脂製（線径0.25mm以上，網目16～18ﾒｯｼｭ）

　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製（線径･網目　　　　　　）

　　　　・ステンレス製(SUS316)（線径･網目　　　　　　）

4.形状及び仕上げ

(16.2.4)

(14.2.2) 色調　　　　※図面図示による　・黒色

結露水処理　※図面図示による

表面処理　　外部　・BB-1種　・(  A-2種  )

　　　　  　内部　・AC-1種　・(  A-2種  )

5.工法 水切り板，ぜん板等　　※図面図示による
(16.2.5)

※内はずし　　　・外はずし　　　・図示

学校施設については、内はずしを標準とする。

6.障子取り外し方式

7.性能及び構造

(16.3.2)

(表16.3.1～4)

（３節  樹脂製建具）

外部に面する建具の種別

　・木下地　　　　　　　　　　　　　・Ｄ種　　・Ｅ種

　・コンクリート下地，鉄骨下地　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

外部に面する建具の遮音性能等級　　・Ｔ－Ａ種　・Ｔ－Ｂ種

外部に面する建具の断熱性能等級　　・Ｈ－Ａ種　・Ｈ－Ｂ種　・Ｈ－Ｃ種

外部に面する内付建具の止水方法　　※製造所の仕様による

水切り板，ぜん板等　　※図面図示による
(16.3.5) 外部に面する内付建具の止水方法　　※製造所の仕様による

建具枠の見込み寸法　※図面図示による　　・(　　　　　　)

(16.3.4) 表面色　　　※図面図示による　・標準色（白色）　  ・特別色

(16.3.3)
ガラス　・複層ガラス　　・単板ガラス　　・図面図示による

　　　　・ステンレス製(SUS316)（線径･網目　　　　　　）

　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製（線径･網目　　　　　　）

網戸　　※合成樹脂製（線径0.25mm以上，網目16～18ﾒｯｼｭ）

8.材料

9.形状及び仕上げ

10.工法

11.性能及び構造
(16.4.2)

(表16.4.1)

（４節  鋼製建具）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　・Ｓ-４　　・Ｓ-５　　・Ｓ-６

簡易気密型ドアセット　　　※適用する(Ａ-３，Ｗ-１)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

12.形状及び仕上げ

(16.4.4)

(表16.4.2)

鋼板類の厚さ　　※表16.4.2による　　・図面図示による

（注）　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm

　　　又は有効高さが2,400mmを越える場合は表16.4.2は適用しない。

(16.5.2)

（５節　鋼製軽量建具）

簡易気密型ドアセット　　※適用する(Ａ-３)　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない
13.性能及び構造

(16.5.3)

(16.5.4)

・ビニル被覆鋼板　　　　・適用する　　・適用しない

・カラー鋼板　　　　　　・適用する　　・適用しない

・召合せ､縦小口包み板等の材質

　　　※鋼板　　・ステンレス鋼板　　・アルミニウム合金の押出形材

鋼板類の厚さ　　※表16.5.1による　　・図面図示による

（注）　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm

　　　又は有効高さが2,400mmを越える場合は表16.5.1は適用しない。

14.材料

15.形状及び仕上げ

鋼板 めっき付着量

※Z06又はF06　　・(　　　　)

※E24　　　　　 ・(　　　　)

・溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G3302)

・電気亜鉛めっき鋼板(JIS G3313)

（６節　ステンレス製建具）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　・Ｓ-４　　・Ｓ-５　　・Ｓ-６

簡易気密型ドアセット　　　※適用する(Ａ-３，Ｗ-１)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

(16.6.2)
16.性能及び構造

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

表面仕上げ　　※ＨＬ　　・(　　　　　　　）

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ

17.材料

18.形状及び仕上げ

19.工法

材質　屋外　※SUS304　・SUS430JIL　・SUS443J1　・(　　　　）
　　　屋内　※SUS304　・SUS430JIL　・SUS443J1　・(　　　　）(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.5)

（７節　木製建具）

　設計図記入の部材寸法は仕上り寸法とし、内法寸法は現場採寸の上、製作
すること。

20.図面寸法

建具材の加工、組立時の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種21.材料

(表16.7.1～3)

(16.7.2)

　しない材料使用（特殊加工化粧合板に限る）」とする。

　限る）」並びに「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧合板に

　接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る）」、「非ホルムアルデヒ
　　ホルムアルデヒドの放散量等は、「F☆☆☆☆」、「非ホルムアルデヒド系
合板類

接着剤のホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする

・枠及びくつずりの材料　　　※図面図示による

・かまち戸及び鏡板の樹種　　※図面図示による

・ふすまの種別･上張り種類　 ※図面図示による

(16.7.3) かまち戸の見込み寸法　　　※36mm　　　・（　　　　mm）

ふすまの見込み寸法　　　　※19.5mm　　・（　　　　mm）

戸ぶすまの見込み寸法　　　※30mm　　　・（　　　　mm）

紙張り障子の見込み寸法　　※30mm　　　・（　　　　mm）
ふすま縁の仕上げ　　　　　・塗り縁（カシュー塗料）　・生地縁

(表16.7.5～7)

22.形状及び仕上げ フラッシュ戸の表面板の厚さ　　※表16.7.6による　　・(　図示　）

　 寸法
(16.8.2)

（８節　建具用金物）

金物の種類及び見え掛り部の材質　　※図面図示する　　・表16.8.1

樹脂製建具金物に使用する丁番　　　※表16.8.3による

23.材質，形状及び

(表16.8.1～5)

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセント等の取付け位置

　　※図面図示による

24.取付け施工

(16.8.3)

・マスターキー　　※製作する　　・製作しない　　・既存に合わせる

・鍵の本数　　　　※３本１組　　・（　　　　　　）

・鍵箱（既製品）　・用意する　　・用意しない

25.鍵

(16.9.2)

26.性能

（９節　自動ドア開閉装置）

(表16.9.1～3)

(16.8.4)

(16.9.3)

(16.10.3)

27.機構

28.性能等

寒冷地凍結防止措置　　　・行う　　　　　・行わない

（１０節　自閉式上吊り引戸装置）

戸の開閉方法　※図面図示による　　　

駆動装置の性能値

　※表16.9.1による　・図面図示による　・多機能トイレ(※表16.9.2による)

検出装置の性能値

　※表16.9.3による　・図面図示による

(表16.9.4)
検出装置の種類

　・光線（反射）　・熱線　　・音波　　・光電　　　　

　・電波　　・タッチ　　・押しボタン　　・多機能トイレ

※表16.10.1による　　　・図面図示による

(表16.10.1)

種別

※15mm

表裏面の

状態区分

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙ

ﾎﾞｰﾄﾞ

・素地研磨品(RS)

・単板研磨品(VS)

・単板無研磨品(VN)・(　　)

区分
接着剤

※Ｐﾀｲﾌﾟ

難燃性
区分

曲げ強さ

(N/mm2)

※13

・8 ・Ｕﾀｲﾌﾟ

※Ｍﾀｲﾌﾟ

・18

・難燃2級

・難燃3級

・普通

厚み

・(　　)・構造用ﾊﾟﾈﾙ

・ＭＤＦ ・(　　) ・(　　　　　　　) ・(　　) ・(　　) ・(　　)

(12.2.2･3)

造作材化粧面の釘打ち　　※隠し釘打ち　　　　・釘頭埋め木
　　　　　　　　　　　　・つぶし頭釘打ち　　・釘頭現し

諸金物の形状･寸法･材質

3.接合具･木れんが

(表12.2.3～5)

接着剤のホルムアルデヒド放散量は、F☆☆☆☆とする。

　 ・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　 ※かすがい･座金･箱金物･短冊金物　　※12.2.2(2)(ｱ)による

・壁下地，天井下地 ※杉又は松　・(　　　　　)

・間仕切軸組

・床組

･上記以外

※杉又は松　　　　　・(　　　　　)

・吊元枠,水掛り下枠,敷居 ※ひのき　　・(　和室以外の枠：　　　)

※松又は杉　・(　　　　　)

・縁甲板・上がりがまち ※ひのき　　・(　　　　　)

名称 適用樹種

※12.4.1(2)による　 ・(　　　　　)

(12.4～7.1)

6.木材

(12.3.2)
施工箇所　　・図面図示による　　・(　　　　　　　）5.防虫処理

適用　　　　・有　　　　　　　　・無

保証期間は５年とする。（購入材（持込み材）利用時は別途協議）

　３）薬剤混入

　４）保証期間

接着剤へ薬剤混入　　・行う　　※行わない

（１節　共通事項）

鋼管製といの防露巻工法　　・有り（表13.5.4による）　・無し

・AB-1種 又は BB-1種

※AB-2種 又は BB-2種

3.材料･塗厚

4.材料

5.ALCﾊﾟﾈﾙ下地処理

6.材料(15.7.2)

7.材料

8.配合及び密度等

　　　　　取付け間隔　　　※表13.5.2による

取付用下地　　　※軽量鉄骨天井下地(14.4.1～4)　・（　　　　　　　　　）

12
　
木
　
工
　
事
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き

13
　
屋
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及
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い
　
工
　
事

　Ｓ－２

24mm

9mm

9mm

出
入
口

・

・縦ハゼ葺

樋色　　　　　　　・樋、バンド共：背面壁色合わせ（既製品色）

窓
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　　　　　　　　　寸法　　　　・（　　　　　）

金属製化粧カバーの材質，寸法，形状　　　　　　　※図面図示による

ガラス留め材　・シーリング

ガラスブロックの表面形状，呼び寸法及び厚さ，壁用金属枠及び補強材，

化粧目地モルタル色　　　　・（　　　　　　　）

目地部の横力骨の納まり　　※製造所の仕様による　　　・図面図示による

伸縮調整目地の位置　　　　※16.14.5(2)(ｳ)(b)による　　・(　　　　　　)

目地幅の寸法　　　　　　　※16.14.5(2)(ｳ)(a)による　　・(　　　　　　)

板ガラス　　　材料はＪＩＳ規格品とし、厚さ・種類等は図面図示による。

　　　　　　　・グレイジングガスケット（グレイジングビート形）

　　　　　　　・グレイジングガスケット（グレイジングチャンネル形）

溝の大きさ　　※建具製造所の仕様　　・(　　　　　)

・フロー

　リング
・フロー

　ブロック1等

　リング
　ボード1等

・(　　　)

・
単
層
フ
ロ

リ
ン
グ

・
複
層
フ
ロ

リ
ン
グ

　板幅　　※75mm以上　・(　　　）

29.形式及び機構
(16.11.2)
(表16.11.1)

（１１節　重量シャッター）

種類　　・管理用シャッター　　　　・外壁用防火シャッター

　　　　・屋内用防火シャッター　　・防煙シャッター

外部に面するシャッターの耐風圧性能による区分

　　・(　　　）　　・50　　・80　　・120

開閉形式　　※上部電動式（手動併用）　　・上部手動式

シャッターケース　　　・設ける　　　　　・設けない

電動式シャッターに設ける保護装置の位置　※図面図示による

(16.11.3)

(16.12.2)
(表16.12.1)

材質　　※溶融亜鉛めっき鋼板又は塗装溶融亜鉛めっき鋼板　Z12又はF12

外部に面するシャッターの耐風圧性能による区分

開閉形式　　・上部電動式（手動併用）　　※手動式

　　・(　　　）　　・50　　・65　　・80

電動式シャッターに設ける保護装置の位置　※図面図示による

（１２節　軽量シャッター）

　　　　・(　　　　　　　　　　　　　　　）

30.材料

31.形式及び機構

(16.12.3)

   積み

(16.13.3)

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.5)

　 寸法 ，形状等

材質　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　Z06又はF06

スラットの形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

（１３節　オーバーヘッドドア）

セクション材料　　※スチールタイプ　　・アルミニウムタイプ

　　　　　　　　　・ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能による区分　　・(　　　）　　・50　　・75　　・100　　・125

開閉方式　　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

収納形式　　・スタンダード形　　・ローヘッド形　　・ハイリフト形

　　　　　　・バーチカル形

　　　　・塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯　AZ90

ガイドレール材料　　・溶融亜鉛めっき鋼板　Z27　　・ステンレス鋼板

32.材料

33.形状及び仕上げ

34.形状及び機構

(16.12.4)

(16.13.2)

35.材料

36.材料

37.ガラス溝の

38.ガラスブロック

16
　
建
　
具
　
工
　
事

続
　
き

1.性能

2.材料

3.形状及び仕上げ

4.取付け

5.材料

6.形状及び仕上げ

7.取付け

(17.2.2)

(17.2.3)

(17.2.5)
(17.2.6)

(17.3.2)

(17.3.3)

(表17.3.1)

(17.3.5)
(17.3.6)
(表17.3.2)

(表17.2.1)

(17.1.3)

・メタルカーテンウォール　　　・ＰＣカーテンウォール

金属材料,シーリング材,ガラス,ガラス取付け材料の種類

　※図面図示による　　・(　　　　　　　　　　　　　)

構造ガスケット形状(・Ｈ形　・Ｙ形　・Ｃ形）, 寸法（　　　　　　　）

断熱材の種類　　　・(　　　　　　　　　　　　)

製品の寸法許容差　※表17.2.1による　　・(　　　　　　　　　)

製品の見掛り部分の仕上げ　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

ガラス溝の寸法，形状等　　※製造所の仕様による

躯体付け金物取付け位置の寸法許容差　※表17.2.2による　　・(　　　　)

部材取付け位置の寸法許容差　　　　　※表17.2.3による　　・(　　　　)

構造ガスケットを用いるガラスの取付け　・(　　　　　　　　　　)

設計基準強度(Fc)　　　※30N/mm2　　 　・(　　　　)

所要スランプ　　　　　※12cm以下　　　・(　　　　)

補強鉄線　　　 種類   ・普通鉄線　    ・溶接金網

寸法 　※径3.2mm以上　 ・(　 　mm)　

シーリング材,耐火目地材の種類　　　　※図面図示による　・(　　　　　)

断熱材の種類　　　・(　　　　　　　　　　　　)

建具枠，ゴンドラ用ガイドレール　　　 ・図面図示による　・(　　　　　)

製品の寸法許容差　※表17.3.1による　 ・(　　　　　　　　　)

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの仕上げ　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

構造ｶﾞｽｹｯﾄを用いる場合のｱﾝｶｰ溝の寸法及び寸法許容差　・JASS 14による

躯体付け金物取付け位置の寸法許容差　※表17.2.2による　　・(　　　　)

部材取付け位置の寸法許容差　　　　　※表17.3.2による　　・(　　　　)

構造ガスケットを用いるガラスの取付け　・(　　　　　　　　　　)

（２節　メタルカーテンウォール）

（３節　ＰＣカーテンウォール）

（１節　共通事項）

　耐風圧性　　・（　　　　　　　　　）

　耐震性　　　・（　　　　　  　　　）

　水密性　　　・Ｗ－４　　　・Ｗ－５

　気密性　　　・Ａ－３　　　・Ａ－４

　耐火性  　　・適用する　　・適用しない

　耐温度差性  ・（　　　　    　　　）

　遮音性　　　・（　　　　　　　　　）

　断熱性　　　・（　　　　　　　　　）

コンクリートの種類　　※軽量コンクリート１種　　・普通コンクリート

(表17.2.2･3)

17
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塗

装
　
工
　
事

1.材料

(18.1.3)

塗料のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆（ 屋内 ）　　・（　　　　　　　）

防火材料の指定

（２節　素地ごしらえ）

（１節　共通事項）

　・指定しない　

・フローリングボード（根太張用）

材　　料

2.材料

(19.2.2)

　性能　　・（　　　　　　　　　）

　厚さ　　・（　　　　mm）

　種類　　・（　　　　　　　　　）

・防滑性床シート

　種類　　・（　　　　　　　　　）

　性能　　・（　　　　　　　　　）
　厚さ　　・（　　　mm）

　寸法　　・（　　　mm）

・防滑性床タイル

　種類　　・（　　　　　　　）

　厚さ　　・（　　　　　　　）

（２節　ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り）

・ビニル床シート　JIS A5705

・ビニル床タイル　JIS A5705

・特殊機能床材

・ビニル床幅木　　厚さ　　※1.5mm　　・(　　　mm）

・帯電防止床シート

　種類　　・（　　　　　　　　　）
　性能　　・（　　　　　　　　　）

　厚さ　　・（　　　mm）

・帯電防止床タイル
　種類　　・（　　　　　　　　　）

　性能　　・（　　　　　　　　　）
　厚さ　　・（　　　mm）

　寸法　　・（　　　mm）

・視覚障がい者用床タイル

　種類　　・（　　　　　　　　　）

　形状　　※図面図示による

種　類 色　柄 厚さ(mm)JISの記号

・(　　　　)　ないもの

・無地※ＦＳ ※ 2.0

・ＴＳ

※発泡層の

・(　　　　)
※ 2.8

あるもの

・ＨＳ・発泡層の

・ＫＳ ・(　　　)

・(　　　)

色　柄 厚さ(mm)種　類 JISの記号

・ 半硬質 ※ 無地 ※2.0

・(　　　) ・(　　　　) ・(　　　)・(　　　)

※ＫＴ

(19.2.3)
3.施工

※塗装品

・現場塗装

※ｳﾚﾀﾝ樹脂

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

・生地の

　ﾜﾆｽ塗り

　塗り

　ままﾜｯｸｽ
　塗り

　厚さ　　※15mm　　　・(　　　）
　樹種　　※なら　　　・(　　　）

　板長さ　※400mm以上

・複合フローリング（根太張用）
　樹種　　※なら　　　・(　　　）

・フローリングボード（直張用）

　樹種　　※なら　　　・(　　　）

　厚さ　　※12mm以上　・(　　　）

　板幅　　※75mm以上　・(　　　）

　板長さ　※400mm以上

　樹種　　※なら　　　・(　　　）
・複合フローリング（直張用）

　種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・複合フローリング
　樹種　　※なら　　　・(　　　）

・フローリングボード
　樹種　　※なら　　　・(　　　）

　厚さ　　※8mm以上 　・(　　　）

　板幅　　※75mm以上

　板長さ　※400mm以上

・フローリングブロック
　樹種　　・なら　　　・(　　　　）
　厚さ　　・15mm　　　・(　　　mm）
　大きさ　・303×303　・(　　　　）

・フローリング裏面の緩衝材

　・(　　　　　　　　)
　※合成樹脂発泡シート

　種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

仕上げ工　法品　名

　工法

・釘留め

・接着工法

・直張り工法

・根太張り工法

(19.6.2)
(表19.6.1)

・体育館用フロ－リング　　※図面図示による

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ及びＭＤＦのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※Ｆ☆☆☆☆

遮音シール材

・ジョイントコンパウンド（JIS A6914）

・シーリング材(JIS A5758)（・アクリル系　・ウレタン系　・（　　　））

・捨張り

JIS A6901

・突付け工法

・直張突付け

・突付けＶ目地工法・
せ
っ
こ
う
ボ

ド

壁

・GB-R（普通）

・GB-S（ｼ-ｼﾞﾝｸﾞ）

・GB-F（強化）

・GB-NC（不燃積層）

種類・材質 種別 張り方(目地処理の種類) JIS規格

・継目処理工法

・突付け工法

・直張突付け

・捨張り

・突付けＶ目地工法
天
　
井

・継目処理工法

JIS A5404

・(　　　　　　　）

・突付け工法

・突付け工法

・突付けＶ目地工法

・(　　　　　　　）GB-D

・化粧せっこうボード ・突付け工法

GB-L
・せっこうラスボード

天
井

壁

壁

・継目処理工法

※準不燃
・不燃

・突付けＶ目地工法

・突付け工法

・継目処理工法

JIS A6301

・(　　　　　　　）

・突付け工法凸模様

　※無

　・有

吸音板

DR

・ロックウール化粧

・HW（硬質木毛）

・MW（中質木毛）

・NW（普通木毛）

・HF（硬質木片）

・NF（普通木片）

・
木
質
系
セ
メ
ン
ト
板

・突付け工法

・突付け工法
壁

天
　
井

・無石綿けい酸

カルシウム板

ﾀｲﾌﾟ２ JIS A5430

・捨張り

・捨張り
・1.0FK

※0.8FK

JIS A5908

天
　
井

・
パ

テ
ィ
ク
ル

・DO(化粧・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ)

・VS(単板張り・研磨)

曲げ強さ区分(ﾀｲﾌﾟ)
・8　・13　・18　・17.5-10.5
・24-10　・30-15
耐水性による区分

・REG(U)　・MR1(M)　・MR2(P)

・DV(化粧・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ)

・RS(素地・研磨)

・DC(化粧・塗装)

・目透し工法

・目透し工法

・目透し工法

・目透し工法

・目透し工法

・目透し工法

せっこうボードその他ボード　　※厚さは、図面図示による。

（６節　畳敷き）

（７節　せっこうボードその他ボード及び合板張り）

・耐動荷重性床シート

・ゴム床タイル　　色柄･種類　 ・（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　厚さ　　　　・（　　　　mm）
（１４節　ガラス）

・(複合1種)

2.素地ごしらえの
　工程種別

(18.2.2～7)
(表18.2.1～7)

3.塗料種別

4.錆止め塗料塗り

(18.3.2)

(表18.3.1～2)

(18.3.3)

(表18.3.3～4)

（４節　合成樹脂調合ペイント塗り(ＳＯＰ））

(18.6.2)

（６節　アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ））

8.工程種別 　※表18.6.1による（・Ａ種　　※Ｂ種）

(18.5.2)
7.工程種別 　※表18.5.1による（・Ａ種　　※Ｂ種）

（５節　クリヤラッカー塗り（ＣＬ））

9.耐候性塗料塗り

(18.7.2～4)

(表18.7.1～3)

（７節　耐候性塗料塗り（ＤＰ））

・鉄鋼面

－

・亜鉛めっき鋼面

－

・Ａ種・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板
・Ｂ種

・Ｃ種

※表18.2.2　Ｂ種

・表18.2.3　Ａ種

・表18.2.3　Ｂ種(建具)

※表18.2.6　Ａ種

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)
・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

上塗り塗料等級種別素地ごしらえ適用箇所

(18.8.2～5)

(18.10.2)

（８節　つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ））

10.工程種別

12.工程種別

13.工程種別

11.工程種別
(18.9.2)

　　　　　　　　　※表18.8.1による（・Ａ種　　※Ｂ種）

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ、石こうﾎﾞｰﾄﾞ、その他のﾎﾞｰﾄﾞ面等

・木部面　　　　　※表18.8.2による

・鉄鋼面　　　　　※表18.8.3による（・Ａ種　　※Ｂ種）

・亜鉛めっき鋼面　※表18.8.4による

(18.11.2)

14.工程種別

1.共通事項 接着剤

　　床仕上げ材用接着剤は、JIS A 5536（床仕上げ材用接着剤）により、

　ホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

　　使用する接着剤の使用規定に基づいて、オープンタイム（接着剤の塗布

　から張付けまでの乾燥時間）をとること。

　　施工上の注意：施工中は十分な換気を行い、放散されたホルムアルデヒド

　等の除去に努めること。また、清掃時に使用する薬剤等はホルムアルデヒド

　等の放散量が極めて少ないものとする。
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(18.12.2)

・木部　　　　　　　※表18.4.1による（屋外　※Ａ種　　・Ｂ種）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（屋内　・Ａ種　　※Ｂ種）

・鉄鋼面　　　　　　※表18.4.2による（・Ａ種　　※Ｂ種）

・亜鉛めっき鋼面　　※表18.4.3による

・亜鉛めっき鋼面

(19.3.2)

(表19.3.1)

4.材料 ・織じゅうたん

（３節　カーペット敷き）

　　色柄　　　　　　　・(　　　　　　)　　・図面図示による
　　織方･パイル形状　 ・(　　　　　　)

　　帯電性　　　　　　※３ｋＶ以下　　　　・(　　　ｋＶ以下）

　　種別　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・タフテッドカーペット

・ニードルパンチカーペット

　　パイルの形状　　　・(　　　　　　)

　　パイル長　　　　　・(　　　　　　)

　　帯電性　　　　　　※３ｋＶ以下　　　　・(　　　ｋＶ以下）

　　帯電性　　　　　　※３ｋＶ以下　　　　・(　　　ｋＶ以下）

　　厚さ　　　　　　　・(　　　mm)　　　　・図面図示による

・タイルカーペット

　　種類　　　　　　　※１種　　　　　　　・(　　　　　　　）

　　パイルの形状　　　※ループパイル　　　・(　　　　　　　）

　　寸法　　　　　　　※500mm×500mm　　　・(　　　　　　　）

　　総厚さ　　　　　　※6.5mm　　　　　 　・(　　 　　mm）

・見切り･押え金物　・材質(　　　　)　種類(　　　　　)　形状(　　　　)

　　　　　　　　 　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　 ・図面図示による

5.工法

(19.3.3)
ｶｰﾍﾟｯﾄの種類 備考

・織じゅうたん

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

※グリッパー工法

・グリッパー工法

・全面接着工法

※全面接着工法

※全面接着工法

工法の種類

接合方法　※ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法　・(　　)

※平場：市松敷き　階段：模様流し
・（　　　　　　　　　　　　）

(表19.3.2)

・弾性ウレタン塗床（Ｆ☆☆☆☆）

(表19.4.4～8)

　　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

　　　　　　　　　　・樹脂モルタル工法（・平滑仕上げ　・防滑仕上げ）

　　　　　　　　　　・厚膜流し展べ工法（・平滑仕上げ　・防滑仕上げ）

　　仕上げの種類　　・薄膜流し展べ工法（・平滑仕上げ　・防滑仕上げ）

・エポキシ樹脂塗床（Ｆ☆☆☆☆）

　　仕上げの種類　　※平滑仕上げ

（４節　合成樹脂塗床）

・薄膜型塗床（Ｆ☆☆☆☆）

6.材料･工法

(19.4.2･3)

7.材料･工法

単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞは｢接着剤等不使用｣｢ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用｣とする。

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用｣とする。

（５節　フローリング張り）

(表19.5.1～6)

(19.5.2～6)

8.材料

9.せっこうボード、

　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は｢Ｆ☆☆☆☆｣,「非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用」，｢非ﾎﾙﾑ

(19.7.2･3)
(表19.7.1･2･4)

その他ボードの
  材料･工法

目地処理工法　　　※熱溶接工法　　　・(　　　　　)

　※図面図示による　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

モルタル塗り下地，セルフレベリング材下地，木造下地以外の下地の工法

　・指定する　（※ 屋内の壁及び天井の塗料仕上げ材は防火材料とし、建築

　　　　　　　　　 基準法に基づく指定又は認定のあるものとする。）

（９節　合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ））
　※表18.9.1による（・Ａ種　　※Ｂ種）

（１０節　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ））
　※表18.10.1による（・Ａ種　　※Ｂ種）

（１２節　木材保護塗料塗り（ＷＰ））
　※表18.12.1による（・Ａ種　　※Ｂ種）

　※図示による

　　　　　　　　　高さ　　※60mm　　 ・(　　　mm）

・下敷き材　　　　 ※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種2号，呼び厚さ8mm

・木部　　　　　　　　　　　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・せっこうボード及びその他ボード面

・木部（透明塗料塗りの場合）　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・鉄鋼面　　　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・鉄鋼面（耐候性塗料塗りの場合）　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・コンクリート面、ＡＬＣパネル面　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・コンクリ－ト面、押出成形セメント板　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　　　　　・継目処理工法(新規)　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　　　　　・上記以外　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・モルタル面、プラスター面　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

・亜鉛めっき鋼面　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

（３節　錆止め塗料塗り）

　　　　　・耐候性塗料(DP）※１回目Ｃ種、２・３回目Ｄ種

・鉄鋼面　・合成樹脂調合ペイント(SOP）※Ａ種

　　　　　・屋内水系塗料(EP-G)　　　・Ａ種　　※Ｂ種

・亜鉛めっき鋼面　・合成樹脂調合ペイント(SOP）※Ａ種　　・Ｂ種

　　　　　　　　　・耐候性塗料(DP）※Ｂ種　　・屋内水系塗料(EP-G)　※Ｃ種

・鉄鋼面　　　　　耐候性塗料(DP)、見え掛り部　※Ａ種　　・Ｂ種

　　　　　　　　　　　　　　　　　上記以外　　・Ａ種　　※Ｂ種

　（DP以外の場合)鋼製建具以外、耐候性塗料(DP)　　　・Ａ種　　※Ｂ種

　　（DP以外の場合)鋼製建具　　　※Ａ種　　・Ｂ種

※１種（建築用）　　　・２種（大型鋼構造物用）6.工程種別

(18.4.2～4)

：１級(ふっ素樹脂)

：２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

：３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

（１１節　ステイン塗り（ＯＳ）（ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ、ｵｲﾙｽﾃｲﾝ））
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(19.8.2)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの寸法･高さ,表面仕上げ材の寸法　　　　 ※図面図示による
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壁紙及び壁紙施工用でん粉系接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　Ｆ☆☆☆☆

種類　　　　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　　）

防火性能　　・図面図示による　  ・不燃　　・準不燃

素地ごしらえ

張付け工法

・難燃合板

厚さ(mm)種　類

・Ａ種

※Ｂ種

・Ａ種

板厚

　・(　　　　）

単板の厚さ

　※0.3mm未満

　・(　　　　）

・Ｂ種

・引掛け金物

・天然木化粧合板

接着程度

・ラワン合板

・しな合板

化粧板

・(　タモ　　）

樹　種　等

・(　　　　　）

・防虫処理

・難燃処理

　※4.0mm
板厚

　・(　　　　）
・Ｂ種

※Ａ種
・(　　　　　）

・特殊加工化粧合板

・防虫処理

・防炎処理

・難燃処理

・Ａ種・普通合板 板厚

　・(　　　　） ※Ｂ種・防虫処理

・防炎処理

・ラワン合板

・しな合板

・(　　　　　）

・
特
　
殊
　
合
　
板

　 工法

(表19.7.3)

(19.7.2～3) ・１類

・２類

・１類

・２類

・(　　)

・１類

・２類

仕上加工方法

表面性能
・(　　　　　）

　・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材　　　　　 　 厚さ（　　　）

　・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし）厚さ（　　　）

　・硬質ウレタンフォーム断熱材　　　　　　　　　　　厚さ（　　　）

　・フェノールフォーム断熱材（Ｆ☆☆☆☆）　　　　　厚さ（　　　）

   発泡工法

断熱材種類　吹付け硬質ウレタンフォーム（JIS A9526）

断熱材の吹付け厚さ　　※図面図示　　　・（　　　　　　　）

　　　　　　※Ａ種１　・Ａ種１Ｈ　・Ａ種２　　・Ａ種３　　・Ｂ種　

　　　　　　※難燃性を有するものとする

   工法
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（８節　壁紙張り）

（９節　断熱・防露）

(20.2.2)
1.ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

耐荷重性能,耐衝撃性能,ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能,耐燃焼性能　※20.2.2(2)(ｲ)による

パネル寸法精度　　※20.2.2(2)(ｵ)による

耐震性能，所定荷重，帯電防止性能，漏えい抵抗　　 ・(　　　　　　　　　)

2.可動間仕切

(20.2.3)

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆
構造形式･構成基材･遮音性　　　　※図面図示による　・(　　　　　　)
パネルの表面仕上　　　　　　　　※図面図示による　・(　　　　　　)

3.移動間仕切

(20.2.4)

　　　ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ･ﾗﾝﾅｰ等　※20.2.4(3)(ｳ)～(ｶ)による

材料　操作方法種類,パネル表面材の材質･仕上げ　※図面図示による

性能　パネル圧接装置の操作方法　　　　　　　　※図面図示による

工法　ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙをあと施工ｱﾝｶｰで取付ける場合のｱﾝｶｰの材質･寸法
　　　　・(　　　　　)　　　・図面図示による

(20.2.5)

　　　　・メラミン樹脂系化粧板　　・ポリエステル樹脂系化粧板

　　　　・ＦＴＳ工法トイレブース用パネル仕様書

　　　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材料　パネル表面材

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆

　　　脚部の種類　　　　・幅木タイプ　　・図面図示による

4.トイレブース

　　　ドアエッジ材質　　※製造所の仕様による

（２節　ユニット工事等）

11.材料

12.施工

13.断熱材打込み

14.断熱材現場

10.合板類の材料･　 合板類

　モルタル，プラスター面　　※表18.2.4（・Ａ種　※Ｂ種）

　コンクリート面　　　　　　※表18.2.5（・Ａ種　※Ｂ種）

　せっこうボード面　　　　　※表18.2.7（・Ａ種　※Ｂ種）

(19.8.3)

パネルに取付る建具の寸法･形状　 ※図面図示による　・(　　　　　　)

・有

・無
・プレーンひだ

・片ひだ

・ｼﾝｸﾞﾙ・引分け

・片引き ・ﾀﾞﾌﾞﾙ

名称品質施工箇所 ひだの種別 形　式
引分け
装置

・カーテン

(20.2.16)
・つまみひだ
・箱ひだ

操作方式　　・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式　　・ｺｰﾄﾞ式（ﾁｪｰﾝ式）　　・電動式

巻取パイプ･ウェイトバー･操作コード等　　※製造所の仕様による

幅及び高さ　※図面図示による。

ｽｸﾘｰﾝ材種　 ・ガラス繊維製　・合成･天然繊維製　・木製

(20.2.15)

取付工法　　※接着工法　　・埋込工法　　・(　　　　　　　）
材種･形状･寸法　　※図面図示による6.階段滑り止め

(20.2.7)

  ホワイトボード
製作
　　　 ・JIS S6007（黒板）及びJIS S6052（ほうろう白板）による。

7.黒板及び

厚さ　　※5mm　　・(　　　mm）8.鏡
(20.2.10)

ピクトグラフ　・ｱｸﾘﾙ製ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷　・ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り　・図面図示による

室名札　・オーダー品　※既製品（材質　・プラスチック)　・図面図示による

衝突防止表示（形状、寸法、材質）　※既製品　　・図面図示による

法令に基づく表示（非常用進入口等）※法に適合する市販品　・図面図示による(20.2.11)

9.表示

材料の種別　　※図面図示による　　・（　　　　　　　）

表面処理　亜鉛めっき　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種

　　　　　ステンレス　　※HL仕上げ ・鏡面仕上げ

(20.2.6)
5.手すり

・(　　　)

種　類

※25

・クロススラット

・(　　　)

※アルミニウム※ギア式

・80・１本操作コード方式

・(　　　　　）

形　式 スラットの幅(mm)

※２本操作コード方式

・アルミスラット

　合金製

・(　　　　　）

・100

スラットの材質

・(　　　　　　　　　）

・(　　　　）

・操作棒式

・コード式
・横型

・縦型

(20.2.14)

10.タラップ

11.ブラインド

12.ロールスクリーン

材料の種別　　※図面図示による　　・（　　　　　　　）

表面処理　亜鉛めっき　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種

　　　　　ステンレス　　※仕上なし 　・HL仕上げ 　・鏡面仕上げ

カーテンレール

13.カーテン及び

(20.2.12)

(20.2.9)

　　　遮音性　　　 　　・(　　　　)　　・図面図示による

(19.9.3)

(19.9.4)

1.植栽地の確認等

2.植栽基盤一般

4.材料

5.新植の工法

6.新植樹木の枯補償

8.材料

9.芝張り工法

11.植栽基礎

12.材料

(23.1.3)

(23.3.3)

(23.3.4)

(23.3.6)

(23.4.2)

7.移植樹木の枯損処置

10.芝張り等の枯補償

(23.4.3)

(23.4.7)

(23.5.3)

(23.5.2)

土壌の水素イオン濃度指数(pH)試験　・行う　※行わない

樹木の種類等　　※図面図示による

　　　　　　　　・(　　　　　　　　）

支柱材　　　 ・杉の焼丸太　　※加圧式防腐処理丸太材　　・竹

幹巻き用材　 ※幹巻き用テープ　　・わら　　・こも

支柱　　・添え柱形　・鳥居形　・八ツ掛け形　・布掛け形

・ワイヤ掛け形　・地下埋設形

芝の種類　　※コウライシバ　　・ノシバ　　・(　　　　　　　）

　　種類　　※洋芝類　　・(　　　　　　　）

　　量　　　（　　　　　　　）

※図面図示による。

平地　　　　※目地張り　　・べた張り

法面　　　　・目地張り　　※べた張り

・屋上緑化システム

排水層

（２節　植栽基盤）

（３節　植樹）

（４節　芝張り、吹付けは種及び地被類）

（１節　共通事項）

植栽基盤の整備　　樹木　　　　・適用する　　※適用しない

　　　　　　　　　芝，地被類　※適用する　　・適用しない

土壌の電気伝導度(EC)等試験　　　　・行う　※行わない

補償期間　　引渡しの日から　※１年　　　・（　　　年間）

枯損処置を行う期間　　引渡しの日から　※１年　　　・（　　　年間）

吹付けは種用種子の種類等

地被類の樹種(植物名)・芽立数・径・単位面積当たりの株数

補償期間　　引渡しの日から　※１年　　　・（　　　年間）

13．工法

　  地被類の枯補償

(23.5.5）

(23.5.4)

工法　　※樹種等，植栽基盤に応じた工法　・風圧力に対応した固定工法

支柱　　・抵抗板設置固定法　　・従来型（土層厚40cm以上）

かん水装置　　・設置する（種類　　　　　　　）　・設置しない

補償期間

引渡しの日から　※１年　　　・（　　　年間）

14．新植樹木、芝及び

（５節　屋上緑化）

　土壌層の厚さ        ・（　 　　　　　　）　・図面図示による

　工法　　※システム製作所の仕様による　

　植栽基盤の質量　　※60㎏/m2以下

・屋上緑化軽量システム

(23.2.2)

(23.3.2)

 ・軽量骨材(・火山砂利 ・黒曜石ﾊﾟｰﾗｲﾄ ・膨張性頁岩)　厚さ（　　 mm）

 ・板状成形品(合成樹脂等)

 ・人工軽量土(・無機質土　・有機質･無機質混合土)　　※改良土

土壌層

樹木，芝及び地被類

刈込みもの　　  ・適用する　　　※適用しない

見切り材(土留め材)　　　　　　　※図面図示による。

マルチング材　　※図面図示による。　・（　　　　　　　）

舗装材(床材)　　※図面図示による。　・（　　　　　　　）

排水孔　　　　　※図面図示による。　・（　　　　　　　）

3.材料

植栽基盤工法の種別

　　樹木　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　　芝及び地被類　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

雨水排水施設　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　）

植込み用土

　　・客土　　※現場発生土の良質土　　・(　マサ土　　　）(23.2.3)

有効土層の面積･厚さ　※表23.2.1による　　・(　　　　　　)

　樹種･種類，寸法，株立数，数量　 ※図面図示による。

土壌改良材　　・使用する（種類、量：図示　　　　　　）　・使用しない

(表23.2.2)

(表23.2.1)
(23.2.4)
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(22.8.2)

コンクリ－ト平板舗装の目地材

舗石舗装の基層

（８節　ブロック系舗装）

   仕上がり 　※ 砂　　　・モルタル　　・（　　　　　）

　※コンクリート版(70mm)　 ・アスファルト混合物(50mm)
(表22.8.1)

20.舗装の構成及び

砂利敷きの種別

　　通路　　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種

　　建物周囲その他　　・Ａ種　　※Ｂ種

（９節　砂利敷き）

インターロッキングブロックの種類･形状･寸法　※図面図示による。

コンクリート平板の種類･寸法･厚さ　　　　　　※図面図示による

　　表面加工（　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　・車路　 　　　 (※曲げ強度5.0N/mm2の普通ﾌﾞﾛｯｸ80mm)

　　　　　・歩行者用通路　(※曲げ強度3.0N/mm2の普通ﾌﾞﾛｯｸ60mm)

舗石の石材（JIS A5003(石材)2等品）

　　　種類（　　　　　）　形状･寸法（　　　　）　厚さ(　　　　)

(22.9.2)

(表22.9.1)

22.材料及び種別

(22.8.3)

21.材料

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

(22.7.6)

透水性アスファルト混合物の抽出試験　　・行う　　※行わない

 　及び仕上り

(22.7.2)

（７節　透水性アスファルト舗装）

構成　　※図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

平たん性　　・(　　　　　)　　※著しい不陸がないもの

18.舗装の構成

19.試験

加熱系混合物の抽出試験　　・行う　　※行わない17.試験(22.6.6)

(22.6.4) ニート工法･塗布工法の配合　・(　　　　　　　　　　　　　　)

結合材が石油樹脂の場合の顔料添加量　・(　　　　％)

舗装の種類

・石油樹脂系

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合

厚さ(mm)適用部位
・無機系顔料

材料

・自然石　（　　　　　　　　）

・着色骨材（　　　　　　　　）

・塗布工法 1程度以下

3～5

※アクリル系カラー塗布材

・ｴﾒﾘｰ　・着色磁器質骨材・ニート工法 ･車路
･歩行者用通路

･歩行者用通路

･車路(基層無)

･車路(基層有)

（６節　カラ－舗装）

常温系カラー舗装の着色部下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

・
加
熱
系
・
常
温
系

(22.6.2)

(22.6.3)

(表22.6.1)

 　及び仕上り･材料
15.舗装の構成

16.配合その他

目地の種類及び間隔　　※表22.5.3による　　・(　　　　　　)

目地の構造　　　　　　※図22.5.1による　　・(　　　　　　)

注入目地材料　　　※低弾性タイプ　　　・高弾性タイプ

　　　　　　　　　歩行者用通路　　※ 8cm　　・(　　　cm ）

　所要スランプ　　車路･駐車場　　 ※ 8cm　　・(　　　cm ）

　　　　　　　　　歩行者用通路　　※18N/mm2 　　・(　　　N/mm2）

　設計基準強度　　車路･駐車場　　 ※24N/mm2 　　・(　　　N/mm2）

　コンクリートの種類　　※普通コンクリート　　・(　　　　)

コンクリートの設計基準強度等

(22.5.3)
(表22.5.1)

13.材料

14.施工(22.5.4)

平たん性　　　・(　　　　)　　※通行の支障となる水たまりが生じない程度

   仕上り

(22.5.2)

コンクリート舗装の厚さ
　車路･駐車場　 ・(　100mm）

　歩行者用通路　※ 70mm　　　・(　　　)

（５節　コンクリート舗装）

切り取り試験　　　　　　　　　　・行う　　・行わない(軽易な場合)

アスファルト混合物の抽出試験　　・行う　　※行わない

11.試験(22.4.6)

12.舗装の構成及び

一般地域
※密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物（13）

(22.4.4)
(表22.4.4)

表層の加熱アスファルト混合物の種類

(22.4.5)

シールコートの施工　　・行う（・ＰＫ-１　　・ＰＫ-２ ）

　　　　　　　　　　　※行わない

9.配合その他

10.施工

車道部の基層　　・適用する　　※適用しない

舗装の厚さ　　　・30mm　　・50mm　　・（　　　　）

（４節　アスファルト舗装）

  仕上り
(22.4.2)

平たん性　　・(　　　　)　　※通行の支障となる水たまりが生じない程度

(22.4.3)
(表22.4.1)

・スレートアスファルト
・再生アスファルト（・60～80　　・80～100 ）

構成　　　　　　※図面図示による　　・(　　　　)

7.舗装の構成及び

8.材料

5.路盤の厚さ及び

  仕上り

6.材料

(22.3.3)

(22.3.2)

路盤の厚さ

路盤材料の種別

　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　　・粒度調整鉄鋼スラグ

　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・100・(　　）

・100・(　　）

舗　装　の　種　類
車　道　部

・100・(　　）

歩　道　部

・100・150・250・350

・100・150・250・350 ・100・(　　）

・150・(　　）

・150・(　　）

・100・150・250

・100・150・250

・150・(　　）

・100・(　　）

・100・(　　）

・50 ・(　　）

路　盤　の　厚　さ（mm）

・アスファルト舗装

・コンクリート舗装

・カラー舗装

・舗石舗装

・コンクリート平板舗装

・転圧コンクリート舗装

・インターロッキングブロック舗装

・排水性アスファルト舗装
・透水性アスファルト舗装

(表22.3.1)
　・クラッシャラン　　　　・粒度調整砕石

　※再生クラッシャラン　　・再生粒度調整砕石

（３節　路盤）

3.材料
(22.2.3) ・砂の粒度試験(JIS A1102)　　・行う　　　・行わない

4.試験

(22.2.5)

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う（埋戻し,盛土部）　※行わない

現場ＣＢＲ試験(JIS A1222)　　　 ・行う　　　　　　　　　 ・行わない

路床締固め度の試験(JIS A1214)　 ※行う（埋戻し,盛土部）　・行わない

・盛土　　表3.2.1　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　厚さ※（図示による）

2.路床の構成及び

  仕上り

(22.2.2)

(22.2.3)

(表21.2.1)

透水性舗装に用いるフィルター層

凍上抑制層

　・適用する（厚さ（　　　））　　※適用しない

路床安定処理

（２節　路床）

　　添加材料

　　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　・フライアッシュセメントＢ種　・生石灰特号

　　処理の方法　・(　　　　　　　　　　）

　　　・生石灰１号　　　　　　　　　・消石灰特号

　　　・消石灰１号　　　　　　　　　・(　　　　　　　）

　厚さ･材料　・図面図示による　　　・（　　　　　　）

　・適用する　（CBR　　　）　　※適用しない

　材料　・砂　　・切込砂利　　※再生クラッシャラン　・(　　　　　　　）

1.再生材

(22.1.3)

※使用する　　・使用しない

（１節　共通事項）22
　
舗
　
装
　
工
　
事

排水桝･蓋　　　　 名称・種類　　※図面図示による。

1.材料

(21.2.1)
・遠心力鉄筋
　コンクリート管

・硬質ポリ塩化

　ビニル管

・硬質ポリ塩化

　ビニル管継手

材　種

（２節　屋外雨水排水）

グレーチング　　  材質･ﾋﾟｯﾁ･ﾎﾞﾙﾄ固定の有無等　※図面図示による。
　　　　　　　　　適用荷重　　　・（　T-2、　　　）

　　　　　　　　　適用荷重　　　・（　T-2、　　　）

　　　　　粒度　　※C-40　　・C-30　　・C-20
砂利地業の材料　　・切込砂利　　・切込砕石　　※再生クラッシャラン

埋戻しの材料　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

・遠心力鉄筋コンクリート　基床の厚さ･種類　　※図面図示による

・硬質ポリ塩化ビニル管　　基床の厚さ･種類　　※図面図示による

　　　　　　　　　　　　　継手　　　　　　　 ※接着剤　　　・ゴム輪

2.施工(21.2.2)

種　類

・Ｕ形側溝蓋

・Ｕ形側溝

・Ｌ形側溝

・縁石

（３節　街きょ，縁石及び側溝）

地業の材料　　・切込砂利　　・切込砕石　　※再生クラッシャラン

3.材料

4.施工(21.3.2)

(21.3.1)
(表21.3.1)

砂利地業　　　厚さ　※100mm　・図面図示による。

　　　粒度　　※C-40　　・C-30　　・C-20

形状・寸法

(表21.2.1)

(21.2.2)
外圧管

・ＶＰ

ＲＳ－ＶＵ

（１種）

・ＶＵ

（遠心力鉄筋コンクリート管）

プレキャスト鉄筋コンクリート製品

硬質ポリ塩化ビニル管

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管

排水用硬質ポリ塩化ビニル管継手

呼び径名称

・ＤＶ
・ＶＵ継手

種類・記号

側塊 形状・寸法　　※図面図示による。

・図面図示による

・図面図示による

・図面図示による
・図面図示による

・図面図示による
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　　所要スランプ　　　　※12cm以下 　　　・(　　　　　　　）

　　水セメント比　　　　※55％以下　　　 ・(　　　　　　　）

　　単位セメント量の最小値

　　　　　　　　　　　　※300kg/m3    　 ・(　　　　　　　）

補強鉄線　・普通鉄線（径　　　　　　　 網目寸法　　　　　　　）

　　　　　・溶融金網（径　※3.2mm以上　網目寸法　　 　　 　　）

コンクリートの設計基準強度

　　鉄筋のかぶり厚さ　　※30mm以上 　　　・(　　　　　　　）

取付け方法　　※図面図示による　　　・(　　　　　　　　 　)

　　配筋　　・図面図示による　　※配筋を定めた計算書を監督員に提出する

16.旗竿受け金物

17.天井見切縁

18.くつふきマット

19.救助袋

材種　　天井　※アルミニウム製（表面は天井仕上げと同じ・目地タイプ）

　　　　床　　※ステンレス製（表面は床仕上げと同じ）

　　　　　　　・アルミニウム製（表面は床仕上げと同じ）

材種　　※ステンレス製　　・(　　　　　　　）

材種　　・アルミニウム製　　※塩化ビニル樹脂製　　・ステンレス製

材種　　※塩化ビニル又はゴム製（受枠ステンレス製）

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠硬質アルミニウム製）

　　　　・ステンレス製（受枠ステンレス製）

※直降用　　・斜降用　（注）製造所と仕様については監督員の承諾による。

（その他の工事）

(20.3.2)

(20.3.3)

16.点検口

14.材料

15.製作

16.養生その他

（３節　プレキャストコンクリート工事）

(20.3.4)

・防炎処理

・暗幕用レール　　　

　材種　　※アルミニウム製　　　・(　　　　　　　　　　）
　形状　　※角形 20　　 　・(　　　　　　　）

材種

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

形状強さの区分仕上げ

※ｱﾙﾏｲﾄ

※ﾍｱﾗｲﾝ

※10-90

※10-60 ※Ｃ型　・Ｄ型　・角型・ｽﾃﾝﾚｽ製

・カーテンレール

　材種　　※アルミニウム製　　　・(　　　　　　　　　　）

・吊りカーテンレール

　形状　　※Ｈ型　　 　・(　　　　　　　）

・Ｃ型　・Ｄ型　※角型

・ｶｰﾃﾝ用付属金物　・掛け金具　※亜鉛合金程度　・図面図示による

・暗幕用ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上

　　　　　　　　　・フック(ひるかん)　※鋼製　・樹脂製　・図面図示による

特記-6
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1:1A3=
建築工事監督基準

承諾コンクリートブロック

承諾

承諾

空調機の間接排水配管工事

同上に伴なう二次側配管、配線

（トラップは機器工事）

工    事    項    目 衛生

建築工事監督基準

はり、床、壁の貫通スリーブ

壁埋込器具盤の仮枠又はボード切込

発電気減圧水槽及び冷却水槽への給水管

同上に伴なう補強

自立盤、トランス、発電気等のコンクリート

○

同上に伴なう補強

空調 水処理電気

別途工事盤類の取付

昇降機建築

○

○

屋上集熱器設備工事

○

○

○

○ ○

○

○

○

煙突工事（内部ライニング含む、コンクリー

○

○

建築 水処理

○

電  気  工  事

空調

○

○

身障者用便所の手すり

照明付化粧鏡への電源接続工事

○

○

二重スラブ内連通管及び通気管（湧水槽等）

○

○

○汲取便槽

同上煙突

煙突内部排水配管（目皿含む）

電気

○

○

○

○

ト躯体）

空調

○

○

建築

○

水処理工    事    項    目

○

昇降機

○

建物廻り側溝以降の雨水排水設備

○

衛生

ルーフドレーン及び縦樋（ＧＬ－２００迄）

建物廻り雨水側溝の接続（側溝と側溝）工事

○

（消音、保温共）

壁付換気扇の取付用穴明

○

鉄筋コンクリート造躯体貫通部（設備工事用）

コンクリート造のチャンバ及びダクト

○

○

○

壁付換気扇の取付及びガラリ、フードの取付

○

ドア並びに間仕切壁のガラリ、製作取付

○

設備配管吊りボルト用インサート類

パイプシャフト、及び天井の点検口製作取付 ○

床上機器用コンクリート仕上

建物外壁に取付く、ガラリ（吸気・排気）の

型）

各水槽の蓋製作取付

スピーカー、天井埋込換気扇、取付の為の枠

（仕上げは除く）

吹出口、吸込口、並びに埋込照明器具、埋込

サービスタンク、油ポンプ廻り防油提築造

縦樋以降配管（継ぎを含む）

建  築  工  事  関  係

同上穴明工事

厨房内排水溝

同上用スリーブ並びに箱入れの穴埋補修

床上機器用コンクリート基礎工事

の補強筋工事

○

（設備工事用）と補強

○

○

鉄骨造（ＳＲＣ造も含む）鉄骨貫通部開口

煙導製作取付、煙突接続（空隙耐火材詰め

（設備工事用）

機器操作盤への一次側電源供給工事

防火区画貫通部のダクト､配管等の防火養生

含む）（発電気用含む）

電気

○

○

天井埋込器具取付箇所のボード切込

同上コンクリート基礎仕上

建築

○

同上に伴なう下地補強

工    事    項    目

○

○

Ａ.Ｌ.Ｃ板穴名工事（設備工事用）

○

○

○ ○○

○

昇降機 水処理衛生

○

○

○

（木造、プレハブ、ＳＲＣ等）

Ａ.Ｌ.Ｃ板貫通部の補修（設備工事用）

空調

○

盤類器具類（衛生器具）取付の枠組と補強

○

○

○

○

○

工    事    項    目

照明器具､幹線等の吊りボルト用インサート

回転方向等の確認

○

別途工事機器への接続（直接接続に限る）

○

○

○

○

○

電気衛生空調 水処理建築 昇降機

テレビアンテナマスト、避雷針等のコンク

身障者用便所使用灯、鍵連動装置取付

ファンコイルユニット用操作スイッチ取付

防火シャッター警報ブザー用リミットスイッ

防火扉用レリーズの取付

防火シャッター､防火垂壁用レリーズの取付

配管類の防火区画貫通部の補修

リート基礎

同上  コンクリート基礎仕上

チ取付

○

及び配管､配線

○同上に伴なう一･二次側配管、配線共  通  事  項

同上電源接続及び操作スイッチ取付

○

電動暗幕装置

配線ピット

同上用蓋

○

ハロン消火設備連動のファン等の停止回路

○

同上制御盤迄の１次側配線、配管（電源供給）

○

衛  生  工  事  関  係

○

○

○

○

○

○

高架水槽用基礎（仕上共）

大便器用箱入れ位置（墨出し）

大便器用箱入れ

同上用補強工事

消火栓ボックス用箱入れ（補修は除く）

ステンレス製流し台

高架水槽用架台

同上流し排水管接続

同上用補強工事

（Ｖ.Ｐ管接続用トラップ含む）

同上流し排水トラップ取付

造り付け各種流し台

消火栓ボックスの起動押ボタン及び表示灯

化粧棚及び化粧鏡

ハロン消化設備

（ガス圧ダンパー制御配管含む）

浴槽並びに風呂釜

洗濯機用パン（排水トラップ共）

グリーストラップ（既製品）

消火ポンプ起動回路及び表示灯回路

スラブ開口及び補強工事

取付並びに配線、配管

昇降機機械室床軽量コンクリート仕上並びに

（人研・コンクリート等）

○

簡易水洗便器の止水栓（器具接続迄）

昇  降  機  工  事  関  係

同上用紙巻器（取付具）

消火栓ボックスの取付

非水洗及び簡易水洗の便器

同上補修

同上補修後の仕上工事

乗場廻り（扉、三方枠）、仮枠

壁貫通ダクト補強工事

壁付けレンジフード（取付共）

レール取付用ブラケット、プレート共

空  調  工  事  関  係

昇降機中間ビームの取付（鋼構造の場合）

乗場敷居持出コンクリート工事

荷揚用フック取付工事

膨張タンク基礎（仕上共）

工    事    項    目

工    事    項    目 水処理

○

衛生 電気空調 昇降機建築

建築 水処理昇降機

○

電気

工    事    項    目 衛生

○

衛生

昇降機電気

○

○

○

壁取付換気扇（取付共）

厨房器具用フード囲い（化粧板含む）

○

○

空調

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

防火ダンパー用レリーズの取付

上記3項目に伴なう配管､配線

○

○

○

○

○

○

○

○

監    督    項    目

○

○

事      項

監    督    項    目

○

○

事      項 処理

○

区  分 区  分

○

監    督    項    目

発生材の処理

災害及び公害の恐れのある

事      項 処理区  分

軽微な変更

別途工事

疑義

ベンチマーク

色・柄

施工計画書

実施工程表

電気保安技術者

技能士

試験所

地中障害物

試験杭（試験掘削）

施工中の異状

埋戻し・盛土

溶接技術者等

工法

杭

加工・組立

管理

加工図

木材

記録等

屋根葺材

打設計画

工法

各材料

葺方

工法

とい

各材料

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

指示

指示

指示

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

指示

協議

指示

承諾

協議

承諾

承諾

検査

検査

検査

検査

承諾

承諾

検査

協議

承諾

検査

立会

準備

管理

現場

施工

工程

管理

処理

○

○

建物内の排水溝並びに配管配線用ピット及び、

材料

準備

施工場合の処理

材料

準備

施工

組みと補強

材料

施工

施工

材料

材料

○

製作取付（防虫網取替可能型）（ダクト接続

基礎

危険物貯蔵所 承諾

協議

協議

検査

協議

協議

工

種

一
般
共
通
事
項

工

種

仮
設
工
事

土
工
事

工

種

木
工
事

屋
根
及
び

と
い
工
事

金
属
工
事

防腐・防蟻

防虫

注１）○印をしたものは本工事に於ける監督項目を示す。

注２）上表の○を付したもの以外でも監督員が必要と認めた場合は適宜監督業務を行う。

施工図

塗料

工法

工法

内装材

硝子

建付調整

養生

サッシ

建具金物

製作金物

建付調整

建具

建具金物

植樹

黒板

内・外柵

舗装

側溝縁石等

遊具施設

製作家具

工    種

養生

承諾

承諾

承諾

検査

承諾

承諾

承諾

検査

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

敷地境界標

処  理

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

立会

施工

承諾

材料

材料

施工

施工

材料

材料

施工

施工

承諾プレキャストコンクリート

施工

カーテンウォール 承諾

承諾施工

承諾

材料
性能

取付

承諾

各材料

排水

承諾

建
具
工
事

塗
装
工
事

内
装
工
事

カ

テ
ン

ウ
ォ

ル
工
事

雑
工
事

屋
外
附
帯
工
事
・
そ
の
他

金
属
製

木
製

硝子

施工図
材料

施工

左
官
工
事 外壁タイル下地確認 報告

鉄骨耐火被覆（ロックウール成形板等）の穴明

試験掘削

コンクリート

施工管理技術者

鉄筋加工組立

鉄筋

コンクリート打設

承諾

承諾

立会

検査

承諾準備

深さ・支持地盤 検査

既
製
コ
ン
ク
リ

ト
杭
・
鋼
管
杭

施工

完了

立会

検査

指示杭の精度

建込み

施工記録 報告

施工記録 報告

検査支持地盤

材料

杭心（コラム心）

施工図・現寸図・見本

施工

材料

深さ・支持地盤

固化材・添加量

検査

承諾

施工

地
盤
改
良

場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ

ト
杭

準備 溶出試験 指示

施工記録 報告

立会

地
業
工
事

工法

石材

割り付

工法

陶磁器質タイル

防水施工

保証書

割り付

防水仕様 承諾

検査

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

承諾

施工

材料

施工

材料

材料

・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出

防
水
工
事

石
工
事

コ
ン
ク
リ

ト
ブ
ロ
ッ
ク

成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

タ
イ
ル
工
事

施工

接着力試験 指示

外観の確認 報告

鉄
骨
工
事

承諾

承諾

縄張り

遣方

根切り底

施工図

コンクリートブロック積み
施工

押出成形セメント板

材料 ＡＬＣパネル

鉄筋 承諾

承諾

承諾

製作工場 承諾

工作図 承諾

承諾

溶接技能資格者 承諾

鋼材等 承諾材料

超音波探傷試験機関 承諾

準備

施工管理技術者 承諾

溶接管理技術者

溶接（試験成績表）

製作 承諾

承諾

建方完了

製品受入 検査

検査

施工
検査

高力ボルト接合

溶接接合

検査

検査スタッド溶接

工作

準備
承諾コンクリート工場

コンクリート配合計画書

型枠（せき板）

承諾

型枠取外し

鉄筋組立

打込み

圧接技能資格者

型枠建込組立

検査

検査

検査

承諾

指示試験(材齢28日強度試験は公的機関)

仕上り及びかぶり厚さの確認 報告

ガス圧接

施工

混和材料 承諾

材料

コ
ン
ク
リ

ト
工
事

監督業務

主    旨

い、軽微なものについては監督員の指示に従い入念に施工する。

一般事項

立会、承諾、指示、協議等を受けなければならない。

　本基準は工事請負契約の本旨に基づき村監督員の監督業務の範囲を示すものであり、

　本監督基準並びに設計図書に明記なき事項又は疑義ある場合には監督員と協議を行

標準仕様書のうちの監督業務に代わるものである。

　本工事受注者は当監督基準を熟知の上、下記に示す監督項目につき監督員の検査、

責任をもってあたること。

工事区分表

２）工事区分表は○印のついたものを適用する（特記ある場合は除く）

１）本工事施工中は、別途工事受注者と連絡を密にし、工事の進捗等に支障なきよう

報告

監督基準-9



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-08

1:200, 1:3000, 1:5000A3=
建築概要・付近見取図・敷地求積図

N

A

B
C

D

E

F

28
65
0

10560

19750

15
95
0

16400

23500

12
31
0

15600

56
30

9
4
5
0

76
40

65
10

86
50

6
9
0
0

20100

筑前岩屋駅

宝
珠
山
川

八
女

香
春

線

岩屋公民館

筑前岩屋駅

宝
珠
山
川

八
女
香
春
線

岩屋公民館

設計概要

工事名称 筑前岩屋駅舎改修工事

工事場所
福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山6425番地（住居表示）

用途地域 地域指定なし（都市計画区域外）

防火地域 地域指定なし

その他 ー

主要用途 (用途区分項目)08990　その他（駅舎）

主要構造 RC造(鉄筋コンクリート造)　平屋建

敷地面積 766.53㎡

建築面積 188.73㎡

延床面積 147.12㎡

建蔽率 24.62％(＜60％)

容積率 19.19％(＜200％)

高度制限 地域指定なし

広域図　S=1:5000 付近見取図　S=1:3000

敷地求積図　S=1:200

基礎方式 直接基礎

棟別用途 (用途区分項目)08560　展示場

福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山6425番地（地名地番）

最高高さ

最高天井高

7.764ｍ
6.10ｍ

最高軒高 7.320ｍ

A

B

C

D

E

F

計

1/2

28.650　×　10.560 302.5440

28.650　×　16.400 469.8600

25.600　×　12.310 315.1360

25.600　×　 5.630 144.1280

21.300　×　 7.640 162.7320

21.300　×　 6.510 138.6630,

1533.0630

766.5315

766.53㎡

計画建物

計画建物

NN



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-09

1:150, 1:1, 1:0.83A3=
建物求積図・法チェック
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331.7 3,947.6 1,592.9 1,990

1
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1
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1,
12
6.
3

1,126.3

2
,
1
0
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.
3

351.2

310

3
1
0

あ

d e
g

h

j

o
n

q

r

uv

y

x
k

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X4X3

建築面積に必要

延床面積に必要

①
待合室

②
アロマファクトリーラボ

トイレ棟

消防格納庫・消防詰所

③

④

⑤

⑥

⑦

abc

f

i

lm

p

s

t

w

z

B C

D

E

い

う

A

7
,
2
8
0

X × Y ＝ S/20 W × H × 個数 × 係数 ＝ S 判定 S/20 W × H × 個数 × 係数 ＝ S 判定 S/50 W × H × 個数 × 係数 ＝ S 判定

3.640 × 1.820 ＝ 6.624800 3.000 × 2.475 × 1 × 1.0 ＝ 7.425000 0K 0.900 × 2.000 × 1 × 1.0 ＝ 1.800000 0.980 × 0.800 × 2 × 1.0 ＝ 1.568000 0K 

5.460 × 1.820 = 9.937200 （AW-6） 0.980 × 0.875 × 1 × 2.0 = 1.715000

6.370 × 3.640 = 23.186800 （AW-7）

39.748800 3.515000 0K 

3.640 × 3.640 ＝ 13.249600 1.505 × 2.275 × 2 × 1.0 ＝ 6.847750 0K 1.505 × 2.275 × 2 × 0.5 ＝ 3.423875 1.505 × 1.175 × 2 × 0.5 ＝ 1.768375 0K 

3.423875 0K 

1.99 0.79

室名
採光有効開口面積

アロマファクト

リーラボ

AW-6

AW-7

AW-11

3000 1.99

換気有効開口面積 排煙有効開口面積（児童等集会室とロビーには平面上凹凸があるが、不利側で計算を行う）床面積
建具記号天井高

待合室 3000 0.66 0.66 0.26AW-9

番号 X × Y × Y = 小計 合計

待合室、ラボ 敷地面積 766.53㎡

① 3.640 × 3.640 = 13.249600 建築面積 (①〜⑦)+(a〜z)+(A〜E)+(あ〜う) 188.73㎡ 188.739716

② 5.460 × 7.280 = 39.748800 【延床面積】

52.998400 待合室・ラボ ①+②+(あ〜う) 61.83㎡ 61.838704

トイレ棟 トイレ棟 ③〜⑤ 32.28㎡ 32.288140

③ 2.730 × 2.730 / 2 = 3.726450 消防格納庫・詰所 ⑥+⑦ 53.00㎡ 53.003132

④ 3.860 × 6.434 = 24.835240 合計 147.12㎡ 147.129976

⑤ 2.730 × 2.730 / 2 = 3.726450

32.288140 建蔽率 24.62% #REF!

消防格納庫・詰所 容積率 19.19%

⑥ 3.640 × 3.640 / 2 = 6.624800

⑦ 5.148 × 9.009 = 46.378332

53.003132

外側から1〜2m

待合室、ラボ

a 1.000 × 1.220 = 1.220000

b 5.650 × 1.000 = 5.650000

c 1.650 × 1.220 = 2.013000

d 2.107 × 0.351 / 2 = 0.369779

e 0.166 × 1.000 / 2 = 0.083000

f 2.587 × 1.000 = 2.587000

g 0.714 × 1.000 / 2 = 0.357000

h 0.714 × 1.000 / 2 = 0.357000

i 2.587 × 1.000 = 2.587000

j 0.166 × 1.000 / 2 = 0.083000

k 0.351 × 2.107 / 2 = 0.369779

15.676557

トイレ棟、通路

l 6.97 × 0.620 = 4.321400

m 3.35 × 0.31 = 1.038500

n 0.310 × 0.310 / 2 = 0.048050

o 0.310 × 0.310 / 2 = 0.048050

p 5.686 × 0.310 = 1.762660

q 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

r 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

s 0.310 × 2.730 = 0.846300

t 3.040 × 0.310 = 0.942400

u 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

v 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

w 6.434 × 0.310 = 1.994540

x 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

y 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

z 0.310 × 2.730 = 0.846300

A 0.331 × 1.990 / 2 = 0.329345

B 3.947 × 1.990 = 7.854530

C 1.592 × 1.990 = 3.168080

D 1.126 × 1.126 / 2 = 0.633938

E 1.990 × 1.990 / 2 = 1.980050

合計 25.933183

外側から2m以上

あ 5.650 × 0.220 = 1.243000

い 2.977 × 2.552 / 2 = 3.798652

う 2.977 × 2.552 / 2 = 3.798652

合計 8.840304

番号 X × Y × Y = 小計 合計

待合室、ラボ 敷地面積 766.53㎡

① 3.640 × 3.640 = 13.249600 建築面積 (①〜⑦)+(a〜z)+(A〜E)+(あ〜う) 188.73㎡ 188.739716

② 5.460 × 7.280 = 39.748800 【延床面積】

52.998400 待合室・ラボ ①+②+(あ〜う) 61.83㎡ 61.838704

トイレ棟 トイレ棟 ③〜⑤ 32.28㎡ 32.288140

③ 2.730 × 2.730 / 2 = 3.726450 消防格納庫・詰所 ⑥+⑦ 53.00㎡ 53.003132

④ 3.860 × 6.434 = 24.835240 合計 147.12㎡ 147.129976

⑤ 2.730 × 2.730 / 2 = 3.726450

32.288140 建蔽率 24.62% #REF!

消防格納庫・詰所 容積率 19.19%

⑥ 3.640 × 3.640 / 2 = 6.624800

⑦ 5.148 × 9.009 = 46.378332

53.003132

外側から1〜2m

待合室、ラボ

a 1.000 × 1.220 = 1.220000

b 5.650 × 1.000 = 5.650000

c 1.650 × 1.220 = 2.013000

d 2.107 × 0.351 / 2 = 0.369779

e 0.166 × 1.000 / 2 = 0.083000

f 2.587 × 1.000 = 2.587000

g 0.714 × 1.000 / 2 = 0.357000

h 0.714 × 1.000 / 2 = 0.357000

i 2.587 × 1.000 = 2.587000

j 0.166 × 1.000 / 2 = 0.083000

k 0.351 × 2.107 / 2 = 0.369779

15.676557

トイレ棟、通路

l 6.97 × 0.620 = 4.321400

m 3.35 × 0.31 = 1.038500

n 0.310 × 0.310 / 2 = 0.048050

o 0.310 × 0.310 / 2 = 0.048050

p 5.686 × 0.310 = 1.762660

q 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

r 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

s 0.310 × 2.730 = 0.846300

t 3.040 × 0.310 = 0.942400

u 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

v 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

w 6.434 × 0.310 = 1.994540

x 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

y 0.128 × 0.310 / 2 = 0.019840

z 0.310 × 2.730 = 0.846300

A 0.331 × 1.990 / 2 = 0.329345

B 3.947 × 1.990 = 7.854530

C 1.592 × 1.990 = 3.168080

D 1.126 × 1.126 / 2 = 0.633938

E 1.990 × 1.990 / 2 = 1.980050

合計 25.933183

外側から2m以上

あ 5.650 × 0.220 = 1.243000

い 2.977 × 2.552 / 2 = 3.798652

う 2.977 × 2.552 / 2 = 3.798652

合計 8.840304

建築求積図　S=150

法チェック

建物求積図・法チェック



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-10

1:1A3=
仕上表

□一般共通事項

1．床仕上げの異なる部分の見切りには、特記なき限りSUS FB HL W5×H20を使用の事。

2．使用材料(接着剤含む)は全て石綿、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを含まないもの（F☆☆☆☆)とする。(天井裏含む）

3．木材　　構造材‥原則県産杉特一等を使用の事　　造作材‥県産杉上小節を使用の事

4．化粧鏡、手すりは建築工事。鏡は防湿鏡t5とする。

5．特記なき集成材はt25スギ材とする。

6．サッシ額縁、木製建具枠はスギ集成材EP-G塗とする。

ベンチ：既存品一時撤去の上再設置(本工事外)

増築部屋根

外壁-1

外部巾木

軒天

縦樋

軒樋

開口部

構造用合板t12の上ゴムアスファルトルーフィングの上
カラーガルバリウム鋼板t0.4縦ハゼ葺　認定番号（NM-8697）

化粧型枠コンクリート打放しの上撥水材塗布(新設部のみ)

アルミサッシ

化粧型枠コンクリート打放しの上撥水材塗布

スギ小幅板t12の上WP塗

カラーVP管Φ65既存合わせ

樹脂製軒樋　W113×H67

木製梁：WP塗

床視覚障がい者誘導鋲：SUS製、樹脂部色：グレー

小屋裏換気：SUS製ベンドキャップφ100指定色塗装２ヶ所

窯業系サイディングt16：ニチハ ミライア ピアノブラック 同等品以上

QM

NM

NM

9824

8599

8578

化粧石コウボード(GB-D)t9.5

ロックウール吸音化粧板t9.0

NM

QM

NM

8612

9828

3991

無石綿ケイカル板t5.0 石コウボード(GB-R)t12.5

石コウボード(GB-R)t9.5

壁クロス、掲示用クロス

NM 2183 キッチンパネル

QM 0898 石コウボード(GB-S)t12.5

NM 1864 化粧石コウボード(DR)t9

室名 天井高 SL
床

下地 仕上

巾木

材質 高さ

壁

下地 腰壁
腰壁高

さ
壁仕上

天井

下地 仕上 廻縁
備考　　＜　　＞は設備工事を示す。　【　　】は別途工事を示す。

既存待合室

エントランス

待合室

アロマファク
トリーラボ

倉庫

3000〜
6740

3000〜
6740

3000〜
6740

3000〜
6740

2500

-30

-30

-30

-30

-30

コンクリート

コンクリート木コテ押エ

コンクリート木コテ押エ

コンクリート木コテ押エ

コンクリート木コテ押エ

100角タイル【撤去】ハ
ツリ深さ30mm

モルタル金コテ押エ　
防塵塗装

モルタル金コテ押エ　
防塵塗装

モルタル金コテ押エ　
防塵塗装

モルタル金コテ押エ　
防塵塗装

-

-

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

-

-

60

60

60

コンクリート

コンクリート

木

コンクリート　　　　　　
木

コンクリート

岩石貼【撤去】

化粧型枠コンクリート
打放し撥水材塗布

-

-

-

450

450

-

-

-

アルミサッシ【撤去】

窯業系サイディングt16

GB-Rt12.5の上EP-G塗

打放し仕上撥水剤塗布
GB-Rt12.5の上EP-G塗

打放し仕上撥水剤塗布

木

木

木

木

木

杉板貼　一部　
【存置】

既存杉板存置
WP塗

杉板t15貼OS塗

ケイカル板t8
目地処理の上
EP-G塗

ケイカル板t8
目地処理の上
EP-G塗

木製 一部【存
置】

木製存置WP塗

木製OS塗

塩ビ製

塩ビ製

〈行政情報モニター(壁取付)〉〈運行情報板〉【自動販売機】【公衆電話】：一時撤去の
上再設置、誘導ブロック：撤去

サイン、床見切

棚、カウンター（KF-02）、ベンチ（KF-04）、テーブル（KF-05）、床見切

BRT乗場床：磁器質タイル100角貼

その他の外部床：コンクリートの上モルタル金コテ押えt30

外壁-2 透湿防水シートt0.15の上縦胴縁t20通気工法の上窯業系サイディングt16

BRT乗り場屋根増設 構造用合板t12の上ゴムアスファルトルーフィングの上

カラーガルバリウム鋼板t0.4横葺　認証番号(NM-8697)

BRT乗り場柱・梁 スギ特一等WP塗

防塵塗装：エスケー化研 ケイ酸ナトリウム系コンクリート表面強化材 セラミキュア 同等品以上

・壁：住宅用グラスウール24㎏/㎥ t105　熱伝導率0.038W/(m・k)

・屋根：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bDt75

　熱伝導率0.022W/(m・k)

□断熱材

待合室外部庇：アルミ既製庇(アルフィンAD-1同等)W2200×D1400

手すり：St-FB40×9　溶融亜鉛メッキの上リン酸処理N-4

□外部仕上表

□内部仕上表



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-11

1:100A3=
【改修前】配置図兼平面図

Y5

展望・観光情報緑地

浄化槽

岩屋駅前橋

32.30 m2

53.00 m2

X2 X3 X4X1

1,820

7,280

1,820 3,640 3,640

9,100

9
1
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
,
1
0
0

3,6402,730910 2,730 910 6,3702,730 4,5502,730 3,640

8,1904,550 10,9207,280 3,640

9,
00
9

5,148

待合室

池

エントランス
池

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

-20

±0

-150

-150

-150

トイレ棟(R7年度工事)

消防車格納庫・
消防詰所

Y1

Y3

Y4

Y2

9
,
1
0
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

N

改修前



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-12

1:100A3=
【改修後】配置図兼平面図

Y5

BRT乗り場

BRT専用線

展望・観光情報緑地

浄化槽

岩屋駅前橋

32.30 m2

53.00 m2

X2 X3 X4X1

7
,
2
8
0

1,820

7,280

1,820 3,640 3,640

9,100

9
1
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
,
1
0
0

3,6402,730910 2,730 910 6,3702,730 4,5502,730 3,640

8,1904,550 10,9207,280 3,640

9,
00
9

5,148

有
効

9
0
0

倉庫

アロマファクトリーラボ

待合室

【新規】コンクリート舗装

床：【新規】
磁器質ﾀｲﾙ100角
(既存ﾀｲﾙ合わせ)

エントランス

【新規】コンクリート舗装

-20

-150

-150

-20-95

-20

-20

±0

-20 -150

OE1

OC1

OB1

A1

-20
床：既存タイル：
　　磁器質タイル100角

スロープ
  1/12

ス
ロ

ー
プ

 
 
1
/
1
2

蒸留機

トイレ棟(R7年度工事)

消防車格納庫・
消防詰所

室外機

ワークショップ
スペース

室外機

Y1

Y3

Y4

Y2

9
,
1
0
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

OA1

N

43.06㎡ 23.19㎡

改修後



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-13

1:13.88A3=
【改修前】立面図

改修前



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

1　屋根、庇：構造用合板t12の上ゴムｱｽﾌｧﾙﾄルーフィングの上

2　外壁-1：化粧型枠コンクリート打放しの上撥水材塗布

3　外壁-2：透湿防水シートt0.15の上縦胴縁t20通気工法の上窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt16

4　開口部：アルミサッシ

カラーガルバリウム鋼板t0.4縦ハゼ葺　認定番号（NM-8697）

5　外部巾木：小幅板型枠コンクリート打放しの上撥水材塗布

6　軒天：スギ小幅板t12の上WP塗

7　軒樋：樹脂製軒樋　W110×H80

8　縦樋：カラーVP菅縦樋φ65

9　小屋裏換気：SUS製ベンドキャップφ100指定色塗装

10　杉特一等材：WP塗

11　破風板、鼻隠し:WP塗の上ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4貼

12　水切り金物：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4貼

13　小屋裏換気用φ100ベンドキャップ 指定色塗装×2

14　サイン

15　手すり：H=800　St FBt9溶融亜鉛メッキリン酸処理N4

16　柱セット（120×120木製柱、束石、基礎）既存同等

17　

18  換気用ベンドキャップφ100 指定色塗装　

〈凡例〉【新設】

1　 屋根、庇：構造用合板t12の上ゴムｱｽﾌｧﾙﾄルーフィングの上

 カラーガルバリウム鋼板t0.4横葺　認定番号（NM-8697）

19  換気用ベンドキャップφ200 指定色塗装　

20  給水用配管

21  既存コンクリート打放しのまま

22  待合室外部庇：アルミ既製庇(アルフィンAD-1同等)W2200×D1400

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-14

1:13.88A3=
【改修後】立面図



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-15

1:50A3=
【改修前】平面詳細図

Y5

32.30 m2

3

AW

4

AW

2

AW

1

AW

X2 X3 X4X1

断
面

1
断

面
1

断
面

3
断

面
3

2
0
0

200

570

1,820 3,640 3,640

9,100

誘導ブロック【撤去】

ベンチ【一時撤去】
W2000/D800/H800
：本工事外

床：100角タイル
【撤去】

柱：スギ120角

運行情報板【一時撤去】
W700/D160/H1720：電気工事

自動販売機【一時撤去】
W1200/D650/H1900
：本工事外

行政情報モニター【一時撤去】
W1170/D650/H1440
：電気工事

旧駅舎メモリアル
改札口金物【一時撤去】
W450/D500/H780

公衆電話
【一時撤去】：本工事外

待合室

【撤去】

【一時撤去】

橋立上り【撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石W150

山石乱積み
【撤去】

山石乱積み
【撤去】

池

池

エントランス

ガードレール

天井範囲

池

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

床：100角タイル【撤去】

床：100角タイル【撤去】

-20

±0

-150

-150

13.25㎡

-150

トイレ棟(R7年度工事)

Y1

Y3

Y4

Y2

断面2 断面2

断面4 断面4

9
,
1
0
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

：岩石撤去

：基礎立上り・サッシ撤去範囲

：100角タイル撤去範囲

N

D B

A

C
改修前
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株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-16

1:50A3=
【改修後】平面詳細図

Y5

BRT乗り場
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9

AW

1

AG

5

AW

11

AW

10

AW
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面
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0
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4
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1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1,300

3
0
0

60

1
5
7
.
5

柱：スギ120角

倉庫

アロマファクトリーラボ

待合室

行政情報モニター
【再設置】
W1170/D650/H1440
：電気工事

運行情報【再設置】
W700/D160/H1720
：電気工事

自動販売機【再設置】
W1200/D650/H1900
：本工事外

ベンチ(備品)
W2000/D800/H800

BRT乗り場下屋

【新規】コンクリート舗装

【新規】
床：コンクリートの上
モルタル金コテ押エt30

既存コンクリート舗装のまま

床：【新規】
磁器質ﾀｲﾙ100角
(既存ﾀｲﾙ合わせ)

床誘発目地【新設】

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石W150 ガードレール

【新規】
床：コンクリートの上
モルタル金コテ押エt30

SUS製棚板3枚
【新設】

旧駅舎メモリアル
改札口金物【再設置】

W450/D500/H780

エントランス

天井範囲

公衆電話：本工事外
【再設置】
：本工事外

浅層改良範囲

既存岩石再設置

既存岩石
のまま

カウンター
【新設】

ﾗｲﾆﾝｸﾞ
W:100
H:1200

【新規】コンクリート舗装

床誘発目地【新設】

KF-2
【新設】

上部ガラス

床：モルタル金コテ押エ　
の上防塵塗装 【新設】

床：モルタル金コテ押エ　
の上防塵塗装 【新設】

-20

-150

KF-3
流し台

-150

23.19㎡

-20-95

39.75㎡

-20

-20

±0

-20 -150

OE
1

OC
1

OB
1

A
1

KF-4ベンチ【新設】

-20
床：既存タイル：
　　磁器質タイル100角

スロープ
  1/12

ス
ロ

ー
プ

 
 
1
/
1
2

蒸留釜

コンデンサー

冷却器

蒸留機

トイレ棟(R7年度工事)

室外機

ワークショップ
スペース

室外機

Y1

Y3

Y4

Y2

断面2 断面2

断面4 断面4
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,
1
0
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3
,
6
4
0

1
,
8
2
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1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
4
0
0

3
,
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4
0

12.5 135 12.5

160

手すりW800【新設】

冷蔵庫
600×680

×1800(備品)

KF-5
テーブル
【新設】

OA
1

N

：ポリタンク(20ℓ):21個

D B

A

C

改修後
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設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-17

1:40A3=
【改修前】断面図-1
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190

910 910

7
5
0

1
,
3
5
0

3
,
0
0
0

910 910

6
,
1
0
0

山石乱積み
【撤去】

基礎立上り
【撤去】

橋立上り
【撤去】

AW-4【撤去】

AW-2【撤去】

既存腰壁【撤去】

杉板貼【撤去】

木枠【撤去】

0

Z2

Z1

Z0

Z3

150

3850

7272

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

待合室通路

10

4

エントランス

▶
敷
地
境
界
線

Z4

最高軒高：7320

10
3

一部【撤去】屋根：

屋根：

最高高さ：77647272

最高天井高：6100

床：100角タイル【撤去】

既存天井受け、スギ板等【存置】

AW-1【撤去】

棟木120×240

束木120×120＠910

スギ板t12下地の上
ガルバリウム鋼板t0.35

笠木180×240
ガルバリウム鋼板t0.35

真木スチール角パイプ300角

PL6-1中ボルト13φ

120×150

軒裏：スギ板相決加工t12貼
SUS釘打ちキシラデコール塗

格子ヒノキ120角
キシラデコール塗

外壁：ヒノキ板本実加工t18縦貼
キシラデコール塗

木製FIX窓

水切：ガルバリウム鋼板
t0.35貼

120×150

雨押えガルバ
リウム鋼板

鼻隠し：ガルバリウム
        鋼板t0.35貼

軒樋：ﾅｼｮﾅﾙ
ｼﾋﾞﾙｽｹｱPC50

破風板、鼻隠し：
25×200 WP塗の上
ガルバリウム

鋼板t0.35貼

垂木：50×60＠364

野地板：スギ板t12

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏/巻

(耐摩ｶﾗｰ)ﾀﾞﾌﾞﾙﾊｾﾞ機械加工

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35長尺横葺(雪止め共)

土台ヒノキ
120×120

雨押えガルバ
リウム鋼板

集水枡：ガルバリウム鋼板
t0.35貼

PL6-1中

天井：スギ板相決加工t12張
SUS製釘打ち
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗(既存のまま)

120×180
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ13φL=400

額縁：30×40ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

窓枠：60×120
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

天井：スギ板相決加工t12張
　　　SUS製釘打ち　ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

垂木：50×60＠364

野地板：スギ板t12

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏/巻

(耐摩ｶﾗｰ)ﾀﾞﾌﾞﾙﾊｾﾞ機械加工

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35長尺横葺(雪止め共)

軒樋：ﾅｼｮﾅﾙ
ｼﾋﾞﾙｽｹｱPC50

【存置】既存梁

外壁：既存のまま

既存木壁のまま

既存木壁のまま

EP-G塗

EP-G塗

WP塗

壁仕上
【撤去】

改修前
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株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
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名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-18

1:40A3=
【改修後】断面図-1
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モルタル金コテ押エの上防塵塗装

コンクリート床t180

捨コンクリートt50

良質土転圧

0

Z2

Z1

Z0

Z3

150

3850

7272

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

アロマ
ファクトリー

ラボ

通路

10

4

AW-7【新設】

KF-2
【新設】

▶
敷
地
境
界
線

Z4

最高軒高：7320

10
3

屋根：

床：【新設】

最高高さ：77647272

最高天井高：6100

一部【新設】屋根：

冷蔵庫
(備品)

既存天井受け、スギ板等【存置】

棟木120×240

束木120×120＠910

スギ板t12下地の上
ガルバリウム鋼板t0.35

笠木180×240
ガルバリウム鋼板t0.35

真木スチール角パイプ300角

PL6-1中ボルト13φ

120×150

軒裏：スギ板相決加工t12貼
SUS釘打ちキシラデコール塗

格子ヒノキ120角
キシラデコール塗

外壁：ヒノキ板本実加工t18縦貼
キシラデコール塗

木製FIX窓

水切：ガルバリウム鋼板
t0.35貼

120×150

雨押えガルバ
リウム鋼板

鼻隠し：ガルバリウム
        鋼板t0.35貼

軒樋一部【新設】

軒樋：ﾅｼｮﾅﾙ
ｼﾋﾞﾙｽｹｱPC50

垂木：50×60＠364

野地板：スギ板t12

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏/巻

(耐摩ｶﾗｰ)ﾀﾞﾌﾞﾙﾊｾﾞ機械加工

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35長尺横葺(雪止め共)

土台ヒノキ
120×120

雨押えガルバ
リウム鋼板

集水枡：ガルバリウム鋼板
t0.35貼

PL6-1中

天井：スギ板相決加工t12張
SUS製釘打ち
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗(既存のまま)

120×180
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ13φL=400

額縁：30×40ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

FIXガラスt6

窓枠：60×120
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

天井：スギ板相決加工t12張
　　　SUS製釘打ち　ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗

垂木：50×60＠364

野地板：スギ板t12

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏/巻

(耐摩ｶﾗｰ)ﾀﾞﾌﾞﾙﾊｾﾞ機械加工

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35長尺横葺(雪止め共)

【新設】サッシ受け105×180

【新設】AW-11

【新設】AW-6

縦樋【新設】

【新設】
破風板、鼻隠し：
25×200 WP塗の上
ガルバリウム
鋼板t0.4貼

手すり【新設】

【新設】天井：ケイカル板t8 目地処理の上EP-G塗
【存置】既存梁

【新設】
KF-4ベンチ

【新設】化粧型枠コンクリート打放しの上撥水材塗布

【新設】外部床：コンクリートの上モルタル金コテ押エt30

外壁：既存のまま

【新設】県産スギ小幅板t12の上WP塗

【新設】天井：ケイカル板t8 目地処理の上EP-G塗

既存木壁のまま

FIXガラスt6

既存天井のまま

既存木壁のまま

EP-G塗

EP-G塗

WP塗

【新設】SUS製棚板3枚

改修後
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株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-19

1:40A3=
【改修前】断面図-2
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山石乱積み
【撤去】

運行情報板【一時撤去】
W700/D160/H1720 自動販売機【一時撤去】

W1200/D650/H1900

山石乱積み
【撤去】

山石乱積み
【撤去】

橋立上り
【撤去】

コンクリート床【撤去】

0

Z2

Z1

Z0

Z3

150

3850

7272

X2 X3 X4X1

池 エントランス通路 池

床：100角タイル【撤去】

AW-4【撤去】

基礎立上り
【撤去】

棟木120×240

束木120×120＠910

スギ板t12下地の上
ガルバリウム鋼板t0.35

笠木180×240
ガルバリウム鋼板t0.35

真木スチール角パイプ300角

PL6-1中ボルト13φ

橋立上り
【撤去】

橋立上り
【撤去】

改修前



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-20

1:40A3=
【改修後】断面図-2
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浅層改良【新設】

モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装

コンクリート床t180

捨コンクリートt50

良質土転圧

モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装

コンクリート床t150

捨コンクリートt50

良質土転圧
既存コンクリートt180のまま

【新設】カウンター

【新設】AW-8

【新設】AW-7

軒天：既存木天井のまま

【新設】
サイディング貼

【新設】
サイディング貼

【新設】
FIXガラスt6

天井：既存木天井　　　
　　　のまま

壁：既存木壁のまま

【新設】天井：ケイカル板t8目地処理の上EP-G塗

【新設】壁：化粧型枠コンクリート打放し

【新設】
K-5テーブル

【新設】SUS製棚板3枚

土台：スギ120×180

基礎パッキンt20

【新設】垂木：スギ45×120＠455

【新設】カラーガルバリウム鋼板縦ハゼ葺

ゴムアスファルトルーフィング

構造用合板t12

断熱材：押出法ポリスチレンフォーム3種b Dt75

【新設】スギ垂木受：120×150

天井：既存木天井　　　
　　　のまま

天井：既存木天井　　　
　　　のまま

壁：既存木壁のまま

壁：既存木壁のまま

【新設】サイディング貼

0

Z2

Z1

Z0

Z3

150

3850

7272

X2 X3 X4X1

エントランス
アロマ

ファクトリー
ラボ

100
15

通路

床：【新設】 床：【新設】

3000

棟木120×240

束木120×120＠910

スギ板t12下地の上
ガルバリウム鋼板t0.35

笠木180×240
ガルバリウム鋼板t0.35

真木スチール角パイプ300角

PL6-1中ボルト13φ

改修後
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株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-21

1:40A3=
【改修前】断面図-3

設計GL

1FL

軒高

最高の高さ

1
5
0

270基礎立上り
【撤去】

AW-4【撤去】

山石乱積み
【撤去】

待合室 通路池

◀
敷
地
境
界
線

倉庫

Y1 Y2 Y4Y3 Y5

既存天井受け【撤去】既存天井受け、スギ板等【存置】

AW-3【撤去】

改修前



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-22

1:40A3=
【改修後】断面図-3

設計GL

1FL

軒高

最高の高さ

3
2
5

5
0

1
8
0

4
0

1
5
0

270

2
,
1
5
0

1,380

コンデンサー

冷却器

コンクリート床t180
捨コンクリートt50
良質土転圧

【新設】サッシ受け105×180

【新設】AW-6

【新設】県産スギ小幅板t12の上WP塗

【新設】化粧型枠コンクリート打放しの上撥水剤塗布

【新設】外部床：コンクリートの上モルタル金コテ押エt30

【新設】天井：ケイカル板t8目地処理の上EP-G塗

三方枠【新設】

【新設】KF-05 テーブル×3

【新設】ライニング W100×H1200

【新設】モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装

床：既存床スラブ

既存梁EP-G塗 WP塗

既存木天井のまま

【新設】AW-11

床:【新設】磁器質タイル100角
    既存タイル合わせ

床：既存タイル：磁器質タイル100角

外壁：既存木板張のまま

蒸留釜

架台

通路

アロマ
ファクトリー

ラボ

◀
敷
地
境
界
線

床：【新設】

倉庫

Y1 Y2 Y4Y3 Y5

モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装

改修後



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-23

1:40A3=
【改修後】断面図-4

3
,
0
0
0

160

12.5 135 12.5

10 10

7
0
0

【新設】FIXガラス t6

壁：既存木壁
のまま

【新設】天井：ケイカル板t8目地処理の上EP-G塗

壁：既存木壁
のまま

【新設】天井：ケイカル板t8
　　　　目地処理の上EP-G塗

【新設】床：モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装 【新設】床：モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装

【新設】壁：GB-Rt12.5の上EP-G塗

【新設】サッシ受けスギ105×180

【新設】県産スギ小幅板t12の上WP塗

【新設】AW-9

【新設】
化粧型枠コンクリート打放しの上撥水剤塗布

岩石新設

【新設】
犬走り：コンクリートt150

天井：既存木天井のまま

浅層改良【新設】

モルタル金コテ押エt30の上防塵塗装

コンクリート床t180

捨コンクリートt50

良質土転圧

既存コンクリートt180のまま

倉庫

X2 X3 X4X1

待合室
アロマ

ファクトリー
ラボ

床：【新設】

改修後



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-24

1:50A3=
展開図-1

No. 01

室名 既存待合室

床
下地 コンクリート

仕上
100角タイル【撤去】ハツリ深
さ30mm

巾木
材質 -

高さ -

壁

下地 コンクリート

腰壁 岩石貼【撤去】

腰壁高 450

壁仕上 アルミサッシ【撤去】

天井

下地 木

仕上 杉板貼　一部　【存置】

廻縁 木製 一部【存置】

備考　　＜　　
＞は設備工事
を示す。　【　　
】は別途工事
を示す。

〈行政情報モニター(壁取付)〉
〈運行情報板〉【自動販売機】
【公衆電話】：一時撤去の上再
設置、誘導ブロック：撤去

3,640

3
0

撤去

撤去

天井撤去

AW1撤去AW3撤去

旧駅舎メモリアル
改札口金物
【一時撤去】

床100角タイル撤去

AW2撤去

1,820 1,820 1,820

3
0

天井撤去

AW4撤去

AW2撤去

床100角タイル撤去

存置

ベンチ【一時撤去】
W2000×D800×H800

AW1撤去

3,640

天井撤去

AW3撤去AW1撤去

ベンチ【一時撤去】
W2000×D800×H800

AW4撤去

1,8201,820 1,820

天井撤去

AW2撤去AW4撤去

存置

ベンチ【一時撤去】
W2000×D800×H800

AW3撤去

A B

C D

X2 X3 Y5 Y4 Y3 Y2

X2X3 Y5Y4Y3Y2



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-25

1:50A3=
展開図-2

No.

室名

床
下地

仕上

巾木
材質

高さ

壁

下地

腰壁

腰壁高

壁仕上

天井

下地

仕上

廻縁

備考　　＜　　
＞は設備工事
を示す。　【　　
】は別途工事
を示す。

3,640

7
0
0

3
,
0
0
0

500
2
5

サインA1
BRTのりばサイン
【移設・再設置】

サインOC1
出口サイン

壁：既存木のまま

FIXガラス

AW9

St-c-50×100×2.3 DP塗

ベンチ(備品)

行政情報【再設置】
：電気工事

サイネージ主装置用架台
ポリ合板フラッシュ
W600×D460×H25
L型金物250×250×3×2ヶ所 EP-G塗

サイネージ主装置
(W600×D460×H160)

運行情報
【再設置】
：電気工事

AW10

1,820 1,820 1,820

8
0
0

3
,
0
0
0

ベンチ(備品)
W2000×D800×H800

手すり：
St-FB40×9
溶融亜鉛メッキ
の上リン酸処理N-4

AW9

AW10

壁：既存木のまま

FIXガラスt6

3,640

3
,
0
0
0

7
0
0

サインOB1
BRTのりば待合室入口サイン

FIXガラスt6

ベンチ(備品)

自動販売機【再設置】
：本工事外AW9

AW8

1,820 1,820 1,820

1,000

2
,
4
5
0

620 2
5

FIXガラスt6

機器取付下地構造用合板t12

サイネージ主装置
(W600×D460×H160)

サイネージ主装置用架台
ポリ合板フラッシュ
W600×D460×H25
L型金物250×250×3×2ヶ所 EP-G塗

サイネージ用制御盤

自動販売機
【再設置】
：本工事外

運行情報
【再設置】
：電気工事

行政情報
【再設置】
：電気工事

03

待合室

コンクリート木コテ押エ

モルタル金コテ押エ　防塵塗装

ソフト巾木

60

木

-

-

GB-Rt12.5の上EP-G塗

木

杉板t12貼OS塗

木製OS塗

サイン、床見切

A B

C D

X3 X4 Y5 Y4 Y3 Y2

X2X3 Y5Y4Y3Y2



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-26

1:50A3=
展開図-3

No.

室名

床
下地

仕上

巾木
材質

高さ

壁

下地

腰壁

腰壁高

壁仕上

天井

下地

仕上

廻縁

備考　　＜　　
＞は設備工事
を示す。　【　　
】は別途工事
を示す。

1,820 3,640

4
5
0

7
5
0

100 3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

壁：既存木のまま FIXガラスt6

梁型：EP-G塗

KF-3流し台

ライニング

KF-2棚

AW11

1,8201,820 1,820 3,640

7
0
0

7
0
0

3
0
0

3
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

壁：既存木のまま

FIXガラスt6

見掛鉄骨：防錆塗装の上DP塗

梁型：EP-G塗

AW11

SUS製棚

KF-4ベンチ

AW6

冷蔵庫
600×680
×1800

（備品）

KF-2
棚

AW-7

1,8203,640910

3
,
0
0
0

FIXガラスt6

見掛鉄骨：防錆塗装の上DP塗

KF-4ベンチ

KF-5テーブル

AW12 AW6 AW5

1,8201,820 1,8203,640

5
0
0

1
,
2
0
0

壁：既存木壁のまま

KF-3流し台
AW-5

KF-5テーブル×3

AW-11

AG-1

倉庫

03

待合室

コンクリート木コテ押エ

モルタル金コテ押エ　防塵塗装

ソフト巾木

60

木

-

-

GB-Rt12.5の上EP-G塗

木

杉板t12貼OS塗

木製OS塗

サイン、床見切

A B

C D

X1 X3 Y4 Y3 Y2

X2X3 Y5Y4Y3Y2

X2 Y5 Y1

X1



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-27

1:50A3=
展開図-4

No.

室名

床
下地

仕上

巾木
材質

高さ

壁

下地

腰壁

腰壁高

壁仕上

天井

下地

仕上

廻縁

備考　　＜　　
＞は設備工事
を示す。　【　　
】は別途工事
を示す。

05

倉庫

コンクリート木コテ押エ

モルタル金コテ押エ　防塵塗装

ソフト巾木

60

コンクリート

-

-

打放し仕上撥水剤塗布

木

ケイカル板t8目地処理の上EP-G
塗

塩ビ製

1,820

2
,
5
0
0

1,820 1,820 1,820

A B C D

X1 X2Y3 X1 Y3X2 Y4 Y4



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

1　屋根：構造用合板t12の上ゴムｱｽﾌｧﾙﾄルーフィングの上

2　軒天：スギ小幅板t12の上WP塗

3　軒樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙﾘｳﾑ軒樋　W113×H67

4　縦樋：カラーガルバリウム縦樋φ60バンド共

カラーガルバリウム鋼板t0.4横葺　認定番号（NM-8697）

5　破風板:25×200WP塗の上ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35貼

6　杉板貼

7　スギ板貼OS塗

8　ケイカル板t8目地処理 EP-G塗

9　木枠OS塗

15　

16　

17　

18　

19　

〈凡例〉

10　鉄骨見掛部：防錆塗装の上DP塗

11　天井点検口：□450　目地タイプ

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-28

1:50A3=
【改修前】天井伏図

既存照明器具
【撤去】

AW-2【撤去】

軒樋一部【撤去】

分電【撤去】

縦樋一部【一時撤去】

AW-3【撤去】

AW-1【撤去】

AW-4【撤去】

既存照明器具
【撤去】

既存照明器具
【撤去】

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X4X3

⑥【撤去】
CH=3000

⑥【撤去】
CH=3000

⑥【撤去】
CH=3000

⑥【存置】
CH=3000

⑥【撤去】
CH=3000

⑥【撤去】
CH=3000

⑥【撤去】
CH=3000

⑥【存置】
CH=3000

CH=2700

⑬

⑬

⑥【存置】
CH=6100

⑥【存置】
CH=6100

⑥【存置】
CH=6100

⑥【存置】

⑥【存置】 ⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑦【新設

⑬

⑬

⑦【撤去】
CH=6100

⑦【撤去】
CH=6100 ⑦【撤去】

CH=6100

⑦【撤去】
CH=6100

⑦【撤去】
CH=6100

改修前



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

1　屋根：構造用合板t12の上ゴムｱｽﾌｧﾙﾄルーフィングの上

2　軒天：スギ小幅板t12の上WP塗

3　軒樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙﾘｳﾑ軒樋　W113×H67

4　縦樋：カラーガルバリウム縦樋φ60バンド共

カラーガルバリウム鋼板t0.4横葺　認定番号（NM-8697）

5　破風板:25×200WP塗の上ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35貼

6　杉板貼

7　スギ板貼OS塗

8　ケイカル板t8目地処理 EP-G塗

9　木枠OS塗

15　

16　

17　

18　

19　

〈凡例〉

10　鉄骨見掛部：防錆塗装の上DP塗

11　天井点検口：□450　目地タイプ

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-29

1:50, 1:40A3=
【改修後】天井伏図

370

⑨【新設】⑨【新設】

⑨

⑩

待合室外部庇：アルミ既製庇(アルフィンAD-1同等)
W2200×D1400

軒天：杉t12小幅板WP塗

シーリングファン【新設】

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X4X3

⑥【存置】
CH=3000

⑥【存置】
CH=3000

CH=2700

⑧【新設】
CH=2500

⑦【新設】
CH=3000

⑧【新設】
CH=3000

⑧【新設】
CH=3000

⑦【新設】
CH=3000

⑧【新設】
CH=3000

軒
樋

新
設

⑬

⑪

⑥【存置】
CH=6100

⑦【新設】
CH=6100

⑥【存置】
CH=6100

⑥【存置】

⑥【存置】 ⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑥【存置】

⑦【新設】
CH=6100 ⑦【新設】

CH=6100

⑦【新設】
CH=6100

⑦【新設】
CH=6100

⑦【新設

⑦
【

新
設

⑪

新設木部（外部）はWP塗装
既存木部は塗装不要

改修後



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

ID
数量
室名

姿図

形式
材質・仕上

見込
ガラス　種類　

付属金物

備考

ID
数量
室名

姿図

形式
材質・仕上

見込
ガラス　種類　

付属金物

備考

ID
数量
室名

姿図

形式
材質・仕上

見込
ガラス　種類　

付属金物

備考

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-30

A3=
建具表

1:1

AW1【撤去】 AW2【撤去】 AW3【撤去】 AW4【撤去】
1 1 1 1
既存待合室 既存待合室 既存待合室

2
,
0
0
0

1
0
0

8
7
5

2
,
9
7
5

3,210

4,180

2
,
0
0
0

810 810

90° 90°

6
0
0

1
,
4
0
0

1
0
0

8
7
5

2
,
9
7
5

1,455 70 1,455

2,980

6
0
0

1
,
4
0
0

1
0
0

8
7
5

2
,
9
7
5

701,455 1,455

2,980

片引き; FIX 片引き; FIX 引違い; FIX 引違い; FIX
アルミ電解二次着色 アルミ電解二次着色 アルミ電解二次着色 アルミ電解二次着色
70 70 70 70
FL5 PL5 FL5 FL5

付属金物一式; 彫込引手; アングル三方; シリンダ
ー引戸錠

付属金物一式; 彫込引手; アングル三方; シリンダ
ー引戸錠

付属金物一式; アングル四周; クレセント 付属金物一式; アングル四周; クレセント
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T6 T10 T5 T5 T5

付属金物一式; アングル四周 付属金物一式; アングル四周
付属金物一式; バーハンドル; アングル三方; サム
ターンシリンダー引戸錠

付属金物一式; バーハンドル; アングル三方; サム
ターンシリンダー引戸錠

付属金物一式; アングル四周; クレセント; 網戸

AG1
1
アロマファクトリーラボ

8
5

3
5
0

1,200

4
3
5

アルミガラリ
アルミ電解二次着色
70
ー

アルミアングル四周; SUS製防虫網

WD1
1
倉庫

2
,
1
5
0

1,380

両開き
堅木EP-G塗
36
T5

バーハンドル; スライド丁番; シリンダー空錠; フ
ランス落し

AW10 AW11 AW12
1 1 1
待合室 アロマファクトリーラボ アロマファクトリーラボ

2
0
0

2
,
1
5
0

5
0
0

2
,
8
5
0

有効900

1,980 1,020

網戸付 網戸付

5
0
0

2
0
0

2
,
1
5
0

有効900

1,980 70 950

3,000

2
,
8
5
0

5
0
0

2
,
4
7
5

2
,
9
7
5

390

片引き; FIX 片引き; FIX; 突き出し FIX
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付属金物一式; アングル四周

バーハンドル：UNION/G2110-L70 バーハンドル：UNION/G2110-L70
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可動棚

可動棚

可動棚
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棚柱

SUS304 t1.2HL

小梁:スギ
36×45＠450

梁:スギ
105×50

合板t12 OS塗

ライニング

小梁:スギ
36×45＠450

ライニング

横型泡沫自在水栓：
TOTO/T131SUN13
（設備工事）

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓：
TOTO/TKS05311J
（設備工事）

名称

数量

室名

天板･座板

側板(見掛)

箱(見掛)

箱(見隠)

扉

台輪

ガラス

備考

1

倉庫

ー

ー

KF-01　木製棚

A

B

平面

名称
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箱(見掛)

箱(見隠)
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1
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ー

KF-03　流し台

平面

A正面 B正面
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FL4

ー
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平面
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C
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ター

棚

SUS430 t1.2 No.4

SUS304 t1.0 φ38

正面2

合板t12 OS塗

柱：スギ75×75

ー

梁:スギ105×50、小梁:スギ36×45＠450

ー

C正面

SUS430 t12 No.4

SUS430 t0.6 No.4

耐水合板t12の上ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼

ー

ー

マルゼンBSI-156同等品以上

ー

ー

ー

SUS430 t1.2 No.4

SUS304 t1.0 φ38

ー

ー

ー

SUS430 t1.2 No.4

SUS430 t1.2 No.4

SUS430 t1.2 No.4

SUS430 t1.2 No.4

SUS430 t1.2 No.4

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 SUS304 t3 No.4

断面
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1:20, 1:60, 1:50, 1:10A3=
雑詳細図

■取付図

用 途
●柱と梁、梁と梁を緊結する時に使用します。
●後施工金物4は、せん断力のみを伝える金物（せん
断キー）としても使用できます。
※詳しくはホームページの「後施工金物4 せん断キー
　用補足資料」をご確認ください。

特 長
●既存住宅等の耐震補強に「後施工金物」を使用
することにより容易に梁増設ができます。新規梁を
下から施工でき、羽子板等で施工できない場合でも
ビス止めなので容易に施工できる画期的な金物です。
●ビス止め金物なので新築の化粧梁等に使用でき、
木材の欠損を抑えられます。
●外壁等がある場合でも梁等の増設が容易で羽子板
ボルトの施工ができない部分でも可能です。

使用方法
●122ページの施工手順をご参照ください。

注意事項
●必ず付属品で接合してください。
●ビス接合用の四角ビット（＃3）は別売品です。
●座掘深さ等加工寸法には注意して施工してください。
●取扱いに関する注意事項は305ページを参照して
ください。

既存柱

後施工金物

新規梁

ドリフトピン

CPQ-75

既存梁

後施工金物

新規梁

ドリフトピン

CPQ-75

（既存柱）
40 10

φ
60φ15

後施工金物〈梁受用〉

175000

175010

175030

175140

175100

175110

175130

175150

型番 商品コード 梱包出荷単位

後施工金物1（105用）

後施工金物2（105用）

後施工金物3（105用）

後施工金物4（105用）

後施工金物1（120用）

後施工金物2（120用）

後施工金物3（120用）

後施工金物4（120用）

構造

構造

作業工程別
梱包の分類

1個

1個

20個/ケース

10個/ケース

4個/ケース

20個/ケース

10個/ケース

4個/ケース

プレート部：JIS G 3131 SPHC　座部：JIS G 3507-1 SWRCH10R相当

クロメートメッキ（JIS H 8610に規定するEp-Fe/Zn8/CM2）

材 質

表面処理

付 属 品

承 認 等

後施工金物1/ビスCPQ-75（Mブルー）×  6本、ドリフトピン 2本
後施工金物2/ビスCPQ-75（Mブルー）×12本、ドリフトピン 3本
後施工金物3/ビスCPQ-75（Mブルー）×18本、ドリフトピン 4本
後施工金物4/ビスCPQ-75（Mブルー）×24本、ドリフトピン 5本

後施工金物1・2・3/（一財）建材試験センター 品質性能試験報告書 受付第04A0271号/
第04A0272号/第03A3398号/第03A3399号/ 第03A3401号/第03A3402号
ハウスプラス確認検査（株）性能試験 HP17-KT012/HP17-KT013/HP17-KT014

※赤字の商品は納期・送料を確認してください。No.28P 超硬P型座掘錐

790010 1個

型番 商品コード 梱包出荷単位

28P-1560 1個 土台

作業工程別
梱包の分類

注意
柱と梁をまたいで
取付けることはできません。

NG例

新規梁

既存梁
既存梁

既存柱

柱-梁接合

梁-梁接合

■木材加工詳細図  （　）内は120用
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用 途
●柱と梁、梁と梁を緊結する時に使用します。
●後施工金物4は、せん断力のみを伝える金物（せん
断キー）としても使用できます。
※詳しくはホームページの「後施工金物4 せん断キー
　用補足資料」をご確認ください。

特 長
●既存住宅等の耐震補強に「後施工金物」を使用
することにより容易に梁増設ができます。新規梁を
下から施工でき、羽子板等で施工できない場合でも
ビス止めなので容易に施工できる画期的な金物です。
●ビス止め金物なので新築の化粧梁等に使用でき、
木材の欠損を抑えられます。
●外壁等がある場合でも梁等の増設が容易で羽子板
ボルトの施工ができない部分でも可能です。

使用方法
●122ページの施工手順をご参照ください。

注意事項
●必ず付属品で接合してください。
●ビス接合用の四角ビット（＃3）は別売品です。
●座掘深さ等加工寸法には注意して施工してください。
●取扱いに関する注意事項は305ページを参照して
ください。
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型番 商品コード 梱包出荷単位

後施工金物1（105用）

後施工金物2（105用）

後施工金物3（105用）

後施工金物4（105用）

後施工金物1（120用）

後施工金物2（120用）

後施工金物3（120用）

後施工金物4（120用）

構造

構造

作業工程別
梱包の分類

1個

1個

20個/ケース

10個/ケース

4個/ケース

20個/ケース

10個/ケース

4個/ケース

プレート部：JIS G 3131 SPHC　座部：JIS G 3507-1 SWRCH10R相当

クロメートメッキ（JIS H 8610に規定するEp-Fe/Zn8/CM2）

材 質

表面処理

付 属 品

承 認 等

後施工金物1/ビスCPQ-75（Mブルー）×  6本、ドリフトピン 2本
後施工金物2/ビスCPQ-75（Mブルー）×12本、ドリフトピン 3本
後施工金物3/ビスCPQ-75（Mブルー）×18本、ドリフトピン 4本
後施工金物4/ビスCPQ-75（Mブルー）×24本、ドリフトピン 5本

後施工金物1・2・3/（一財）建材試験センター 品質性能試験報告書 受付第04A0271号/
第04A0272号/第03A3398号/第03A3399号/ 第03A3401号/第03A3402号
ハウスプラス確認検査（株）性能試験 HP17-KT012/HP17-KT013/HP17-KT014

※赤字の商品は納期・送料を確認してください。No.28P 超硬P型座掘錐

790010 1個

型番 商品コード 梱包出荷単位

28P-1560 1個 土台

作業工程別
梱包の分類

注意
柱と梁をまたいで
取付けることはできません。
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■木材加工詳細図  （　）内は120用
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■取付図

既存柱

後施工金物

新規梁

ドリフトピン

CPQ-75

既存梁

後施工金物

新規梁

ドリフトピン

CPQ-75

注意
柱と梁をまたいで
取付けることはできません。

NG例

新規梁

既存梁

既存梁

既存柱

柱-梁接合

梁-梁接合
（既存柱）
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■木材加工詳細図  （　）内は120用

（新規梁）

後施工金物〈梁受用〉
［INAGON金物］
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イ
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物
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金
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105

Y1通り他サッシ取付下地木材取付詳細図　S=1/20　

Y1、X4通り

Y1、X4

3000

X4-Y4廻り下屋詳細図　S=1/20、1/50　

X3+910、Y2通り

X3+910

Z2

内部 外部

X3+910、Y2通り

通路

Y4

ラボ

3000

X3通り他上部FIXガラス取付詳細図　S=1/20、1/60　

3000

Z2

内部 外部

X3+910木用梁受用後施工金物

RC用梁受用後施工金物

既存天井受け：
スギ板等【存置】

【新設】サッシ

PLt6曲加工
2-M12ボルト締め

金物固定

【新設】
サッシ取付下地
木材120×180
両端RC用梁受用後施工
金物、中央部RC梁より

GB-R t12.5
の上EP-G塗

住宅用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
24㎏/㎥ t105

梁：250×125
×6×9

透湿防水シート
t0.15の上縦胴縁t20
通気工法の上
窯業系サイディングt16

C-50×100に固定

PL6-1中【存置】

天井：スギ板
相決加工t12張
SUS製釘打ち
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗
【存置】

【新設】AW-11

【存置】既存梁

【新設】サッシ

T6

EP-G塗

EP-G塗

T6

固定用
L-50×50×2.3＠910

□50×100×2.3
DP塗

2-M12
ボルト締め

後施工
アンカー

PLt6曲加工

1
3
0

2
,
4
0
0

60 50 1,235 50 1,285 100 1,260 50 1,260 50 60

2
,
5
3
0

810 100 1,660 50 60100

1
3
0

2
,
4
0
0

2
,
5
3
0

▽Z2

Y2

▽Z2

待合室

X3

ラボ

2
,
1
7
5

1
5
0

5
5
0
1
8
0

1,820 3,640 1,820 1,820

AW-2【撤去】

軒樋一部【撤去】

屋根、野地板【撤去】

屋根、野地板【撤去】

一部樋
【撤去】

一部樋
【撤去】

雨押えガルバ
リウム鋼板【新設】

屋根、野地板【新設】

Z1
Z0

通路

10
4

Y4Y5 X4 X3

立面断面

既存改修後

Y4

Y5

X4 X3
天井

10

Y5Y4

断面

4

Z1
Z0

Y4

Y5

Y5Y4

断面

Z1
Z0

【改修前】 【改修後】

Y4

Y5

X1 X2 X1 X2

一部【新設】屋根：

【新設】天井受け、
スギ板等105×150

【新設】
木梁105×180

RC用梁受用
後施工金物

RC用
梁受用
後施工
金物

木用梁受用
後施工金物

木用梁受用
後施工金物

RC用梁受用
後施工金物

RC用梁受用
後施工金物

木用梁受用
後施工金物

木用梁受用
後施工金物

木用梁受用
後施工金物

軒樋一部【新設】

垂木：50×60＠364
野地板：スギ板t12
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏/巻
(耐摩ｶﾗｰ)ﾀﾞﾌﾞﾙﾊｾﾞ機械加工
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.35長尺横葺(雪止め共)

【新設】
鼻隠し：
25×200 WP塗の上
ガルバリウム
鋼板t0.4貼【新設】

鼻隠し：
25×200 WP塗の上
ガルバリウム
鋼板t0.4貼

RC用梁受用
後施工金物

150

3
5

100

1
5
0

1,500

SUS L-35×35×3焼付塗装

SUS PLt5
焼付塗装

SUS L-35×35×3
焼付塗装

SUS PLt5焼付塗装

既存看板

照明器具

SUS L-35×35×3
焼付塗装

方杖部分：SUS
L-35×35×3
焼付塗装

下地胴縁
追加45×45

照明器具

SUS PLt5焼付塗装

断面

平面

100

SUS PLt5
焼付塗装

方杖部分：SUS
L-35×35×3

焼付塗装

X1-2　Y4廻り屋根形状変更詳細図　S=1/50　 東、西側看板用照明ボックス詳細図(計2カ所)　S=1/10　



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-33

1:1, 1:50A3=
サイン詳細図-1

500

5
0
0

1200

2
5
0

480

1
7
0
0

2200

7
0
0

サインNo. サインNo.

サインNo.

外部用出力シートW480×H1700
コンクリート柱面に接着

サイン名称

 駅西側JR駅名サイン

A3:S=1/50

 ＢＲＴのりば待合室入口サイン

サイン名称

 出口サイン

サイン名称

外部用出力シートW500×H500
ガラス面両面貼
裏面：筑前岩屋駅案内図（現状同等とする）

A3:S=1/50

BRTのりば

JR
筑前岩屋駅

サインNo.

 筑前岩屋駅木製サイン

サイン名称

出口
Exit

既存木製サインW2200×H700
(南側に約1.8m移設)

A3:S=1/50

アルミ複合板t3 W1200×H250の上
外部用出力シート貼

A3:S=1/50

サインの図案については、JR案内サインマニュアルに
則り、現状と同様のものとする

BRT乗り場

9

AW

1

AG

5

AW

11

AW

10

AW

7

AW

8

AW

6

AW

12

AW

断
面

1
断

面
1

断
面

3
断

面
3

910 2,730

600

200

20 180

2
0
0

1,090

570

100 600 760

1
,
5
0
0

1
5
0

1,820 3,640 3,640

1
8
0
2
0

100

9
0
0

700 1,150 1,800

1,400

6
0
7
.
5

6
0
0

3
0
0

1
,
4
8
0

1
,
4
8
0

有
効

9
0
0

6
1
0

2
,
0
3
0

1
,
0
0
0

200

1,550 1,550

4
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1,300

3
0
0

60

1
5
7
.
5

柱：スギ120角

倉庫

アロマファクトリーラボ

待合室

行政情報モニター
【再設置】
W1170/D650/H1440
：電気工事

運行情報【再設置】
W700/D160/H1720
：電気工事

自動販売機【再設置】
W1200/D650/H1900
：本工事外

ベンチ(備品)
W2000/D800/H800

BRT乗り場下屋

床：【新規】
磁器質ﾀｲﾙ100角
(既存ﾀｲﾙ合わせ)

床誘発目地【新設】

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石W150 ガードレール

【新規】
床：コンクリートの上
モルタル金コテ押エt30

SUS製棚板3枚
【新設】

旧駅舎メモリアル
改札口金物【再設置】

W450/D500/H780

エントランス

天井範囲

公衆電話：本工事外
【再設置】
：本工事外

カウンター
【新設】

ﾗｲﾆﾝｸﾞ
W:100
H:1200

【新規】コンクリート舗装

床誘発目地【新設】

KF-2
【新設】

上部ガラス

床：モルタル金コテ押エ　
の上防塵塗装 【新設】

床：モルタル金コテ押エ　
の上防塵塗装 【新設】

-20

-150

KF-3
流し台

-150

23.19㎡

-20-95

39.75㎡

-20

-20

±0

-20

OE
1

OC
1

OB
1

A
1

KF-4ベンチ【新設】

-20
床：既存タイル：
　　磁器質タイル100角

スロープ
  1/12

ス
ロ

ー
プ

 
 
1
/
1
2

蒸留釜

コンデンサー

冷却器

蒸留機

室外機

ワークショップ
スペース

室外機

1
,
4
0
0

3
,
6
4
0

12.5 135 12.5

160

手すりW800【新設】

冷蔵庫
600×680

×1800(備品)

KF-5
テーブル
【新設】

OA
1

OA
1

OB
1

OD
1

OC
1

※工事中のBRT利用者誘導サインは本工事に含む



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-34

1:1A3=
サイン詳細図-2

500

1
3
5
0

4
7
5

1620

1
5
9
0

750

9
9
0

600

7
9
0

530

3
5

321450

3
0
0

A3:S=1/50

サインNo. サインNo.

サインNo.

サイン名称

 BRTのりばサイン  アロマ説明サイン×4ヶ所

サイン名称

アロマ説明サイン
アルミ複合板t3 W750×H990の上
外部用出力シート貼

A3:S=1/50

 東峰ウェルネスアロマサイン

サイン名称

「東峰ウェルネスアロマ」ロゴマーク
W500×H475外部用カッティングシート貼
(室内側貼付)

A3:S=1/50

サインNo. サイン名称

A3:S=1/50

サインNo. サイン名称 サインNo. サイン名称

サインNo. サイン名称サインNo. サイン名称

アロマ説明サイン(内容入替式)
アクリルt3ケース状仕様W600×H790
円部入替用シート：外部用出力シート
W550×H740×10パターン

施設名サイン「AROMA FACTORY LABO」
SUS切文字 銅風塗装仕上t3
コンクリート面にSUSピン立て

 アロマファクトリーラボ館名サイン

A3:S=1/50

A3:S=1/10

 東峰ウェルネスアロマサイン

「東峰ウェルネスアロマ」ロゴマーク
W1620×H1590外部用カッティングシート貼
(室内側貼付)

 アロマ説明サイン(取替式)×3ヶ所

A3:S=1/50

↑↓

既存品再設置

B
2

A
1

B
1

OE
1

KS
2

KS
1

※工事中のBRT利用者誘導サインは本工事に含む



一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

A-35

1:100A3=
仮設計画図

Y5

展望・観光情報緑地

浄化槽

岩屋駅前橋

32.30 m2

53.00 m2

X2 X3 X4X1

1,820

7,280

200

1,820 3,640 3,640

9,100

9
1
0

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

9
1
0

3
,
6
4
0

9
,
1
0
0

3,6402,730910 2,730 910 6,3702,730 4,5502,730 3,640

8,1904,550 10,9207,280 3,640

9,
00
9

5,148

待合室

池

エントランス
池

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

-20

±0

-150

-150

-150

トイレ棟(R7年度工事)

消防車格納庫・
消防詰所

Y1

Y3

Y4

Y2

9
,
1
0
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

N

【移設】JR BRT運行盤
（工事中のみ）

【移設】自動販売機
（工事中のみ）

仮囲い：万能鋼板H2,000

8
0
0

BRT利用者
待合スペース

ゲート１
W6,000

【移設】
既存ベンチ

　　　　　　：仮囲い(万能鋼板H2,000)

　　　　　　：仮設ゲート

　　　　　　：工事ヤード

　　　　　　：BRT利用者動線

　　　　　　：工事関係者動線：

　　　　　　：消防車動線

工
事
車
両
駐
車
場
へ

消防車動線

BRT利用者動線

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施設計

業者選定
工事期間6ヶ月

検査

工事スケジュール

段差撤去
スロープ新設

※工事中のBRT利用者誘導サインは本工事に含む

既存柱基礎一部撤去
有効幅800確保









































工 事 名 称

工 事 概 要

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

．

．

建 物 名 称 構 造 階 数 延面積（ ㎡ ） 防火対象物の種別 備 考

１．工 事 場 所

２．建 物 概 要

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

一式 一式

一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式 一式 一式

一式

一式 一式

一式一式 一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式

一式一式 一式 一式

一式 一式 一式

建 物 別 工 事 種 別

・ 電 灯 設 備

・ 動 力 設 備

・ テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

一式

工 事 種 目

工 事 仕 様．
１ 適用仕様等

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

２ 補足基準等

ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

（１）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（２）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（４）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（５）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（１）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

（２）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編 令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

３．工 事 種 目 （ ○印を付けたものを適用する ）

・ 監 視 カ メ ラ 設 備

・ 発 電 設 備

・ 構 内 交 換 設 備

・ 情 報 表 示 設 備

・ 映 像 ・ 音 響 設 備

・ 拡 声 設 備

・ 電 力 貯 蔵 設 備

・ 雷 保 護 設 備

・ 電気自動車用充電設備

・ 構 内 配 電 線 路

・ 構 内 通 信 線 路

（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」 独立行政法人 建築研究所監修

（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

（10）「建設廃棄物処理指針」 厚生労働省生活衛生局

（11）「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省 水・大気環境局大気環境課

（12）「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」 環境省環境再生・資源循環局

（13）「建築工事の手引き」 福岡県建築都市部編集

３ 特 記 仕 様

ただし、改定内容で発注仕様の変更、又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。
年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

（１）該当する項目のみ適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、○印のついたものを適用する。

項 目 特 記 事 項

この工事に使用する機材は、監督職員の承諾を受ける。機 材１．
なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

また、機材の選定に当たっては、グリーン購入法に適合したものを優先すること。

・ 一般用電気工作物 ・ 事業用電気工作物電 気 工 作 物２．

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。電 気 保 安 技 術 者

工事に必要な資格

３．

４．
(建設業法に関することを除く)

また、電線相互の接近により誘導障害が生じるおそれがある場合は、多条敷設は行わないこと。

る技術基準を定める省令」における関連事項に適合した資材の使用、及び施工を行うこと。

接 地 の 種 別 記 号 接地抵抗値

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

ＥA･C･D

ＥA･D

ＥA

Ｅ B

CＥ

Ｅ D

Ｅ

ＥLH

Ｅ LL

Ｅ t

ＥAt

Ｅ

接 地 極

を設置すること。なお、接地棒 EB（１４）φ の長さは１,５００ｍｍ以上とし、１０φ・１４φは、

Ｗ＝４０として差し支えない。

多条敷設により埋設管同士を密着させる場合は、「JIS C 3653（附属書含む）」及び「電気設備に関す

強電配線・弱電配線・その他配管等について、定められた離隔を考慮すること。

共 同

共 同

Ａ 種

Ｂ 種

Ｃ 種

Ｄ 種

高 圧 避 雷 器

低 圧 避 雷 器

交 換 機 用

接地極の材料は下表による。接地極の近くに接地９０以上×１４０以上×１．０ｔ以上（黄銅製・刻印）

雷 保 護 設 備

本配線盤の保安装置

電話引込口・アンテナ保安器

LA

Lt

１０Ω以下

１０Ω以下

１５０/ＩΩ以下

ＥＬＣＢ共

避雷設備の接地抵抗値は、総合抵抗とする。

本工事における構内交換設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 配管配線まで本工事 ・ 配管のみ本工事 ・ 配線のみ本工事

工 事 範 囲

構 内 交 換 設 備

・ 構内交換装置 ・ 電話機取付け

２６．

本工事における構内情報通信網設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 配管のみ本工事

工 事 範 囲

構内情報通信網設備

２８． LANケーブルの種類・色 ・ 幹線ＬＡＮ（ＣＡＴ６Ａ）：赤色 ・認証ネットワーク：指定なし ・その他：指定なし

・ 機器取付調整 ・ 配管配線まで本工事 ・ 配管配線まで本工事

２７．

検 知 器

ガス漏れ警報装置 ・ 液化石油ガス用 ・ 都市ガス用２９．

３１． 防犯設備工事範囲 ・ 配管のみ本工事 ・ 機器取付調整、配管配線まで本工事

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路コンセント

躯体貫通場所 躯体貫通箇所においては探査機を使用し、コンクリート内配筋を避け貫通すること。

蓋中央部に県章を刻印すること。また、用途別に「高圧」「電気」「弱電」の刻印をすること。

ハンドホール蓋

マンホール

プルボックス 屋外に設置するものには、事前に水抜き穴を設けること。３６．

３５．

３４．

３３．

接 地 極 ・注 記

指定副産物（原則として、再資源化施設へ持込むもの） その他の副産物

・廃 石 綿 等

特別管理産業廃棄物

「再生資源利用計画書」の作成

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

分別保管場所からの積込み・運搬・処分

現場内分別保管場所までの運搬

現場内分別保管場所の設置

現場内における分別

処 理 内 容 備 考

「再生資源利用実施書」の作成

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

※ 参考受入場所は、現場説明書による。

が れ き 類

木 く ず

建 設 発 生 土

汚 泥

廃 プ ラ ス チ ッ ク

ガラス・陶磁器くず

廃 石 こ う ボ ー ド

᣿ 属 く ず

繊 維 く ず

（コンクリート塊）

（アスファルト コンクリート塊）

そ の 他 ・ 廃蛍光灯および廃水銀灯は、水銀使用製品産業廃棄物として処理すること。

・ 停電を伴う工事は、施設管理者と事前協議を十分した上で実施すること。

・ 施工の際は、分電盤対象回路を遮断すること。

・ 建築足場等により、自動点滅器が影に入る場合は、必要に応じて仮設措置を行うこと。

・ 本工事は、週休2日促進工事対象である。（詳細は現場説明書による。）

・ 入札時積算数量書活用方式対象工事である。

・ 余裕期間制度対象工事である。

・ 情報共有システム対象工事である。

・ 快適トイレ対象工事である。

４１．

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省 水・大気環境局大気環境課

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関す

・廃 Ｐ Ｃ Ｂ 等

「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」 環境省環境再生・資源循環局に従い、

収集・運搬・処分を行うこと。

３９．

電気事業者へ確認

撤去後の補修 機器類の撤去後の取付ボルト孔、変色等は監督員指示により補修を行う。３７．

３８． 屋外の支持᣿物 屋外の支持᣿物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛メッキ仕上げ又はステンレス銅製とする。

プレート色は監督員の指示による。

工事範囲

３０． 監視カメラ設備 ・ 配管のみ本工事 ・機器取付調整、配管配線まで本工事

入退室管理設備

工事範囲

３２． ・ 配管のみ本工事 ・機器取付調整、配管配線まで本工事

参 考 取 付 高 さ４０． 建築工事の手引き（電気設備工事編）による。

２５．
この工事に必要な資格（電気工事士等）を有する者を従事させること。

拡 声 用 増 幅 器 Dt １００Ω以下Ｅ

ＥO測 定 用 －

１６．

（１）設計用標準震度（Ks）

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

6．

本工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力等を含む）・水及び諸手続等

総合仮設計画

足場 ・ 構台

仮囲い等危険防止措置

監督員事務所

工事表示板等

工事車両の出入り口

その他

工事用電力・水

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること

・ 構外搬出適切処理

・ 要する ・ 要しない

官公庁その他への手続き５．

８．

９．

７．

１１．

１２．

残 土 処 分 ・ 構内指示の場所に敷均し ・ 構内指示の場所に堆積

・ 施工区分表による他工事との取合い１４．

但し、絶縁劣化等再使用に耐えない場合は、監督職員に報告すること。

取外し再使用機器は、原則として清掃並びに絶縁抵抗測定を取外し前後で行った後、取り付けること。

設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版）によるものとする。

１５．再 使 用 機 器

耐 震 施 工

及び費用を受注者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

の費用は、すべて受注者の負担とする。

・ 他工事 ・ 本工事

監督員の指示及び工事の手引きによる。

交通誘導員は適宜配置する。

・ 図中記載による

機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める。

0.6

1.0

0.6

0.4
(0.6)

0.6
(1.0)(1.0)

1.0
(1.0)

(1.0)

(1.5)

(1.5)
1.0

(2.0)
1.5

(1.5)
1.0

(2.0)
1.5

(1.5)
1.5

(2.0)
2.0

中 間 階

地階及び１階

屋上及び塔屋
上 層 階、

設 置 場 所
重要機器 一般機器重要機器一般機器

特定の施設
耐震安全性の分類

一般の施設

（ ）書きの数値は防振支持の機器の場合に適用する。

（・特定の施設 ・一般の施設）（２）耐震安全性の分類

（３）地域係数（Z） 地域係数（Z）は、1.0とする。

環境対応型合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）の一重管とする。なお、打込配管として使用する場合、

・ ᣿属製（防水形配線器具を除く） ・ 樹脂製

原則として呼び径を22までとする。

１７． 合成樹脂製可とう
電 線 管

プレートの材質

露出配管等の塗装

呼 び 線

表 示

地中線埋設シート２２．

２１．

２０．

１９．

１８．

屋内においては特記がなければ、F☆☆☆☆製品とし、屋外においても低VOC塗料の使用に努めること。

長さ １ｍ 以上の入線しない電線管には電線太さ １．２ｍｍ 以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

スイッチ・コンセント及びプルボックスで用途の判別し難いものは、表示する。

地下埋設の線路には、標識シートを２倍長以上重ね合わせて布設するものとする。

電力用（矢指色：赤色）

通信用（矢指色：黄色）

地 中 埋 設 標 ・ 樹脂製

・ 樹脂製

・ コンクリート製

・ コンクリート製

・ 鉄製

・ 鉄製

２３．

２４． 地 中 埋 設 配 管

（ＧＬ－６００の場合）

根切り深さが1.5m未満の場合は直堀工法とし、1.5m以上の場合には法付工法とする。

法付工法の法幅は、根切り深さに0.3を乗じたものとする。

床堀幅は、埋設管類などの外径（底面）の寸法にゆとり幅×2を加えたものとする。

ゆとり幅（ａ）及び埋設管相互の間隔（ｂ）は、下表を参照のこと。

100mm

70mm

50mm

間隔（ｂ）

２００ 〃

１５０ 〃

５０以下

呼び径
埋設管の

０．５ｍ

０．３ｍ

根切り深さ
1.5m以上１以上1.5m未満

根切り深さ

０．５ｍ

０．４ｍ０．２ｍ

０．５ｍ地 下 埋 設 物

地 中 電 線 管 類

１m未満
ゆとり幅（ａ）

根切り深さ
（左右・上下）

良質土（山ჿなど）

間隔(b)

法 幅

ゆとり幅(ａ) 間隔(b)

５０ｍｍ

５０ｍｍ

３００ｍｍ

６００ｍｍ

＋ＧＬ

掘削土埋戻し

１０．

１３．

地中線埋設シート（２倍長以上）

建設副産物の処理内容

建設副産物の処理について

「建設副産物の処理計画書」の作成

（４）「電気設備工事監理指針（令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（５）「機械設備工事監理指針（令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（６）「建築工事監理指針（令和7年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

資源の有効利用・環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発

生抑制・再利用・適正処理を推進する。

現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所

を設置し集積すること。

工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報

告書」（共に添付書類を含む）を提出すること。

また、「再生資源の利用の促進に関する法律」・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか

建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

有価物（スクラップ）については受注者責任の元、適切に処分を行うこと。処分を行った場合は、

また鉄筋等への結束や配管の支持を行う場合は、樹脂被覆を施したバインド線を用いること。

できるようにして施設管理者に引き渡すこと。

る特別措置法」に従い、報告書を作成し届出を行うこと。また廃ＰＣＢについては、適切に保管

マニフェストと別に、有価物としての処分量が確認できる伝票等を添付すること。

・ 電 気 時 計 設 備

・設けない ・設ける（備品については監督員の指示による。） ・ 監督員の指示による

・ 呼 出 設 備

一式

・ 他工事 ・ 本工事

・ デマンド監視・制御設備

備 考

・ 撤 去 工 事

（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（令和4年版）」 国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編 令和4年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

・ 中 央 監 視 制 御 設 備

・ 遠 隔 量 水 器 設 備

屋 外

・ 構 内 情 報 通 信 網 設 備

・ 受 変 電 設 備

・ 防 犯・入 退 室 管 理 設 備

・ 火 災 報 知 設 備

（７）「建築改修工事監理指針（令和4年版）」 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

平屋

福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山6425番地

筑前岩屋駅駅舎 ＲＣ造

筑前岩屋駅駅舎改修工事

屋 内

改 修

改 修

改 修

改 修

改 修

改 修

撤 去

設 計

訂 正

縮 尺

製 図 承 認 図 番
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一級建築士登録番号313540号

石 橋 光 男

2026.07

電気設備 特記仕様書 A1= - / A3= -

筑前岩屋駅駅舎改修工事

E-01
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分電盤結線図 A1= - / A3= -

筑前岩屋駅駅舎改修工事

E-02

分岐開閉器

ＣＢ ＡＦ ＡＴ
回路

負荷容量 ＶＡ
備 考

照 明

回 路
番 号 コンセント

２０１

３０１

４０１

～

～

～

～

～５０１

分岐回路結線図

注 記

凡 例

ＷＨ

（ＲＲ）

～

コンセント回路 ＡＣ ２００Ｖ

換気空調他回路 ＡＣ １００Ｖ

換気空調他回路 ＡＣ ２００Ｖ

電源送りＡ

避雷器ＬＡ

避雷器

不足電圧継電器

試験用スイッチ

切替スイッチ 入，切，遠方

電力量計（検定付）

リモコンリレー ２０Ａ １００ｖ：１ｐ，２００ｖ：２ｐ

リモコン用端末器（多重伝送可）（４回路用）

リモコントランス

リモコン用伝送ユニット

Ｔ．Ｓ

２７

Ｔ／Ｕ

Ｄ／Ｕ

ＴＳ

６０１

２．回路区分

～

～

照明回路 ＡＣ １００Ｖ

照明回路 ＡＣ ２００Ｖ

非常照明回路 ＡＣ １００Ｖ７０１

主幹一次側回路 ＡＣ １００Ｖ

（ＳＰＤ分離器用ヒュ－ズ＋ヒュ－ズホルダ）×３組
Ｆ

１

１０１

分岐開閉器

ＣＢ ＡＦ ＡＴ
回路

負荷容量 ＶＡ
備 考

照 明

回 路
番 号 コンセント

～

１．分岐開閉器は下記とする。（ＪＩＳ協約形１Ｐサイズとする。）

分岐開閉器

ＣＢ ＡＦ ＡＴ
回路

負荷容量 ＶＡ
備 考

照 明

回 路
番 号 コンセント

ＪＩＳカテゴリ種別

最大連続使用電圧

電圧防護レベル １５００Ｖ以下

クラスⅡ（ＪＩＳ Ｃ ５３８１－１１）分離器内蔵

単相三線１１０Ｖ／２２０Ｖ ＡＣ

１０ＫＡ

１５ＫＡ

定格短絡電流 ５０ＫＡ

公称放電電流

最大放電電流

ＪＩＳカテゴリ種別

最大連続使用電圧

電圧防護レベル

１０ＫＡ公称放電電流

最大放電電流

クラスⅡ（ＪＩＳ Ｃ ５３８１－１１）

１１０Ｖ ＡＣ

２０ＫＡ

７００Ｖ以下

ＳＰＤ仕様（電源、分電盤 クラスⅡ）

ＳＰＤ仕様（接地間用 クラスⅡ）

動力回路 ＡＣ ３φ３Ｗ ２００Ｖ

Ｍ１：ＭＣＢ ２Ｐ１Ｅ （１００Ｖ）

Ｍ２：ＭＣＢ ２Ｐ２Ｅ （２００Ｖ）

Ｍ３：ＭＣＢ ３Ｐ２Ｅ （２００Ｖ）

Ｅ１：ＥＬＢ ２Ｐ１Ｅ （１００Ｖ） 漏電

Ｅ２：ＥＬＢ ２Ｐ２Ｅ （２００Ｖ） 漏電

Ｅ３：ＥＬＢ ３Ｐ２Ｅ （２００Ｖ） 漏電

コンセント回路 ＡＣ １００Ｖ（Ｇ附記はＡＣ／ＧＣ回路）

換気・空調・その他換気・空調・その他 換気・空調・その他

年間プログラムǿイマユニット（ソーラー機能付） 停電補償付

１

１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

２０ Ａ５０

Ｅ１

Ｅ１

２０

Ａ２０

Ａ５０

５０

ＥＤ ＥＤ（ＥＬＣＢ）
（アースバー） （アースバー）

１０１

Ｅ１ ２０ Ａ５０

２０５０Ｅ１

Ｅ１ ２０ Ａ５０

１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

Ｍ３ Ａ

Ｍ３ Ａ

計

ＥＤ ＥＤ（ＥＬＣＢ）
（アースバー）

ＳＰＤⅡ

（アースバー）

５０

ＡＥ１ ５０

１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

Ｍ３ Ａ

Ｍ３ Ａ

Ｄ

ＳＰＤⅡ

Ｅ へ

Ｆ

５０

１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

ＥＤ ＥＤ（ＥＬＣＢ）
（アースバー）

計

計

ＥＤ ＥＤ（ＥＬＣＢ）
（アースバー）

Ａ

Ｌ１

Ｌ２

５０

１００ １００

１００ １００Ｌ２－１

Ｌ２－２ ５０

Ｌ２－１

Ｌ２－２

電灯分電盤”Ｌ－ラボ” 鋼板製屋内壁掛露出型（メラミン焼付塗装）（既製品）”幹線分岐盤（１）” 鋼板製屋内壁掛露出型（メラミン焼付塗装）（既製品）

”幹線分岐盤（２）” 鋼板製屋内壁掛露出型（メラミン焼付塗装）（既製品） 電灯分電盤”Ｌ－待合” 鋼板製屋内壁掛露出型（メラミン焼付塗装）（既製品）

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００／１００

ＣＥＴ
６０゚

ラボ他 照明、換気

ＣＥＴ
６０゚ ＭＣＣＢ３Ｐ

５０／５０

Ｅ１

ＣＥＴ
３８゚

ＣＥＴ
１４゚

自動販売機用１，５００

１，２００

運行情報用制御盤（別途）

１００ 公衆電話用

５００

既設”Ｌ－１”送り

”幹線分岐盤（２）”送り

”Ｌ－ラボ”送り

”Ｌ－待合”送り

”引込開閉器盤”より

”幹線分岐盤（２）”より

”幹線分岐盤（１）”より

”幹線分岐盤（２）”より

予備スペース×２

行政モニǿー用制御盤（移設品）他

待合室他 照明

３，３００

２６２５，０００

３，３００

７，２６２

７，２６２

１２，２６２

１０，５００

１０，５００

１０，５００

２１６

２０２

２０２

２０２

４１８ １８，１８０

４１８

４１８ ２３，１８０

３，５０２

幹線分岐用端子台

幹線分岐用端子台

２０

２０

Ａ

Ａ

２０

２０

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１ Ａ

Ｅ１ Ａ

５０

５０

５０

５０３０４

３０３

３０１

３０２

Ｅ１

３０５ Ｅ１

３０６

３０７

３０８

３０９

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

２０

２０

Ａ

Ａ

２０

２０

Ａ

Ａ

５０

５０

５０

５０

２０ Ａ５０

Ａ２０

Ａ

Ｅ１

Ｅ１

５０

５０

計

５００

電気温水器用

５００

Ｅ１ Ａ

Ｅ１

５０

５０ Ａ

Ａ２０Ｅ１ ５０

一般コンセント

ＩＨヒーǿー用

ＩＨヒーǿー用

ＩＨヒーǿー用

電熱器等用

電熱器等用

１，１００

１，４００

１，４００

１，４００

６０１

６０２

一般コンセント

冷蔵庫用３００

４００

２００

ＡＣＰ－１３，５００３０

ＡＣＰ－１３，５００３０

予備×２

待３０１

待３０２

待３０３

待３０４

待１０１

予備×１

予備スペース×２

７，２００ ７，２６２

７，２００ ７，２６２

２１６

２１６

１４，６７８



倉庫

－

・

・ ・

・

上水用配管

湧水用配管

浄
化

槽
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配
管

雨
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排
水
管

１００φ

１００φ

１００φ
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A1=1:50 / A3=1:100幹線設備 配置図兼平面図（改修後）

筑前岩屋駅駅舎改修工事
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0
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82

0
1,

82
0

1,
82

0

ＢＲＴ乗り場

ＢＲＴ専用線

アロマファクトリーラボ
待合室

エントランス

蒸留機

トイレ棟（Ｒ７年度工事）

消防車格納庫・

消防詰所

ワークショップ

スペース

浄化槽

倉庫

ＥＤＥＬＢ

Ｗ

または前後１ｍ以上鋼管施工とする。（管口両端耐火パテ詰め）

鋼板製肉厚１．６ｍｍ以上のものを使用しＢＯＸの電線管接続部・中空壁からの出口部分は、

国土交通大臣認定工法にて処理する事。

５．ケ－ブルの防火区画及び防火上主要な間仕切壁の貫通処理は大臣認定（防火キャップ等）

６．配線器具において防火上主要な間仕切壁内のアウトレットボックス及びスイッチボックスは

６０１
６０２

（１φ２００Ｖ３．５ｋＷ）
ＡＣＰ－１

（１φ２００Ｖ３．５ｋＷ）
ＡＣＰ－１

（既設電灯分電盤”Ｌ－１”へ）

ＡＳ

九電引込

ＷＰ

（Ｇ３６）

ＣＥ３．５

Ｐ．Ｂ４４３ＷＰ

ＣＥ３．５

Ｐ．Ｂ４４３ＷＰ Ｐ．Ｂ４４３ＷＰ

Ｐ．Ｂ４４３ＷＰ

（Ｅ６３）

※１

※１

浄化槽制御盤

（別途工事）

引込開閉器盤

（改造）

（既設）

Ｌ－２

（既設）

（１φ）ＥＭ－ＣＥＴ６０°（Ｇ７０）

（浄化槽制御盤）ＤＶ２．０－２Ｃ

ＣＶ８°－３Ｃ

Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥＴ６０°，Ｅ５．５°×２

ＥＭ－ＣＥＴ６０°，Ｅ５．５°×２（Ｇ７０）

ＥＭ－ＣＥＴ６０°，Ｅ５．５°×２

ＥＭ－ＣＥＴ６０°，Ｅ５．５°×２

ＥＭ－ＣＥＴ１４°，Ｅ５．５°（Ｅ５１）

Ｌ２

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ２

既設引込開閉器盤 改造内容

・ＥＬＢ用接地端子を取付（ＥＤは既設流用）

・電力量計を取替（九電工事）

・箱体の表面塗装を行なう

・主幹ＭＣＢ３Ｐ１００／６０をＭＣＢ３Ｐ１２５／１２５に取替

・ＭＤ－６号保安器×１を撤去（現在使用の保安器は残置）

接地

１φ ＥＭ－ＣＥＴ６０°

ＥＭ－ＣＥ８°－１Ｃ×２
（ＭＷ５５°）

接地

１φ ＥＭ－ＣＥＴ６０°

接地

１φ ＥＭ－ＣＥＴ６０°
（Ｇ７０）

接地

１φ ＥＭ－ＣＥＴ６０°

Ｅ８°×２

Ｅ８°×２

Ｅ８°×２

（Ｇ７０）

Ｅ５．５°（ＶＥ１６）×２

壁貫通部分を示す サイズは図中傍記

配管保護部分を示す

（ＳＵＳ製防水型メラミン焼付塗装）

凡 例（改修後）

既設接地工事

既設電灯分電盤

引込開閉器盤

記 号 名 称 備 考

Ｓ

残置既設構内柱

残置

残置

ＷＰ 既設防水コンセント ２Ｐ１５Ａ×２，ＥＴ付（抜止） 残置

残置

残置

（天井ふところ内）

露出配管配線

電灯分電盤

既設防犯灯

既設自動点滅器ＡＳ

改造内容は図中参照

仕様サイズは注記参照プルボックス

結線図参照

天井ふところ内ケ－ブル

架空配線

電子式（検定付）１φ３Ｗ １２０Ａ
電灯用電力量計

樹脂製収納箱（１個用），取付板共

注 記（改修後）

既設配管配線

ＣＥ３．５ ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ

Ｐ．Ｂ４４３ＷＰ ４００×４００×３００

１．特記なき配管配線は下記とする。

２．特記なきプルボックスサイズは下記とする。

３．プルボックスは全て用途及び回線番号を明記する事。

４．図中濃い線部分は改修を示し、薄い破線部分は既設残置を示す。

接地工事

軒

軒

腕᣿（Ｌ＝９００）

腕᣿（Ｌ＝９００）

ＥＭ－ＣＥＴ３８°，Ｅ５．５°×２（Ｅ６３）

ＥＭ－ＣＥＴ１４°，Ｅ２．０×２（Ｅ５１）

Ｌ２－１

Ｌ２－２

Ｌ２

倉庫内詳細図(A1=1/50)

幹線分岐盤（１）

幹線分岐盤（２）

Ｌ－ラボ

Ｌ－待合

Ｌ－ラボ

以降、空調冷媒管に巻き込み

Ｓ

Ｓ

Ｗ

Ｓ

高所作業車（作業床高：８ｍ）
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A1=1:50 / A3=1:100
コンセント設備 配置図兼平面図
（改修後）

筑前岩屋駅駅舎改修工事
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ＢＲＴ乗り場

ＢＲＴ専用線

アロマファクトリーラボ 待合室

エントランス

蒸留機

トイレ棟（Ｒ７年度工事）

消防車格納庫・

消防詰所

室外機

ワークショップ

スペース

倉庫

浄化槽

展望・観光情報緑地

Ｌ－ラボ

Ｌ－待合

電灯分電盤 負荷表

待３０１

盤名称

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

３０１

記 号 名 称 備 考

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

結線図参照

位置ボックス

電灯分電盤

埋込コンセント ᣿属．Ｐ

凡 例（改修後）

注 記（改修後）

名 称 容 量回路番号

３０３

３０２

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

埋込コンセント ᣿属．Ｐ

配管保護部分を示す

（天井ふところ内）

保護配管

（ＰＦ１６）

または前後１ｍ以上鋼管施工とする。（管口両端耐火パテ詰め）

鋼板製肉厚１．６ｍｍ以上のものを使用しＢＯＸの電線管接続部・中空壁からの出口部分は、

国土交通大臣認定工法にて処理する事。

ＥＥＦケ－ブル１条・・・ＰＦ１６

ＥＥＦケ－ブル２条・・・ＰＦ２２

２．ケーブル配線に૿いて、壁引下げ部は配管（ＰＦ管）保護とする。

３．ＥＥＦケ－ブルに૿ける配管サイズは下記とする。

４．カバープレートは全て用途及び回線番号を明記する事。

サイネージ用機器

ＨＵＢ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （天井ふところ内） （ＰＦ１６）

３０３ ３０４

３０５

３０６

３０８

３０９

３０２

３０７

待３０１

待３０３待３０４

待３０２

一般コンセント

１φ１００Ｖ １，１００ＶＡ

１φ１００Ｖ １，４００ＶＡ

１φ１００Ｖ １，４００ＶＡ

１φ１００Ｖ １，４００ＶＡ

３０１

１φ１００Ｖ ５００ＶＡ

１φ１００Ｖ ５００ＶＡ

ＦＬ＋３００

ＦＬ＋１，０００

ＦＬ＋１，０００

ＦＬ＋１，０００

ＦＬ＋８００

ＦＬ＋８００

取付高さ

２Ｐ１５Ａ×２

２Ｐ１５Ａ×２，Ｅ極・ＥＴ付２ＥＥＴ

天井ふところ内ケ－ブル

５．ケ－ブルの防火区画及び防火上主要な間仕切壁の貫通処理は大臣認定（防火キャップ等）

６．配線器具において防火上主要な間仕切壁内のアウトレットボックス及びスイッチボックスは
自動販売機用

電気温水器用

ＩＨヒーǿー用

ＩＨヒーǿー用

ＩＨヒーǿー用

電熱器等用

電熱器等用

ＦＬ＋３００１φ１００Ｖ １，５００ＶＡ

ＦＬ＋３００

一般コンセント ＦＬ＋３００１φ１００Ｖ ２００ＶＡ

１φ１００Ｖ ４００ＶＡ

冷蔵庫用 １φ１００Ｖ ３００ＶＡ ＦＬ＋１，８００

行政モニǿー用制御盤（移設品）他 １φ１００Ｖ １，２００ＶＡ

公衆電話用 １φ１００Ｖ １００ＶＡ ＦＬ＋３００

運行情報用制御盤（別途） １φ１００Ｖ ５００ＶＡ

待３０２

待３０３

待３０４

運行情報用制御盤（別途）

（建築工事）
配線収容スペース

行政モニǿー用制御盤

サイネージ用モニǿー

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ

付属ケーブル

Ｌ－ラボ

Ｌ－待合 配管配線（別途）

Ｈ
Ｕ
Ｂ



参考型番：ＬＺＤ－９３４９９ＹＢＢ＋ＬＺＡ－９１１１５Ｅ

参考型番：ＬＺＤ－９３４９８ＬＢＢ＋ＬＺＡ－９２８０９

参考型番：ＤＤＬ－６２２４ＹＢ

参考型番：ＤＳＬ－５７３１ＹＷＧ＋ＬＤＲ４Ｌ－Ｗ－Ｅ１１／Ｓ１１Ｖ

参考型番：ＬＺＳ－９１１９ＡＢＷ５

参考型番：ＬＺＳ－９１１７ＬＢＷ５ 参考型番：ＬＬＤ－７０５８ＹＵＢ３

参考型番：ＬＬＣ－７２３２ＸＵ（※黒色）＋ＤＰ－４１８６６Ｙ参考型番：ＬＺＳ－９１２１ＬＢＢ５

参考型番：ＬＺＳ－９２３５９ＸＢ＋ＬＺＡ－９３７９４ＬＳＷ

参考型番：ＬＺＷ－９３８６８ＬＳＷ

設 計

訂 正

縮 尺

製 図 承 認 図 番

株 式 会 社 環 ・ 設 計 工 房
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一級建築士登録番号313540号

石 橋 光 男

2026.07

A1= - / A3= -照明器具参考姿図

筑前岩屋駅駅舎改修工事

E-05

Ｄ１ ＬＥＤダウンライト（１３７０ｌｍ）（ＦＨＴ３２Ｗ相当）

Ｄ２ ＬＥＤダウンライト（９４０ｌｍ）（白熱灯１００Ｗ相当）

Ｄ３ ＬＥＤダウンライト（５７０ｌｍ）（白熱灯１００Ｗ相当）

Ｓ１ ＬＥＤスポットライト（４２０ｌｍ）

ＬＥＤ電球（Ｅ１１）×１（１２Ｖダイクロハロゲン３５Ｗ相当）

Ｓ２ ＬＥＤスポットライト（１５１０ｌｍ）

（φ５０１２Ｖダイクロハロゲン８５Ｗ形６０Ｗ相当（ＬＺ））

Ｓ３ ＬＥＤスポットライト（１０３０ｌｍ）

（φ５０ダイクロハロゲン７５Ｗ形６５Ｗ相当（ＬＺ））

ＷＤ１ ＬＥＤダウンライト（８３０ｌｍ）（白熱灯１００Ｗ相当）

ＷＣ１ ＬＥＤ屋外シーリングライト（７４０ｌｍ）

ＬＥＤユニットフラット形ランプ（径７５ｍｍ）×１（白熱灯１００Ｗ相当）

Ｓ４ ＬＥＤスポットライト（１７２０ｌｍ）（ＣＤＭ－Ｔ３５Ｗ相当）

ＬＥＤスポットライト（４３０ｌｍ）Ｓ５

ＬＥＤ電球（Ｅ１１）×１（ダイクロハロゲン５０Ｗ相当）

（ダイクロハロゲン６５Ｗ相当）

ＬＥＤスポットライト（５５０ｌｍ）Ｓ６

（注 記）

照明器具の消費電力は、ＪＩＳ Ｃ ８１０５－３の測定方法による。

１．照明器具は参考とし、光色・色温度・仕様及び取付高さ等は打合せの上決定する。

消費電力：１３．８Ｗ

消費電力：１０．４Ｗ

消費電力：６．８Ｗ

消費電力：４Ｗ

消費電力：１４Ｗ

消費電力：９．４Ｗ

消費電力：１３．７Ｗ

消費電力：６．５Ｗ

消費電力：２２Ｗ

消費電力：４Ｗ

消費電力：６．８Ｗ

配光角：５０°
光源寿命：４００００時間

配光角：５０°
光源寿命：４００００時間

配光角：６０°
光源寿命：６００００時間

光源寿命：４００００時間
配光角：２５°

光源寿命：４００００時間
配光角：２５°

光源寿命：４００００時間
配光角：２５°

配光角：５０°
光源寿命：４００００時間

防雨・防湿形

光源寿命：４００００時間
重耐塩仕様

防雨・防湿形・重耐塩光源寿命：４００００時間
配光角：５５°

光源寿命：４００００時間
配光角：３０°

光源寿命：４００００時間
配光角：３０°色温度：３０００Ｋ、Ｒａ８３

（埋込寸法：φ７５×高１２０）

コーン：アルミシルバーアルマイト消し（シルバーマットコーン）
枠：鋼板 黒塗装

ガラスパネル付（消し）

コーン：アルミシルバーアルマイト消し（シルバーマットコーン）
枠：鋼板 黒塗装

ガラスパネル付（消し）

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ８３
（埋込寸法：φ７５×高９９）

枠：鋼板 黒塗装

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ９３
（埋込寸法：φ７５×高８０）

ＡＣ１００Ｖ

コーン：アルミダイカスト 黒塗装
アクリル 乳白（マット）
拡散パネル付

ＡＣ１００Ｖ

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ９３

フード：アルミ型材 白塗装（内面黒塗装）
本体：アルミダイカスト 白

ＡＣ１００Ｖ

色温度：３５００Ｋ、Ｒａ９３

本体：アルミダイカスト 黒塗装
制御レンズ付

ＡＣ１００Ｖ
本体：アルミダイカスト 黒塗装
制御レンズ付

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ９３

色温度：３０００Ｋ、Ｒａ８３
（埋込寸法：φ７５×高１２０）

ＡＣ１００～２４２Ｖ

コーン：プラスチッククロームメッキ
枠：アルミダイカスト ステンカラー色塗装

灯具：アルミダイカスト黒塗装
制御ミラー付

防水・防塵性能：ＩＰ４４

ＡＣ１００Ｖ
本体：アルミダイカスト 黒色塗装
カバー：強化ガラス透明

防水・防塵性能：ＩＰ６５

非調光電源ユニット共（ＡＣ１００～２４２Ｖ）

非調光電源ユニット共（ＡＣ１００Ｖ）

ＡＣ１００Ｖ
本体：アルミダイカスト 黒塗装
制御レンズ付

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ９３

ＡＣ１００Ｖ
本体：アルミダイカスト 黒塗装

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ８３

ＡＣ１００Ｖ

制御レンズ付

本体：アルミダイカスト シルバーサテン塗装
前面ガラス：強化ガラス 透明

色温度：２７００Ｋ、Ｒａ８３

防雨型
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A1=1:50 / A3=1:100
電灯設備 配置図兼平面図
（改修後）

筑前岩屋駅駅舎改修工事

E-06

埋込スイッチ ᣿属．Ｐ

記 号 名 称 備 考

保護配管

結線図参照

照明器具（ダウンライト）

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×１ ᣿属．Ｐ

換気扇又は天井扇

（天井ふところ内）

（天井ふところ内） （ＰＦ２２）

（天井ふところ内）ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２）
２Ｆ３

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

姿図参照

機械設備工事

（ＰＦ１６）

姿図参照

位置ボックス

照明器具（スポットライト）

電灯分電盤

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２

（ステップル止め）

凡 例（改修後）

注 記（改修後）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

または前後１ｍ以上鋼管施工とする。（管口両端耐火パテ詰め）

鋼板製肉厚１．６ｍｍ以上のものを使用しＢＯＸの電線管接続部・中空壁からの出口部分は、

国土交通大臣認定工法にて処理する事。

ＥＥＦケ－ブル１条・・・ＰＦ１６

ＥＥＦケ－ブル２条・・・ＰＦ２２

２．ケーブル配線に૿いて、壁引下げ部は配管（ＰＦ管）保護とする。

３．ＥＥＦケ－ブルに૿ける配管サイズは下記とする。

４．カバープレートは全て用途及び回線番号を明記する事。

配管保護部分を示す

姿図参照

（天井ふところ内） （ＰＦ２２）

ステップル止めケーブル

（建築工事）
配線収容スペース

（天井ふところ内） （ＰＦ１６）

待Ｔ２
１０１

待Ｔ１

待１０１

１Ｐ４Ａ×１（確認表示灯付）

天井ふところ内ケ－ブル

６．ケ－ブルの防火区画及び防火上主要な間仕切壁の貫通処理は大臣認定（防火キャップ等）

７．配線器具において防火上主要な間仕切壁内のアウトレットボックス及びスイッチボックスは

Ｌ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ

（Ｇ１６）

Ｔ ソーラーǿイマー盤

丸形露出ボックス １方出，２方出

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

結線図参照

２Ｆ３ ２Ｆ３

２Ｆ３
（イ）

（イ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（ハ）

（イ）

（ロ） Ｌ

（イ） （イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）（ハ）

（Ｇ１６）１方出 （Ｇ１６）１方出

（Ｇ１６）１方出

２Ｆ３

（ハ）

サイン用

サイン用サイン用

サイン用

照明器具（シーリングライト）

露出配管配線

Ｌ－待合

Ｌ－ラボ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

スイッチ本体は機械設備工事サイクルファンスイッチ用ボックス（Ｓ．Ｂ１）ＦＮ

ＦＮ

Ｌ

サイクルファン
（機械設備工事）

”ソーラーǿイマー盤”へ

待１０１

ＭＣ１

ＭＣ２

ＴＳ

待Ｔ１

待Ｔ２

ＴＳ

ＭＣ

（凡例）

： 電磁接触器 ３Ｐ２０Ａ ＡＣ１００Ｖ １ａ１ｂ

（参考型番：富士電機ＳＣ－０３）

： ソーラーǿイマー ２４時間式 ２回路用

”ソーラーǿイマー盤” 鋼板製屋内壁掛露出型（メラミン焼付塗装）

ＥＬＣＢ２Ｐ
３０／２０

ＥＬＣＢ２Ｐ
３０／２０

”Ｌ－待合” より

Ｔ
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照明器具プロット 配置図兼平面図
（改修後）

筑前岩屋駅駅舎改修工事
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ＢＲＴ専用線

アロマファクトリーラボ

待合室

エントランス
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消防車格納庫・
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室外機

ワークショップ

スペース

倉庫

浄化槽

岩屋駅前橋

展望・観光情報緑地

記 号 名 称 備 考

照明器具（ダウンライト） 姿図参照

姿図参照照明器具（スポットライト）

凡 例（改修後）

サイン用

サイン用 サイン用

姿図参照照明器具（シーリングライト）

サイン用

Ｓ１：壁面取付
Ｓ４：壁面取付

Ｓ５：壁面取付

（上向き取付）

Ｄ２ Ｄ２

Ｄ３

Ｄ３

Ｄ２

Ｄ２ Ｄ２

Ｄ１

Ｄ１

Ｄ１

ＷＤ１ ＷＤ１

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ２

Ｓ２

Ｓ３

ＷＣ１ＷＣ１ＷＣ１ＷＣ１

ＷＤ１

Ｓ５ Ｓ５ Ｓ４

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ４

Ｓ５Ｓ４

Ｓ５ Ｓ４

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ６ Ｓ６

Ｓ６ Ｓ６

ＷＤ１
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（改修後）

筑前岩屋駅駅舎改修工事

E-08

Y4

X2 X3 X4X1

1,820

7,280

1,820 3,640 3,640

9,100

91
0

2,
73

0

4,
55

0
91
0

3,
64

0

9,
10
0

3,6402,730910 2,730 910 6,3702,730 4,5502,730 3,640

8,1904,550 10,9207,280 3,640

9,
00

9

5,148

Y1

Y3

Y5

Y2

9,
10
0

3,
64
0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0

ＢＲＴ乗り場

ＢＲＴ専用線

アロマファクトリーラボ
待合室

エントランス

蒸留機

トイレ棟（Ｒ７年度工事）

消防車格納庫・

消防詰所

室外機

ワークショップ

スペース

倉庫

浄化槽

展望・観光情報緑地

（建築工事）
配線収容スペース

※壁掛᣿具のみ新設

（ステップル止め）

（床スラブ打ち込み）

（山石の側面に固定）

ＷＰ

Ｌ

（ＮＴＴ工事）
公衆電話引込ケーブル（Ｇ３６）

ＮＴＴ引込

（ＮＴＴ工事）
公衆電話引込ケーブル

衛星通信用アンテナ

引込開閉器盤

（改造）

（移設品）

（移設品）

（移設品）

（移設品）サイネージ用モニǿー

衛星通信専用ケーブル（対候性ＰＦＤ２２）

衛星通信専用ケーブル（ＰＦ２２）

衛星通信専用ケーブル

壁内立上り

公衆電話用

引留᣿具（公衆電話用）

公衆電話用

ＥＭ－ＵＴＰケーブル（Ｃａｔ５Ｅ）

ステップル止めケーブル

ＨＵＢ

記 号 名 称 備 考

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

凡 例（改修後）

注 記（改修後）

配管保護部分を示す

（天井ふところ内）

保護配管

（ＰＦ１６）

または前後１ｍ以上鋼管施工とする。（管口両端耐火パテ詰め）

鋼板製肉厚１．６ｍｍ以上のものを使用しＢＯＸの電線管接続部・中空壁からの出口部分は、

国土交通大臣認定工法にて処理する事。

２．ケーブル配線に૿いて、壁引下げ部は配管（ＰＦ管）保護とする。

４．カバープレートは全て用途及び回線番号を明記する事。

床いんぺい配管配線

露出配管配線

（角） ᣿属．Ｐ

（角） ᣿属．Ｐ

天井ふところ内ケ－ブル

５．ケ－ブルの防火区画及び防火上主要な間仕切壁の貫通処理は大臣認定（防火キャップ等）

６．配線器具において防火上主要な間仕切壁内のアウトレットボックス及びスイッチボックスは

引込開閉器盤

監視カメラ ドーム型・電動ズーム付

ルーǿー，ＨＵＢ等収納

樹脂製（Ｗ４３８×Ｈ３９２×Ｄ２０８）

再取付

行政モニǿー用制御盤

改造内容はＥ－０３図参照

再取付サイネージ用機器

Ｓ

ＷＰ 防雨入線カバー

天井いんぺい配管配線

再取付

位置ボックス（カバープレート付）

位置ボックス（ノズルプレート付）

ＥＭ－ＵＴＰケーブル（Ｃａｔ５Ｅ）

導入線１．２ｍｍ （ＰＦ１６）

Ｌ

付属ケーブル

Ｓ

Ｈ
Ｕ
Ｂ

ＡＮＴ



Ｎ

設 計

訂 正

縮 尺
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一級建築士登録番号313540号

石 橋 光 男

2026.07

A1=1:50 / A3=1:100

筑前岩屋駅駅舎改修工事

E-09

幹線，電灯設備
配置図兼平面図（撤去図）
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Y5

トイレ（Ｒ７年度工事）

待合室

エントランス

展望・観光情報緑地

浄化槽

消防車格納庫・

消防詰所

待合室・エントランス

スポットライトＩＬ４０Ｗ

８

４

直付カバーＦＬ４０Ｗ－１

待合室入口庇

１

２

シーリングライトＦＣＬ１８Ｗ

ＬＥＤスポットライト

屋外屋根看板用照明

ＡＳ

九電引込

ＷＰ

（Ｇ３６）

（Ｇ３６）（ ）

ＥＤ

（イルミネーション）ＶＶＦ２．０－２Ｃ

（１φ）ＣＶＴ１４°（ ）（ＦＥＰ３０）

（１φ）ＣＶＴ１４°（Ｇ３６）

（屋根面露出）

（ＥＤは接地線切離し後残置）

浄化槽制御盤

（別途工事）

２．０

２．０

位置ボックス

既設接地工事

撤去

既設電灯分電盤

引込開閉器盤

ＶＶＦ２．０－３Ｃ

（天井ふところ内）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ

記 号 名 称 備 考

Ｓ

残置既設構内柱

残置

残置

残置

１．特記なき配管配線は下記とする。

２．０

２．０

２．図中特記無きも、調査後不要と思われるものは全て撤去とする。

天井ふところ内ケ－ブル

ＷＰ 既設防水コンセント ２Ｐ１５Ａ×２，ＥＴ付（抜止） 残置

残置

残置

残置

残置

（天井ふところ内）

Ｌ－２

図中参照

照明器具 図中参照 撤去

撤去

撤去図中参照

（ ）４．図中（ ）付記の配管は既設残置を示す。

架空配線

床いんぺい配管配線

照明器具（スポットライト）

照明器具（シーリングライト）

既設防犯灯

既設自動点滅器ＡＳ

既設照明器具（シーリングライト）

既設ǿイムスイッチＴ

凡 例（撤去）

改造内容はＥ－０３図参照

（ ）（ＰＦ２２）

屋外屋根看板用照明

既設埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ×２ ᣿属．Ｐ

既設配管配線

３．図中濃い線部分は撤去を示し、薄い破線部分は既設残置を示す。

ＶＶＦ１．６－３Ｃ

（ ）（ＰＦ２２）

注 記（撤去）

引込開閉器盤

（改造）

１ ４

４

（既設）

Ｌ－１

（既設）

（イルミネーション）ＤＶ２．０－２Ｃ

（浄化槽制御盤）ＤＶ２．０－２Ｃ

Ｅ５．５°（ＶＥ１６）

Ｓ

Ｔ
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A1=1:50 / A3=1:100
コンセント，通信設備
配置図兼平面図（撤去図）

筑前岩屋駅駅舎改修工事
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トイレ（Ｒ７年度工事）

待合室

エントランス

展望・観光情報緑地

浄化槽

消防車格納庫・

消防詰所

ＷＰ

２．０２．０

２．０

２．０

ＷＰ

（ＮＴＴ工事）
公衆電話引込ケーブル（Ｇ３６）

（ＮＴＴ工事）
公衆電話引込ケーブル（ＦＥＰ３０）

ＮＴＴ引込

Ｌ－２

（別途工事）
ＢＲＴサイネージ

（別途工事）
自動販売機

公衆電話
（ＮＴＴ工事）

（移設）

（移設）

（床面露出）（ステップル止め）

（※注記４を参照）
サイネージ機器

（Ｇ３６）

（Ｇ３６）

衛星通信用アンテナ

衛星通信専用ケーブル 衛星通信専用ケーブル

ＩＴＶ

サイネージ

ＵＴＰケーブル（Ｃａｔ５Ｅ）

ＵＴＰケーブル（Ｃａｔ５Ｅ）
（ＰＦ２２）

サイネージ ＵＴＰケーブル（Ｃａｔ５Ｅ）
（床面露出）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ電源

天井ふところ内ケ－ブル

ホーン型スピーカー 撤去

取外し監視カメラ

位置ボックス

防水コンセント ２Ｐ１５Ａ×２，ＥＴ付（抜止）ＷＰ

既設配管配線又は別途工事配管配線

既設接地工事

ＷＰ 既設防水コンセント ２Ｐ１５Ａ×２，ＥＴ付（抜止）

撤去

ドーム型・電動ズーム付

既設電灯分電盤

引込開閉器盤

位置ボックス 電灯設備共用

ステップル止めケーブル

ＶＶＦ２．０－３Ｃ

ＶＶＦ２．０－３Ｃ （ステップル止め）

（天井ふところ内）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２）

３．図中濃い線部分は撤去を示し、薄い破線部分は既設残置又は別途工事を示す。

取外し
ルーǿー，ＨＵＢ等収納

樹脂製（Ｗ４３８×Ｈ３９２×Ｄ２０８）
行政モニǿー用制御盤

改造内容はＥ－０３図参照

４．サイネージ機器の撤去は下記とする。

キャスǿー付木製架台 ： 町へ引き渡し

架台内に収納されているサイネージ用機器及び付属ケーブル ： 移設

サイネージ用モニǿー ： 移設

記 号 名 称 備 考

撤去

Ｓ

残置既設構内柱

残置

残置

残置

露出配管配線

１．特記なき配管配線は下記とする。

注 記（撤去）

２．０

２．０

２．０

２．図中特記無きも、調査後不要と思われるものは全て撤去とする。

引込開閉器盤

（改造）

凡 例（撤去）

ＨＵＢ

ＰＴ

Ｓ

ＨＵＢ

ＡＮＴ



　（13）「建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

イ）冷媒　※HFC系（R407C，R410A，R134a, R32等）

（・ 水道直結方式（・ 直圧　・増圧）　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式 ）

34.8℃

衛生器具設備・

湧水水源（・ 雑用水処理水　・ 雨水　・  湧水　）　　

給水設備

ホ）室外機の基礎（・　標準架台  ・　防振架台）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

階　　数

屋　　外

建　　物　　名　　称 構　　造

一式 一式

一式 一式

Ⅰ．工　事　名　称

一式一式

一式

工事種目

一式

一式

一式 一式

一式

※ 各工事の特記仕様書を確認のこと

建物別及び屋外

一式

一式

一式

１.　工　事　場　所

Ⅱ．工　事　概　要

延面積(ｍ2)

３．工　事　種　目　（　・　印を付けたものを適用する）

１． 量水器
イ）形状　　・　スリット形　　・　パネル形　 ・　ダンパー形

・　亜鉛鉄板製　　・　普通鋼板製

・　要　　・　不要

　　　　構成・機能

・　要　（・　本工事　　・　別途電気工事）　　・　不要

排煙口

ダクトの材質１．

電源装置

中央監視制御
自
動
制
御
設
備

別紙による。

ロ）開放装置　　・　手動　　・　手動及び遠隔操作可能なもの

１．

２．

３．

中央監視制御装置の２．

温湿度調整目標値１．

　
空
気
調
和
設
備

JIS 5K とする。ただし特記部分はJIS 10K とする。
防振継手

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ・ ベローズ形ステンレス製　　・ 合成ゴム製

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。
　　ｂ)ダブル形　　　250×（L＋100）×300H
　　ａ)シングル形　　200×（L＋100）×300H
ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。
　　ｂ)ネック径が200φをこえるもの　　500×500×300H
　　ａ)ネック径が200φ以下　　　　　　400×400×250H
イ）シーリングディフューザーには、下記の接続チャンバーを設ける。チャンバー等

風量測定口
ハ）分岐方法（※割込み方式　　・ 直付け方式）

・ スパイラルダクト　・ ステンレスダクト）
ロ）工法・種類 （ ・ アングル工法　・ コーナーボルト工法（ ・ 共板　・ スライドオン）

下記のものは本仕様による。
ハ）吸込口　　・ 鋼板製　　※アルミ製（外気吸込口には防虫網付とする。）
ロ）シーリングディフューザー　　・ 鋼板製　　※アルミ製（シャッター共）

吹出口・吸込口の材質

10．

11．

12．

ダクト９．

防煙ダンパー13．

ロ）復帰方式　　※遠隔式（※電気式　　・ 空気式）　　・ 手動式

イ）操作方式　　・ 電気式　　・ 空気式

ハ）温度ヒューズ（・ 取り付ける　　・ 取り付けない）

ニ）表示用端子（・ 設ける　　・ 設けない）

鋼板厚（ ・ 4.5mm　　※3.2mm）煙道14．

下記のものは本仕様による。

イ) 建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の項による。

ハ) 還り風道の保温（ ・要　　・ 不要）　　ニ) 膨張水槽の保温（ ・ 要　　・ 不要）
ホ) 内貼りチャンバー等の保温（ ・ 要　　・ 不要）

保温

ハ) 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ロ) 施工箇所は、図示した風道並びにチャンバー類とする。

ヘ) 隠ぺい風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

機器類の架台

・防振つり᣿物（・ シングル　　・ ダブル）（・ 中央機械室　　・ 各階機械室）

７．

８．

15．

消音内貼り16．

17．

18．

弁類６．
冷媒５．

イ）種別（※低圧ダクト　　・ 高圧ダクト）

11

12

13

イ) 内貼りの材料及び施工法は、標準仕様書の当該事項による。

標準仕様書によるほか、取付を図示された部分に取付ける。

（DB）
温　　度 湿球温度

（WB）
湿　　度

（RH）
温　　度

（DB）
湿球温度

（WB）
湿　　度

（RH） （DB）
湿　　度

（RH）
温　　度

（DB）
湿　　度

（RH）

％

％

℃

℃％

％夏　季

冬　季 ℃

℃

外　　　　　気
室内

電気工事の範囲２．

３． パッケージエアコン

ハ）冷媒管及びドレン管の区画処理（・　有（※国土交通大臣認定工法　・　その他）　・　無）
ニ）ドレン管の材質　・　配管用炭素鋼鋼管（白） 　 ・　カラーVP

※施工区分表による。　　・　図面詳細による。

イ）パッケージ形空気調和機（・ 防振パット　　※木台　　※転倒防止処理）
ロ）ユニット形空気調和機（ ・ 標準架台　・ 防振架台）
ハ）送風機（ ・ 標準架台　・ 防振架台） ニ）ポンプ（・ 標準架台　・ 防振架台）
ホ）冷凍機（・ 標準架台　・ 防振架台）
ヘ）チラーユニット（・ 標準架台　・ 防振架台）

排
煙
設
備

イ）ユニバーサル形吹出口　　　　・ 鋼板製　　※アルミ製

ロ) 空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管
　　の項による。

機械室(配管・風道)の

・

・

・

・

・

仮設工事

撤去工事

電気設備工事※

建築工事※

給水方式

戸数・浄化槽人槽
受水槽有効容量等の　種　別

防火対象物

※長さは標準仕様書による。
・ ベローズ形　　・ 合成ゴム製（ ・ 合成ゴム製　・ ３山ベローズ形）

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

・

・

・

・

・

・ 排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

換気設備

空気調和設備

一式 一式一式一式・ 排煙設備

一式 一式 一式一式 一式・ 湧水設備

・ 現場施工型 ・  放流水質BOD 20mg/L

・ ポンプアップ式・ 重力式

・ 建物内汚水と雑排水（ ・ 分流　　・ 合流）

・ 局所式 ・ 中央式

・ ユニット型

・ 屋内消火栓( ・1号・2号・易操作性1号)

・ 合併処理

排水方式

浄化槽の形式

給湯設備

消火設備の種別
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ ・連結散水 ・連結送水

・ 屋外消火 ・ 水噴霧消火 ・ 泡消火 ・ 不活性ｶﾞｽ ・ ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火・ 消火器

給
排
水
衛
生
設
備

・ 都市ガスガスの種別

上水水源（・ 市水　・ 井水）　　法的区分（・ 小規模貯水　・ 簡専　・ 専用水道）

給水方式

湧水給水方式（・ 水道直結方式　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

57.1％

Ⅲ．工　事　仕　様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

１．適用仕様等

３
 

共
通
事
項

※HFC系（R407C，R410A，R134a, R32等）　・ 自然冷媒（CO2，NH3)

 28.0 ℃

19.0 ℃

    ℃

    ℃

・　結露防止層付塩化ビニル管　・　硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

・ 液化石油ガス ・ 簡易ガス

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。
　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

1.8℃

27.5℃

-0.7℃ 59.2％

・　床置（・　標準基礎　　・　防振基礎）

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質

多湿箇所の範囲

他の設備項目の適用

・　天吊（標準図による。）
ニ）防煙ダンパー　　ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり᣿物

送風機の基礎

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※厨房　　※浴室（シール有）７．

８．

９．

２.　建　物　概　要

温　　度
・ 　（一般系統） ・学校（厨房）

28.0

19.0

25.0 80

・　（　　　　　　　　　）

％

％

　　　　つり᣿物

・ 敷地外放流方式

・ 直放流（ ・ 合流式　　・ 分流式）

・設ける
※要（指定機器）　　・不要
※要（指定機器）　　・不要

※ファンコイルユニット付属品　　イ) 運転表示ランプ　台数の1/2以上
                            　　ロ) フィルター　各型番台数の1/2以上

※自動巻取形空気濾過用フィルター（各台1巻）

※ユニット形空気濾過器　　　　　　個

・設ける（煙道の直線部に直径80φ以上のフランジ付とする。）　　・設けない

予備品

圧力計及び連成計

ファンコイルユニット
用調節弁

油サービスタンク

地下貯油槽

※標準仕様書による。

※要（※標準仕様書による。　　・ 図示による。）　　・ 不要
・ 流量調節弁　　・ 定流量弁（流量設定が可能なもの）

イ）防油堤（コンクリート製）　　※別途工事　　・ 本工事

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

・ 給油ポンプの起動、停止　　・ 満油警報　　・ 減油警報
ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

イ）タンク室　　・ 設けない　　・ 設ける（・ 別途工事　　・ 本工事）

ロ）計量器（・ 計量尺　・ 直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　・ 遠隔式）

ハ）土工事　・ オープンカット　・ 矢板（・ 有　・ 無）　・ 特殊基礎（・ 有　・ 無）

温度計 ※標準仕様書による。

瞬間流量計

19．

20．
21．
22．

23．

24．

25．

26．アワーメーター
27．度数計
28．煤煙濃度計
29．ばいじん量測定孔

５
 

給
水
設
備

※計量法　検定合格品とする。

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

　　　　防食管継手

量水器桝２．

ポンプ基礎

６． 引込納付᣿等

８．

７．

他の設備項目の適用

※別途

イ）防振継手　ロ）ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ハ）防振吊り᣿物及び支持᣿物（ただし揚水管のみ）
建物導入部配管
管の埋設深さ ・ 一般敷地（・ 300 mm　・　　 mm）　・ 構内車両通路（・ 600 mm　・　　 mm）10．

11．

９．

器具接続用管端

・ 水道事業者指定品（・ 貸与品　　※買取り）　　・ 国土交通省型　　・ その他

　とし、青銅製弁は管端防食継手の規定に準じた管端コアを備えたものとする。

・ 塩ビライニング鋼管及びポリ粉体鋼管の配管に取り付ける鋳鉄製の弁はライニング弁

・ 鋳鉄製ストレーナーはライニングを施したものとする。

４． 弁桝

配管材料５．

３． 弁類

・ その他の部分　JIS（・ 5K 　　・ 10K ）
・ 水道直結部分　JIS（※10K 　　・　　　　）

　　　　　　　・ ステンレス鋼管（SUS）　（・ 圧縮接合　・ 溶接接合　・ 拡管接合）

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※標準図（・（a）　・ （b）　※（c）スリークッション）による。 

　　　　　　　・ 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)　・ 鋳鉄管（　　　型　　　種）

※用いる(図５による。)　塩ビライニング鋼管と給水栓・銅合᣿製配管附属品等との接続

一般配管　　　・ 塩ビライニング鋼管（SGP－VA)
　　　　　　　・ 塩ビライニング鋼管（SGP－VB）

・ 子メーター（・ 貸与品　　※買取り）　（・ 直読式　　・ 遠隔式）

・ 親メーター（※貸与品　　・ 買取り）　（ ・ 直読式　　・ 遠隔式）

厨房、浴室等のシンダー内配管　　　・ 塩ビライニング鋼管（SGP－VD）

屋内地中配管　・ 塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ ポリ粉体鋼管（SGP－PD）
　　　　　　　・ 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)

 　　　　 　　・ 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・ 水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　　　　　　・ ポリエチレン管　1種（PE）　（ ・ 溶着接合　・ ᣿属継手接合）

屋外地中配管　・ 塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

ダクトの工法・種類

　　　　　　　　　・　スパイラルダクト　・　耐火二層管工法　　・　VP管工法

ロ）排気用ダクト　・　アングル工法　・　コーナーボルト工法（・　共板　・　スライドオン）

　　　　　　　　　・　スパイラルダクト　・　耐火二層管工法　　・　VP管工法

イ）給気用ダクト　・　アングル工法　・　コーナーボルト工法（・　共板　・　スライドオン）３．

・　屋内消火管　（・　要　　※不要）　　　　・　屋外露出消火管　（※要　　・　不要）

※要消防設備士

５． 管類

６．
・　配管用炭素鋼鋼管(白)(屋内)　・　外面被覆鋼管（・　SGP－VS ・　SGP－PS）

１．

２．

種類

管類

保温４．

・　標準基礎　　・　防振基礎

※ＡＢＣ１０号（ボックス共）消火器

１．

２．

３．

消火ポンプの基礎

・　要　　・　不要
８
 

消
火
設
備

及びサクションカバー
フート弁・呼水槽

９
 
ガ
ス
設
備

10

・　都市ガス（ガス種　※13A　・　12A　）   ・　液化石油ガス

屋外埋設配管　・　ポリエチレン管JIS K 6774

一般配管　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　・　ガス用ステンレス製フレỿシブル管

　　　　　　　・　硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・　ポリエチレン被覆鋼管
ピット内配管　・　硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・　ポリエチレン被覆鋼管

・　本工事　　・　別途工事

※ガス漏れ警報器工事は、住宅工事においては原則として行わない。

液化石油ガス設備士による施工とする。

（財）日本エルピーガス機器検査協会、検査合格品とする。

※要　　・　不要

建物導入部配管

絶縁継手

ガス栓

施工資格

ガス漏れ警報器

・　標準図（　・　（ａ）　・　（b）　※（c）スリークッション）による。

都市ガス３． イ）ガスメーター　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

液化石油ガス４．

連動スイッチ（・　要　　・　不要）ガス湯沸器の付属品５．

ハ）転倒防止用の鎖（・　別途工事　　※本工事）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（※別途工事　　・　本工事）

イ）ガスメーター（・　買取り　　・　借用）　　ロ）集合装置（・　別途工事　　※本工事）

６．

７．

８．

９．

10．

ダクトの種別１． ※低圧ダクト　　　・高圧ダクト

厨房ダクトの板厚２． 厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚は、表１による

イ）排気フードの補強及び支持᣿物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

ロ）材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

ダクトの分岐方法 イ）給気用ダクト　　※割込み方式　　・　直付け方式

ロ）排気用ダクト　　※割込み方式　　・　直付け方式

換気フード
厨房排気フード

※指定色仕上げ　　・　指定なし

４．

５．
６．

※厨房排気は原則としてアングル工法とすること

３．

図面詳細による他、下記による。
図面詳細による。

伸縮継手

グリーストラップ
差込ソケット（VV）
満水試験継手

10．

ビニル製伸縮継手

排水流し下のビニル製排水管には差込（VV）ソケットを使用すること。

特記以外JIS 5K とする。
排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付ける管は45°2回曲りとする。

９．

８．

11． 図示による。

床上掃除口直下の曲管

可燃材の区画処理
弁類

小口径桝ふた

コンクリート桝ふた

７．

６．
５．

４．

空気調和・衛生工学会規格SHASE-S 217（グリース阻集器）によるものとする。

　　ミカゲ（未舗装部）　鋳鉄（歩道部）　保護鋳鉄（車道部）（・　T-8　・　T-14　・　T-25）

１． 管類 イ） ・　ステンレス鋼管（　・　圧縮接合　・　溶接接合）　・　保温付ステンレス鋼管

ロ）銅管使用の場合はＭ管とし、電食防止継手を取付ける。
２． 器具接続用管端

　　　　防食管継手
JIS 5K とする。ただし、特記部分はJIS 10K とする。

ロ）コンクリート埋設部（・　防水麻布巻　　・　保温施工）

保温

・　ガス　　・　灯油　　・　電気
・　瞬間式　　・　貯湯式　　・　風呂給湯器（オートタイプ）湯沸器

燃料

イ）膨張水槽の保温（・　要　　・　不要）

ガス湯沸器用排気筒は、JIS S 3025によるSUS304(厚さ0.3mm以上)とする。
・　排気筒の断熱（※要（隠ぺいの箇所のみ）　　・　不要）

５．

６．
７．

６
 

排
水
設
備

７
 

給
湯
設
備

・　鋼　管（・　ねじ込み式　　・　MD継手　　・　　　　　　）
・　排水用塩ビライニング鋼管（・　MD継手　　・　　　　　）

換
気
設
備

・ 汚 水 管  ・ 硬質塩化ビニル管(VP) 　・ 耐火二層管　　・　ｶﾗｰVP

　　　　　　・ 硬質塩ビリサイクル管(RF-VP) ： ピット内

・　屋外排水管　・　硬質塩化ビニル管（・　VP　・　VU）※呼び径125以上は原則としてVUとする。

・　小口径桝立上り管　・　リサイクル硬質塩ビ三層管（・　※RS-VU）

　　　　　　・　硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　：　ピット内

・　通気管　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　硬質塩化ビニル管（VP）　・　カラーVP　　・　耐火二層管
　　　　　　・　硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　：　ピット内

配管材料１．

管接合２．

弁類３．

排気筒及び煙突４．

４　本　工　事　設　備　概　要　　　（本工事該当箇所に　・　印を付ける）

・ 非直放流（ ・ 浄化槽　　・ 中水処理槽）

※用いる（図５による。）

ピット内配管　・ 塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・ ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

トイレブース内の紙巻器、リモコン類等についてはJIS S0026に則った配置とすること。

 ・普通　　・ 盗難防止形　　・ 耐食　　・ 盗難防止形耐食　　・ 身体障害者対応

　定めるF☆☆☆☆基準のものとする。
洗面化粧台

※節水コマ付　　・ 普通コマ付水栓

※洗面化粧台ỿャビネット部材は、ホルムアルデヒト放散量が日本農林規格（JAS）で

小便器洗浄方式 ※専用洗浄弁式　　　・ 洗浄弁式

５．

４．

６．
７． 鏡

・ 洋風大便器（※節水型　　・ 一般型　　 ・ 高座面形）

・ 床置型　　・ 壁掛型
大便器洗浄方式
小便器

・ 和風大便器（※節水型　　・ 一般型）　※耐火カバー（防火区画貫通部）大便器

３．

２．

１．

水栓柱８．
９． 器具配置

・ フラッシュタンク式　　　・ 節水型ＦＶ（バỿュームブレーカ付）　　・ タンク式

４
 

衛
生
器
具
設
備

2.0

＊次に示す機器を、重要機器、重要水槽とし、それ以外の機器を一般機器、一般水槽とする。
・

＊耐震安全性の分類（ ・ 特定の施設　・ 一般の施設）
（　）書きの数値は防振機器

13階建以上の場合は上層4階
　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

＊上層階の定義は、次のとおりとする。

1.5
（2.0）

1.0
（1.5）

0.6
（1.0）

1.5

1.5

2.0
（2.0）

1.5
（1.5）

1.0
（1.0）

地階及び１階

中間階

屋上及び塔屋
上層階、

設置場所
重要機器 重要水槽 一般機器

・ 特定の施設
耐震安全性の分類

一般水槽
1.5

1.0

1.0
（1.0）

0.6

（1.5）
1.0

（2.0）
1.5

重要機器

1.0

1.0
（0.6）

0.4

（1.0）
0.6

（1.5）
1.01.5

重要水槽
・ 一般の施設

一般機器 一般水槽
1.0

0.6

0.6

　　　機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める
（１）設計用標準震度（Ks）

３． 耐震施工 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」による。

１
 

一
般
事
項

発生材の処理

残土処分 ※構外搬出　　・構内敷き均し・

※18建設副産物の処理についての項を適用すること。

※フロンの処理は、19フロン処理についての項を適用のこと。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、
及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。手続き

官公署その他への

機能試験 工事の内容に応じて、機能試験を行うこと。

※施工区分表による　　　・図面詳細による他工事との取合い

・ 配管（建築配管作業）　・ 建築板᣿（ダクト板᣿作業）　・ 熱絶縁施工（保温保冷工事作業）
住宅においては20戸以上、住宅以外の建物については1,500m2以上の工事に適用する。

・ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

技能士の適用

あと施工アンカー

（※冷・暖房期前若しくは指定日に総合運転調整を行い、試運転成績表を提出すること）

１．

２．
３．

４．
５．

６．

７．

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年度版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修
70°□×1200（※合成樹脂製　・ 人研製　・ SUS製）

・ 国土交通省型　図４による。

図１による。

・ 雑排水管  ・ 配管用炭素鋼鋼管（白）　・  硬質塩化ビニル管（VP）　・  カラーVP　　・ 耐火二層管

　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管　　・　耐熱硬質塩化ビニル管　　・　耐火硬質塩ビ管（FS-VP）

　　　　　　　・ 架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法） ・ ᣿属強化ポリエチレン管

　　・　架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）　・　᣿属強化ポリエチレン管

　　　　　　・  排水用塩ビライニング鋼管　　・ 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（FS-VP）

・ 温風暖房

・ パッケージ方式（ ・ 中央式　　・ 各階式　　・ 個別式）

・ 鋳鉄製ボイラ

・ ファンコイルユニット　　・ ダクト併用方式・ ダクト方式

・ 鋼製ボイラ（ ・ 立てボイラ　　・ 炉筒煙管式ボイラ）

・ 温水

・ 直だき吸収冷温水機

・ 回転形

・ 遠心冷凍機 ・ 吸収冷凍機

・ ヒートポンプチラー（ ・ 水冷　　・ 空冷）・ 温風暖房機

・ 蒸気

空
気
調
和
設
備

・ 静止形

・ 往復動冷凍機

主要熱源機器

全熱交換器

空調方式

・ 法規（ ・ 建基法　　・ 消防法）

・ 機械換気（ ・ 有　　・ 無）

・ 機械排煙（ ・ 有　　・ 無）

換気設備

排煙設備

・ 空気調和機

・ 将来冷房可能

・ 直接暖房（ ・ 蒸気　　・ 温水）

・ 温風暖房機

・ 暖房専用

・ 全熱交換ユニット

112条区画（ ・ 有　　・ 無）

その他の区画

令8区画（ ・ 有　　・ 無）

延焼のおそれがある部分（ ・ 有　　・ 無）

排煙区画（ ・ 有　　・ 無）

消防法
共住区画（・ 有　　・ 無）

建築基準法

防火区画
114条区画（ ・ 有　　・ 無）

５．法令による区画（本工事該当箇所に　・　印を付ける　※有の場合は、図示等による）

６．その他　　　（本工事該当箇所に ・ 印を付ける）

※工事内容、留意事項等を必ず記載のこと。

・ 情報共有システム活用　　・ 余裕期間制度対象

・ 週休２日促進工事　　　　・ 入札時積算数量書活用方式対象工事　　　・ 快適トイレ設置対象

　（１）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　（２）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。
　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

３．現場に常備する図書等
１.適用仕様等 及び２.補足基準 のうち、当該工事に係る図書等については現場事務所に常備し、監督職員の承認を得ること。

４．特　記　仕　様
（１）章および項目は番号に ・ 印のついたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、原則として※印を選択するが、それ以外を適用する場合は　　 ・印をつけて選択する。

（３）図面に明記なくも関係法規上・機能上・意匠上当然と認められるものは、本工事にて施工すること。

２．補足基準等
　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

　（１）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修
　（２）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修
　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修
　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　　　　　(厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省 水・大気環境局大気環境課）
　（11）「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

　（12）「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」（環境省環境再生・資源循環局）

          する配管

給水管等の材質

４．

５．

防火区画等を貫通 給水管その他の管が、建築基準法施行令第112条第15項の準耐火構造の防火区画等を貫通

する場合の措置は、図１による。

　　　地域係数（Z）は、1.0とする。
（２）地域係数（Z）

飲料用の給水・給湯管,継手,弁類,水栓等については、鉛に関する浸出性能基準を満足すること。

ライニング鋼管の継手６． 呼び径100以下はねじ接合、125以上はフランジ接合とする。

掘削深さ（1,500 mm以上）の掘削には矢板を使用すること。矢板

吊り及び支持等７．

はつり

コンクリート強度 イ）無筋コンクリートの配合は、1：2：4とする。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、18N/mm2 とする。
既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔開けは、原則としてダイヤモンドカッター

埋設標識テープ

　　上水（青）　　ガス（緑）　　消火管（赤）　　中水（黄色）　　油（茶）
　　その他については、監督職員（係員）の指示による。

地中埋設標

コンクリート内の防食は、防食用ビニルテープ巻（1/2重ね１回巻）とする。
  クリート内の防食
地中埋設及びコン

８．

９． ※標準仕様書による。　・図示による。

地中埋設は、ペトロラタム系ペーストを塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープ1/2重ね１回巻きを行

詰め、表面を平滑にしたうえで防食シートで包み、プラスチックテープを1/2重ね1回巻きとする。

う。さらにプラスチックテープ1/2重ね１回巻きを行う。継手は凹部分にペトロラタム系マスチックを

※鋼材・ボルトナットを屋外又は多湿箇所に使用する場合は、溶融亜鉛メッỿ（2種35）

　又は、ステンレス鋼製（SUS304）とする。

電気工事

鍵類 この工事で設置する鍵類の仕様については、監督職員（係員）の承諾を受けること。
※特記なき電線は、600Vビニル絶縁電線とする。

※可とう電線管は、2種᣿属可とう電線管とする。

※特記なき電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。

図２による。

埋設深さは150mm、テープ幅は150mm以上（図３）とし、色については次による。

　及び電気工事士資格を要し、「軽微な作業」を自ら行うものは電気工事業の登録または届出を要する。
※電気工事士法に定める「電気工事」「軽微な工事」を自ら行うものは、電気工事業の登録または届出

11．

12．

13．

10．

14．
15．

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

この工事に使用する機材は、監督職員（係員）の承諾を受けること。機材１．

ハ）電動機の周波数は、60Hzとする。
ロ）電動機出力は、原則として、表示された出力以下の容量とする。
イ）機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上とする。容量等の表示２．

用水及びプールの水張りを含む）及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

２．

　　　　　・その他

工事用電力・水

監督員事務所１．

この工事に必要な工事用電力（仮設及び試運転調整用電力を含む）、水（機能検査、消火

５.
６．
７．

総合仮設計画書３． ・ 要する　　　・ 要しない

４． 足場・構台 ・ 他工事　　　・ 本工事（詳細図による。）
・ 他工事　　　・ 本工事（詳細図による。）

工事表示板等
工事車両の出入り口

監督員の指示による。
工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

２
 

仮
設
工
事

仮囲い等危険防止措置

・ 設けない　　・ 設ける　（　 10 ㎡程度）　備品については監督員の指示による。

交通誘導員　　・　配置する（　　　名以上）　　　・配置しない

あと施工アンカーの施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の有資格者にて行うこと。
ホ）蒸気及び油配管は配管用炭素鋼鋼管（黒）とする。

ロ）冷温水管　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　・　耐熱塩ビライニング鋼管

　　　　　　　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管

ヘ）冷媒管（ ・ 銅管　　・ 断熱材被覆銅管（製造者標準品））

ト）冷媒管の区画処理（・ 有（※国土交通大臣認定工法　・ その他）　・ 無）

ハ）排水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（白） ・ 硬質塩化ビニル管（VP） ・ カラーVP
・ 結露防止層付塩化ビニル管　・ 硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

ニ）冷却水管　　※塩ビライニング鋼管（ ※SGP-VB 　・　　　）

（ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝを除く）

チ）膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料は、水道用亜鉛メッỿ鋼管とする。

イ）給水管　　・　塩ビライニング鋼管（・　SGP-VB　・　SGP-VA）配管材料４．

ヘ）※2015年省エネ基準値対応品とする（各メーカ最高APF機種）

　　・　耐熱塩ビライニング鋼管　　　　 　・　保温付被覆銅管　　・　被覆断熱銅管

ロ）冷媒管（※断熱材被覆銅管（断熱厚さ：液管10mm、ガス管20mm））

施工図の作成 ※要　　・不要８．

16．総合試運転調整
・ 温度　　・ 湿度　　・ 風量　　・ 水量　　・ 騒音　　・ 飲料水水質　　・ 雑用水水質
調整項目は下記の通リとし、測定表を提出する。なお測定箇所は監督職員（係員）の指示による。

・　銅管

ト）機器表記載の能力を、定格ではなくインバータ最大能力で満たすこと。

排煙風量測定
操作配線 排煙口～手動開放装置の配線は、標準仕様書第4編1.5.1 表4.1.11による耐熱・耐火ケーブルとする。３．

４． 建築設備定期検査業務基準書 2023年版（一財)日本建築設備・昇降機センターの検査方法に準ずる。
　（４）「機械設備工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　（５）「電気設備工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　（６）「建築工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　（７）「建築改修工事監理指針（令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

による。事前にＸ線探査機等を使用し、コンクリート内の配筋・配線等を避けること。

筑前岩屋駅舎改修工事

福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山６４２５番地

筑前岩屋駅 ＲＣ １

筑前岩屋駅

改修

改修

一式

一式

改修

改修

撤去

筑前岩屋駅舎改造に伴う給排水衛生設備、及び空調・換気設備工事を行う。

改修

改修

改修

改修

改修 改修

改修

上
水
・
湧
水

(

(

１

筑前岩屋駅舎改修工事

一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

図
名

M-01

N.SA3=　特記仕様書（１）



　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　粘着テープ
１.アルミガラスクロス化粧付　　　 ２.アルミガラスクロス

保温種別

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 

施工箇所

営
繕
保
温
仕
様

屋外露出・多湿箇所

天井内･PS内･空隙壁中

床下・暗渠内

屋内露出

機械室・倉庫

屋外露出・多湿箇所

建
設
副
産
物
の
処
理
に
つ
い
て

14

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス

15

受
水
槽

浄
化
槽

設
備

※浄化槽仕様書による。

18
設
備

※加圧給水ポンプ（住宅物件）の仕様については、加圧給水ポンプユニット仕様書

16

区別

排水管消火管給湯管ガス管

黒管塗装

白管塗装

（国土交通省仕様）による。

排水

メーターボックス内黒管

メーターボックス内

屋内露出（住宅内）黒管

メーターボックス内白管

給湯 ガス

屋内露出（住宅内）白管

施工箇所
給水

機械室内

保温種別

床下・暗渠内

屋内露出（住宅外）

区　　　　分

床下・暗渠内

住
　
宅
　
保
　
温
　
仕
　
様

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　４.着色アルミガラス
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　  　フィルム　　　　 クロス

天井内・PS内

１．保温チューブ

１．保温チューブ

屋外露出

流し裏

１.ねじ部錆止め

洗面台内

土中埋設

スラブ上床板間転がし

屋外露出白管

屋外露出黒管

コンクリート内

スラブ上床板間転がし

１.保温チューブ

木造壁内

屋外露出

１.ペーストペトラタム系　　２.ペトラタム系防食テープ １/２重ね１回巻き

１.ポリスチレン　　２.粘着テープ　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板

１. 0.4m/m防食ビニールテープ１/２重ね１回巻き

※ 硬質塩化ビニル管及び鋳鉄管のコンクリート、地中埋設部は防食施工しない。

※ 支持᣿物仕様PS内（鋼製）、屋外（SUS製）、その他（樹脂製）とする。

※ 間仕切壁（PL板除く）貫通の場合は両側にプラスチックプレート取付のこと。

※ サニタリーベンド及び通気管の屋内露出部分は塗装する。

※ 屋内露出（便所）の通気管は塗装する。

※ コンクリート貫通部分には、防食処理を行う。

施工箇所
区別

保温種別
温水管蒸気管冷水管

冷温水管
ブライ
ン管 冷媒管

　 グラスウール保温筒 　　　　　　　　　　粘着テープ
１.アルミガラスクロス化粧付　　　 　　２.アルミガラスクロス

空
調
設
備
工
事
　
　
　
　
　
管

冷
　
媒

冷
温
水

冷水管
(冷水温度2～4℃)

 　保温筒

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.着色アルミガラス
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　 クロス

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　４.　・　ステンレス鋼板
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　 　　・　ガルバリウム鋼板

１.ポリスチレン　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　４.　・　ステンレス鋼板
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　フィルム　　　　　 　・　ガルバリウム鋼板

１.錆止めペイント　２.調合ペイント
 　　（２回）　　 　　（２回）

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント
 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.アルミガラスクロス
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　 化粧原紙

１.グラスウール　２.鉄線　　　　　３.合成樹脂製カバー

１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.錆止めペイント　２.調合ペイント
 　　（２回）　　 　　（２回）

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス
 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.アルミガラス
 　保温筒  　　　　　　　　　　　　  　　クロス

１.エッチング　　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.綿布　　　　　５.目止め　　　６.調合ペイント
 　プライマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２回）
１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.原紙　　　　　４.アルミガラス
 　保温筒  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　クロス

 　プライマー　　　 　（１回）　　　 　  （２回）

 　プライマー　　　 　（１回）　　 　   （２回）

 　（２回）　　  　　（２回）

１.エッチング 　 　２.錆止めペイント　３.調合ペイント

１.グラスウール　　２.鉄線　　　　　　３.ポリエチレン　　４.・ステンレス鋼板
　 保温筒　　　　　　　　　　　　　　　　フィルム 　　　　　・ガルバリウム鋼板
１.錆止めペイント　２.調合ペイント

１.エッチング　　　２.錆止めペイント　３.調合ペイント
 　プライマー　　 　　（１回）　　　　　 （２回）

 　　（２回）　　 　　（２回）

 　プライマー　　　　 （１回）　　 　　 （２回）

屋外露出・多湿箇所

屋外露出・多湿箇所 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.　・　ステンレス鋼板
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　　 ・　ガルバリウム鋼板

屋外露出・多湿箇所

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

床下･暗渠内･ｺﾝｸﾘｰﾄ内 

天井内･PS内･空隙壁中

屋内露出 　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム
１.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

天井内･PS内･空隙壁中

機械室・倉庫 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 化粧原紙

屋内露出 １.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

機械室・倉庫

屋内露出 １.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.合成樹脂製カバー

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

天井内･PS内･空隙壁中 １.グラスウール　　　２.鉄線　　　　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス
　 保温筒 　　　　　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.アルミガラスクロス

　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　　フィルム

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

　 フォーム保温筒 　　　　　　　　　　　 フィルム　　　　　　 

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.着色アルミガラス　　
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　 　　　クロス　　　　　　　　　

１.ポリスチレン　　　２.粘着テープ　　３.ポリエチレン　　　４.　　・ステンレス鋼板
　 フォーム保温筒　　　　　　　　　　　  フィルム　　　　　　　 ・　ガルバリウム鋼板

１．錆止めペイント（鋼管部）

※ さや管ヘッダー工法におけるヘッダー管は保温を行うこと。
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（２）軽荷重（１）重荷重

VU管

鋳鉄蓋・ミカゲ蓋

捨てコンクリート

VP管

10
0

VP管
VU・VP変換ソケット

台座

VU・VP変換ソケット

保護鋳鉄蓋塩ビ製中蓋

小口径桝

切込砕石　

VU・VP変換ソケット

小口径桝
VU管

50

VU・VP変換ソケット

参考図３　小口径桝取付要領図

給水管湧水管

※ 給湯器接続用フレỿは保温チューブにて保温すること。

（※副管サイズは主管サイズより１サイズ下でも可。）

G.L

6
0
0
以

上

山 ჿ

G.L

参考図１　水槽類埋設 参考図２　ドロップ桝参考図

参 考 図

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚については、以下による

６．上記以外の異種᣿属接続部

５．水抜きテスト弁と塩ビライニング鋼管接続部

絶縁オスメスソケット

伸縮メーターユニオン（砲᣿）
伸縮弁（砲᣿）

水道メーター（砲᣿）

絶縁オスメスソケット

４．水道メーター（砲᣿）、伸縮弁（砲᣿）、伸縮メーターユニオン（砲᣿）と塩ビライニング鋼管

　　接続部

　　絶縁エルボ又は絶縁オスメスソケットを使用すること。

３．マイクロエアベンド及びエアセパレーターと塩ビライニング鋼管接続部

砲᣿製バルブ

絶縁オスメスソケット

シングルレバー混合水栓

絶縁エルボ
水　栓

絶縁オスメスソケット

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

２．衛生器具（水栓類、便器、洗面器等）接続管と塩ビライニング鋼管接続部

異種᣿属接続部は、屋外埋設配管を除き電食防止のため、異種᣿属接続用絶縁継手を使用すること。

使用箇所例を下記に示す。

１．砲᣿製バルブと塩ビライニング鋼管接続部（コア入りバルブは除く。）

亜鉛鉄板 ステンレス鋼板

板厚

0.8以上

0.5以上0.6以上

0.8以上

1.0以上

1.2以上

0.6以上

1,200を超え1,800以下

450を超え1,200以下

450以下

1,800を超えるもの

ダクトの長辺

〔単位：ｍｍ〕

20
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水源

２． 配管材料

１． ・　雨水　　・　雑用水処理水　　・　井水

　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（SGP－VB）　・　ポリ粉体鋼管（SGP－PB）

試験４． 誤接続がないことを確認するため衛生器具等の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通

水試験等を行う。

一般配管　　　・　塩ビライニング鋼管（SGP－VA）　・　ポリ粉体鋼管（SGP－PA）

　　　　　　　・　水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)(屋内） ・　鋳鉄管（　　型　　種）

19
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　　　　　　　・　ステンレス鋼管（SUS）　（・　圧縮接合　・　溶接接合　・　拡管接合）

屋外地中配管　・　塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・　ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

　　　　　　　※ブチルゴム系コーỿングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　※ブチルゴム系コーỿングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

 　　　　 　　・　水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・　水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・　溶着接合　・　᣿属継手接合）

３．地中埋設バルブの鉄蓋は「処理水」入りを使用すること。

１．バルブハンドルには若草色の着色塗装を行うこと。

２．バルブ等で誤操作する恐れのある個所には、標示板等を取り付け

　　処理水の等であることが識別できるようにする。

バルブ等

埋設部の配管

メーター １．メーター本体に若草色の着色塗装を行うこと。

２．メーターボックス蓋は「処理水」入りを使用すること。

（地中埋設部）

２．保温後の要所には「処理水」と表示する。

コンクリート内 ２．「処理水」の文字入り埋設標識テープ（黄色）を布設する。

地中埋設部 １．埋設前の裸管に若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

　　間隔に巻く。

配管

屋内隠ぺい配管 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

　　間隔に巻く。

２．保温後の上には若草色の表示テープを1個所3回巻きにし、1m

屋内・屋外露出 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

３． 誤接続の防止対策

注）若草色とは黄緑色をいう。

「処理水を雑用水」と読みかえる。
井戸水を雑用水として使用する場合は、上表において「若草色を紫色に」、
処理水用の若草色表示テープ、黄色の埋設標識テープは福岡市管工事組合に常備。

屋内地中配管　・　塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・　ポリ粉体鋼管（SGP－PD）

ピット内配管　・　塩ビライニング鋼管（SGP－VD）　・　ポリ紛体鋼管（SGP－PD）

配　管　等　　　　　※塗装できない管種にはテープ巻きを施すこと

第１項第７号に規定されており、次のいずれかに該当すること。

用途

の覆い有り
以上の鉄板
厚さ0.5mm

無し

覆いの有無

5.5mm以上

6.6mm以上

4.1mm以上

5.5mm以上

6.6mm以上

5.5mm以上

7.0mm以上

給水管等の外径

３０分
耐火構造

１時間
耐火構造

２時間
耐火構造

　 90mm

　 61mm

　 61mm

　 90mm

　 90mm　115mm

　 90mm

6.6mm以上

防火構造
肉厚

給水管

排水管及

び排水管
に付属す

る通気管

１
ｍ

１
ｍ

防火区画

不燃材料

モルタル埋め

　 90mm(75)

　115mm(100)

　 61mm(50)

　 90mm(75)

　115mm(100)

　 90mm(75)

　115mm(100)

　141mm(125)

※呼称寸法未満の給水管等については、JISに適合した硬質塩化ビニル管であれば、表中の肉厚に満たなくても
　同一の性能を有しているものとして取り扱う。

※表中の（　）内は適合可能な硬質塩化ビニル管(JIS K 6741のVU管を除く）の呼び径寸法を示す。

２．平成１２年建設省告示第１４２２号に適合すること。（下表）

　　（難燃材料又は硬質塩化ビニル管(VP)を用いる場合）

１．防火区画等の貫通部分及び両側１ｍ以内を不燃材料で

　　造ること。（右参考図参照）

※　耐火二層管は不燃材料に該当せず、後述の３．に従う。

給水管、排水管及び通気管等が防火区画等を貫通する場合の措置は、建築基準法施行令第１２９条の２の４

３．国土交通大臣の認定を受けたものであること。

　　例１）硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)に防火区画貫通用

　　　　　テープを用いる場合（右参考図参照）

　　例２）耐火二層管を認定条件に従って施工する場合

　　　　（立管はすべて耐火二層管とし、横管は立管の

　　　　　分岐から１ｍまでを耐火二層管とし、その延

　　　　　長部分を硬質塩化ビニル管とした場合など）

  900

25 以下

180x180

200φ

  700

120

  550

100

ｔ”

 75

100300x300

100～200

記号

MHA-P300

 75

ふたＴ

Ｂ１

ＶＣ－４

Ｂ１

 75
40 以下

450x450

120

MHA-P450

 50～ 80

ＶＣ－５

ＶＣ－１

ＶＣ－３

100

120

Ｂ

  850

100

ｔ’

100

1,200 120

弁の呼び径

ＶＣ－２

ＶＣ－Ｐ

Ｂ

注（イ）本表のB及びH寸法は、5K

　　　　仕切弁を対象とする。

　　　　要に応じ鉄筋を入れる。
　（ロ）コンクリート部には、必

　　　　場製品でもよい。
　　　　なおコンクリート部は工

　（ハ）桝底部には、必要ある場
　　　　合は、水抜管を設ける。

Ｔ

H

Ｂ１

ｔ’
20

ｔ’
ჿ利

弁桝ふた モルタル

切込みჿ利又は切込み砕石

20

G.L

Ｔ

ヒンジピン

12
0

コンクリート

仕切弁等

80

200φVPB

G.L

VC－PVC－1～VC－5

埋設標識テープ

10
0

10
0

H

1
5
0150

W1

W2

G.L

埋設深さH

１　　　300以上

２　　　600以上

３　　　　 以上

山 ჿ

表２　厨 房 排 気 ダ ク ト の 板 厚

※　原則、アングルフランジ工法にてシールを施すこと

図３　配 管 埋 設 参 考

図４　弁桝

図１　防 火 区 画 等 貫 通 部 措 置

図２　機器の吊り施工例

45°±15°

吊り長さ

Ｌ

全ねじ交差᣿具

締め具

防火区画
防火区画貫通用テープ

モルタル埋め

硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)

図５　異種᣿属接続部

屋外露出・多湿箇所

※ スパイラルダクト（フランジ部を除く。）の保温は、グラスウール保温板32K使用してもよい。

※ ＯＡダクトが室内空調空間を経由する場合は保温すること。

２．アルミガラスクロス粘着テープ　　３．きっ甲᣿網（鉄）

アルミガラスクロス化粧

アルミガラスクロス化粧

１．ロックウールブランケット　　２．鉄線　　３．着色亜鉛鉄板

円形

保温種別

１．屋内隠ぺい

屋内隠ぺい

区分

２．１．鋲

煙道

ロックウール保温帯

排
煙
風
道

矩形 ３．アルミガラスクロス粘着テープ　　４．きっ甲᣿網（鉄）

※ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒及びﾛｯｸｳｰﾙ保温筒又は､保温板の使用が困難な箇所は､ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄを使用してもよい｡

ロックウール保温板

※ 防火区画を貫通する管の保温は、その貫通する部分をロックウール保温材とする。

※ ストレーナー・弁の保温は、屋内屋外ともビスなどにより容易に着脱できる構造とすること。

※ 蒸気管、温水管の保温は、ポリエチレンフィルムを除く。

※ 全熱交換器の一次側ＯＡ、ＥＡダクトは保温工事を施すこと。

円形風道
（スパイラルダクト）

　 保温帯
１.グラスウール

４.鉄線

　 フィルム
３.ポリエチレン

２.鉄線　 グラスウール

　 保温帯

　 クロス化粧 　 保温帯
　 グラスウール
　 クロス化粧

　 保温帯 ２.鉄線

１.グラスウール １.アルミガラス１.アルミガラス

　 テープ
　 クロス粘着

３.着色亜鉛鉄板
　 クロス粘着
２.アルミガラス２.アルミガラス

　 テープ ５.ステンレス鋼板

屋内露出
屋内隠ぺい

多湿箇所居室･廊下

屋外露出
区分

機械室・書庫･倉庫

一
般
風
道

矩形風道

１.鋲１.鋲

３.着色亜鉛鉄板

１.鋲１.鋲

２.グラスウール２.アルミガラス
　 クロス化粧 　 クロス化粧　　保温板 　 保温板

２.アルミガラス ２.グラスウール

　 グラスウール 　 グラスウール
　 保温板 　 保温板

３.ポリエチレン
　 フィルム

　 クロス粘着
　 テープ 　 テープ

３.アルミガラス
　 クロス粘着
３.アルミガラス ４.鉄線

５.ステンレス鋼板

・ ドレン管の保温は、排水管の項による。

１.被覆銅管の断熱材　２．保温化粧ケース

１.被覆銅管の断熱材　２．ラッỿング （　・　ステンレス鋼板　・　ガルバリウム鋼板）

（ ・　樹脂　・　ステンレス鋼板　・　亜鉛メッỿ鋼板）

下請工事の場合は不要「再生資源利用実施書」の作成

「再生資源利用計画書」の作成 下請工事の場合は不要

「建設副産物の処理結果報告書」の作成 下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要「建設副産物の処理計画届」の作成

分別保管場所からの積込み・運搬・処分

現場内分別保管場所までの運搬

現場内分別保管場所の設置

現場内における分別

処　　理　　内　　容 備　　　　　　考

建設副産物の処理内容

※　工事請負業者は、第１種フロン類充てん回収業者にフロン回収処理を依頼し、回収後、引取証明書及び第１種

※　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）に該当する機器（ルームエアコン等）については、

　適切に処理し、管理票（家電リサイクル券）を竣工図書に添付すること。

フロン類充てん回収業者登録書のコピーの発行を受け、竣工図書に添付のこと。

引取証明書、業者登録書のコピー

工事請負業者

発注者(施設管理者）

引取証明書

・・・フロン類回収・運搬

フロン類引渡

委託確認書

回収・運搬・破壊費用支払

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に従い処理すること。

業務用冷凍空調機器の
有無の事前確認への協力

委託確認書
引取証明書、業者登録書のコピー
フロン回収証明書

業務用冷凍空調機器の有無の確認
確認結果を書面で説明

第１種フロン類充てん回収業者

フロン類破壊・再生業者 ・・・フロン類破壊処理、一部再生利用

表１　横走り管の吊り及び振れ止め支持間隔

横走り管の吊り、形鋼振れ止め支持間隔は下記の通リとする。

8015 20 25 32 40 50 65 100 125 150 200 250 300呼び径

ビニル管

銅　　管

鋼管・ステンレス鋼管 2.0ｍ以下

1.0ｍ以下

1.0ｍ以下

3.0ｍ以下

2.0ｍ以下

2.0ｍ以下

分類

吊り᣿物
による吊り

6.0ｍ以下

6.0ｍ以下
形鋼振れ
止め支持

8.0ｍ以下

8.0ｍ以下

8.0ｍ以下

12.0ｍ以下

12.0ｍ以下

12.0ｍ以下

ビニル管

銅　　管

鋼管・ステンレス鋼管

※冷媒用銅管の横走り管吊り᣿物間隔は、銅管の基準外径が9.52mm以下の場合は1.5ｍ以下、12.7mm以上の場合は

　液管25mm未満の形鋼振れ止め支持間隔はガス管の外径による。

　2.0ｍ以下とし、形鋼振れ止め支持間隔は銅管に準ずる。ただし、液管・ガス管共吊りの場合は液管の外径とするが、

※参考受入場所は現場説明書による

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発生抑制、

再利用、適正処理を推進する。現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目

ごとに分別保管場所を設置し、集積すること。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物

　また、「再生資源の利用の促進に関する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、

適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。工事に際しては、工事着手前に

「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報告書」(共に添付書類を含む)を提出すること。

有価物（スクラップ）については受注者責任の元、適切に処分を行うこと。処分を行った場合は、

・　廃プラスチック・　がれき類

 指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）  その他の副産物

　(コンクリート塊）

　(アスファルト塊）

・　木くず

・　汚泥

・　ガラス、陶磁器くず

・　廃石こうボード

・　᣿属くず

・　繊維くず

・廃PCB等

「電気事業法：電気関係報告規制」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」

　２．除去処理

・廃石綿等

　　　アスベスト含有保温材等（煙突用断熱材は除く）の除去は可能なかぎり粉じん飛散抑制剤で十分に湿潤化
　　した後、手ばらしで行う事。手ばらし以外の除去（グローブバック方式による除去は除く）の場合は、「改
　　修仕様」９.１.３および「改修指針」９.１.３による。

　　　事前調査で石綿の有無が明らかにならない場合は、監督員と協議の上、必要に応じ分析調査を行うこと。

　　　また調査結果を石綿事前調査報告システムにより報告し、作業開始前に監督職員へ書面で説明すること。

　　　本工事は石綿有無の事前調査が必要な工事で、調査は法令で定められた有資格者が実施すること。

　１．事前調査及び調査結果報告

　３．汚染物処分
　（１）除去したアスベスト含有保温材等の処理方法は、「改修仕様」９.１.３（ｂ）（２）及び「改修指針」

　　　　９.１.３（ｂ）（２）により、密封処理する。

　（２）施工区域内において、アスベスト含有保温材等の廃材を高所から移動する場合は、揚重機を使用して、

　　　　アスベスト含有保温材等を高所より落下させない事。なお、アスベスト含有保温材等の保管、運搬、処

　　　　分等については、「改修仕様」９.１.３（ｃ）及び「改修指針」９.１.３（ｃ）による。

 特別管理産業廃棄物

に引き渡すこと。

吊り長さが250mm以上、重量10kg以上の設備機器（天井吊型
のファンコイルユニット、天井吊型またはカセット型のパッ
ケージ形空気調和機屋内機、天井隠ぺい形全熱交換ユニット）
については、四隅を鉛直吊りボルトで支持し、隣り合う２本

※　Ｘ状斜材の規定取付角度（45±15度）が確保できない場合や

吊り長さが1500mmを超える場合は斜材を複数段設置するか、

プ（Ｗ1/2またはＭ12以上）の吊りボルトを使用すれば斜材同

ただし、吊り長さが500mm以下の場合に限り、ワンサイズアッ

毎にＸ状斜材を締め具で堅固に取り付けて、天井との相関変
位を抑制すること。

等として取り扱う。

鋼製架台を用いることにより、規定取付角度を確保すること。

に従い、報告書を作成し届出を行うこと。また廃ＰＣＢについては、適切に保管できるようにして施設管理者

マニフェストと別に、有価物としての処分量が確認できる伝票等を添付すること。
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NO.0

+10.000
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A
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岩屋湧水管PEφ100

導水管PEφ100

A-A断面図

A A

岩屋湧水管φ100

仕切弁

仕切弁

泥吐弁

仕切弁

全体配置図　　　Ｓ＝1：400

今回工事建物

一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

筑前岩屋駅舎改修工事

M-03

1:400A3=　全体配置図、凡例
【衛生】

工
事
名

図
名

Ｈ

外面被覆銅管（ＣＵ） ＪＩＳ　Ｈ　３３００

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

※ただし蒸留機からの排水はＨＴＶＰとする

仕　　　　様名　　称記　　号

凡　　　例

冷媒用断熱材被覆銅管Ｒ 冷媒管

屋外排水管

ドレン管Ｄ

φ
給排気ダクト スパイラルダクト

給水栓

仕切弁
ＧＶ

床下掃除口

小口径汚水桝

ため桝

ＶＣ
ベンドキャップ ステンレス製深形フード　　　　　（指定色焼付仕上）

標示杭

標示ピン

ＪＩＳ　Ｋ　６７４１硬質塩化ビニル管　（ＶＰ）

消火器 ＡＢＣ１０号　　（ＢＯＸ共）

・ 湧水管

| 給湯管

コンクリート製

塩ビ製

ＪＣＤＡ　　０００９

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ） ＪＩＳ　Ｋ　６７４２給水管（上水）－

雑排水管

ＪＩＳ　Ｋ　６７４２耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

風量調節ダンパ ＶＤ



記　　号 名　　称 設置場所 機器形式 機　器　仕　様
容　　量

相－電圧 備　　考階
消費電力

数量
電気特性

リモコン

スイッチ

　※　電気容量は、参考値とする―空調設備　機器表（改修後）

空冷ヒートポンプ式ＡＣＰ－１ １ ｱﾛﾏﾌｧｸﾄﾘｰﾗﾎﾞ ２ インバータータイプ／セパレート形 ２.０５ｋｗ １－２００Ｖ冷房天井カセット形

パッケージ形空気調和機 暖房冷房能力；８.０ｋｗ 暖房能力；１０.６ｋｗ ２.３８ｋｗ（１方向吹出）

ワイヤレスリモコン，防振ゴム，室内機振止め᣿具付属品；

２

転倒防止᣿具，室外機用RC架台共

（低温暖房） （３.５ｋｗ）

衛生設備　器具表（改修後） ―

　≪共通仕様≫特記なき限り下記仕様による

形式 空冷ヒートポンプパッケージ・ルームエアコン

能力表示は、ＪＩＳ空気条件換算値を示す。（冷房能力・暖房能力ともインバーター最大値で満たすものとする）能力表示

冷媒 冷媒ガスは新冷媒（Ｒ３２）とする。

電源 室外機電源供給、室内機電源（２次側）及び制御回路（リモコン含む）配管は電気工事とする。

室内機は、ロングライフフィルター。（メーカー標準品、洗浄再生品）

室内機は、ドレンアップメカ付属とすること。

特記事項 消費電力は参考値とする。１）

２） 室外機には転倒防止᣿具を取り付けること。

３） 空冷ヒートポンプパッケージエアコンの定格能力、消費電力はＪＩＳ　Ｂ　８６１６（２０１５）で規定された値による。

４） 機器は２０１９年グリーン購入法（特定調達物品等）適合品及び２０１５年省エネ基準適合品且つ、各メーカー最高ＡＰＦ機種とする。

　※　電気容量は、参考値とする―換気設備　機器表（改修後）

記　　号 名　　称 階 設置場所 数量 機器形式 機　器　仕　様 スイッチ
容　　量

消費電力
相－電圧

２４ｈ

換気
備　　考

ＦＥ－２

ＦＥ－１

天井埋込形換気扇 １

１ ｱﾛﾏﾌｧｸﾄﾘｰﾗﾎﾞ

倉　庫 １

１

低騒音形 　６０ｍ３／ｈ　ｘ　２５Ｐａ

付属品； 防振吊᣿具

０.００９３ｋｗ １－１００Ｖ

１－１００Ｖ０.０４ｋｗ１ 〇

　※　電気容量は、参考値とする―衛生設備　機器表（改修後）

Ｆ－１ 天井扇 １ ｱﾛﾏﾌｧｸﾄﾘｰﾗﾎﾞ １ 天井吊下げ形 　羽根径９０ｃｍ（強中弱速度調節機能付）　

付属品； 速度調節器、吊下げパイプ　他付属品一式

１ ０.０５２ｋｗ １－１００Ｖ

ｱﾛﾏﾌｧｸﾄﾘｰﾗﾎﾞ

有圧換気扇 風圧式ｼｬｯﾀｰ 耐湿型（格子タイプ）

　羽根径２５０φ　×　１,０００ｍ３／ｈ　×　１６Pａ

付属品； 取付枠，SUS製ウェザーカバー（防虫アミ付）

　　　　　※ウェザーカバーは指定色焼付仕上げとする
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M-04

N.SA3=　機器表・器具表

改修後

記　　号 名　　称 設置場所 台数 機器形式 機　器　仕　様 容　　量 相－電圧 備　　考

ＷＨＥ-１ 小型電気温水器 １ 流し台内設置形 先止め式 貯湯量；２０Ｌ　　週間タイマー機能付

付属品；専用フレỿ管、排水ホッパー、オーバーフロー管、

※　給湯器共通事項

１.給湯器の構造基準（転倒及び移動防止対策）については、

「告示第1447号第５号」の基準に適合させることとし、安全上支障のない構造とする

２.０ｋｗ １-２００Ｖ

　　　　　コンセントプラグ　　他一式

コンクリート基礎建築工事

名　　　称 品　　　番 付　属　品

１　階

⏌
␗
␈
⏿
⏋
⏙
⏲
␔
␢
␓
␆

シングルレバー混合栓

※　１.付属品の品番は便宜上、ＴＯＴＯの品番を使用する

２

１

１

合⍤
⍤

ᚘ

１

２

ＴＫＳ０５３１１Ｊ

屋⍤

外

屋外

１

横水栓 Ｔ２００ＳＮＲ１３Ｃ

横型泡沫自在水栓 Ｔ１３１ＳＵＮ１３Ｃ

ỿー式横水栓 Ｔ２００ＣＳＮＲ１３

ステンレス製水栓柱 １２００Ｈ

消火器 床置きボックス共ＡＢＣ10号

３

１

１

３

１

１



ＢＲＴ乗り場

ＢＲＴ専用線

アロマファクトリーラボ
待合室

エントランス

蒸留機

トイレ棟（Ｒ７年度工事）

消防車格納庫

消防詰所

ワークショップ
スペース

浄化槽

岩屋駅前橋

倉庫

展望・観光情報緑地
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X2 X3 X4X1

100

100100

10
0

10
0

100

既設グレーチング桝に放流

側溝

側溝
（穴明け補修本工事）

100VP

100VP

既設排水管に接続

上水75φ

湧水100PE

上水75φ上水75φ

湧水100PE

以降平面詳細図参照

100

100VP

河川へ放流

河川へ

100

100

125 125 200

200

200

湧水100PE
　GV25
（BOX共）

20

※　注記

１.実線部分は新設を示す
２.点線部分は既設利用を示す

３.　　　部分はアスファルト舗装はつり復旧範囲を示す（本工事）

上水75φより分岐（不断水工法）

湧水100PEより分岐（不断水工法）

２

１

15
0

３

４

甲型止水栓20A（同上用ボックス共）
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1:100A3=　配置図兼平面図（改修後）
【衛生】

工
事
名

図
名

改修後

90°合流

90°Ｌ

90°Ｌ（自在継手共）

桝　　表
※　桝の深さは、参考値とする

記号 サ　イ　ズ名　　　称 蓋

１

２

備　　　考

ため桝 ＲＡ－１　×　４００Ｈ 格子蓋

３

４

小口径汚水桝 １００Ａ×１５０φ×４８０Ｈ 鋳鉄蓋

小口径汚水桝 １００Ａ×１５０φ×４４０Ｈ 保護鋳鉄蓋（8.0ｔ）

小口径汚水桝 １００Ａ×１５０φ×４９０Ｈ 保護鋳鉄蓋（8.0ｔ）



横型泡沫自在水栓×2（上水）

（冷却水用排水）

ため桝（RC製）RA-1×400H（格子蓋）

排水金物（T5A-80）
横水栓×3（湧水）

湧水上水

 GV25
（BOX共）

既存岩石頂部にて解放

（第１桝まで高圧洗浄）

ステンレス製水栓柱（湧水）
（ｷｰ式横水栓共）

  GV20
（BOX共） 　GV25

（BOX共）

20
20

25

20

20

COA75

50HTVP

VP

75
H
T
V
P

75
H
T
V
P

10
0
V
P

75
V
P

2520

50HTVP

池の排水管清掃

150

１.以降屋外配管は平面図参照

※　注記

25（湧水）

２.　　　部分はコンクリート舗装はつり復旧を示す

池・岩石部分はモルタル等により景観を考慮した仕上げとする事

水道メーター20mm（BOX共）

（伸縮付ﾎﾞｰﾙ式止水栓，逆流防止弁共）

３.　　　　部分はスリーブ箇所を示す

50
COA75

75
V
P

75
V
P

25（湧水） 25（湧水）

25（湧水）

WHE-1 BCV20
FJ20×2

20,20

2
0

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓（上水）

20

N

Y4

BRT乗り場

32.30 m2

X2 X3 X4X1

3
,
64
0

910 2,730

500

1,820 3,640 3,640

9,100

1
,4
00

1,800

1,400

1
,4
80

1,265

柱：スギ120角

倉庫
アロマファクトリーラボ

待合室

行政情報モニター
【再設置】
W1170/D650/H1440

運行情報
W700/D160/H1720

自動販売機
W1200/D650/H1900

ベンチ
W2000/D800/H800

BRT乗り場下屋

【新規】コンクリート舗装

【新規】
床：コンクリートの上
モルタル金コテ押エt30

既存コンクリート舗装のまま

床：【新規】磁器質
タイル100角

（既存タイル合わせ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石W150 ガードレール

【新規】
床：コンクリートの上
モルタル金コテ押エt30

旧駅舎メモリアル
改札口金物

W450/D500/H780

エントランス

天井範囲

公衆電話

既存岩石再設置

既存岩石
再設置

カウンター

テーブル

上部ガラス

-150

流し台

23.19㎡

-20

39.75㎡

-20

柱追加

±0

-20

±0

-20 -150

KF-4ベンチ

-20

蒸留釜
コンデンサー
冷却器

蒸留機
トイレ棟(R7年度工事)

ワークショップ
スペース

Y1

Y3

Y5

Y2

9
,
10
0

3
,
64
0

1
,
82
0

1
,
82
0

1
,
82
0

手すりW800【新設】

冷蔵庫
600×680
×1800

木材粉砕機

※冷却用

河川へ放流 浄化槽へ放流

間接排水口100×50×３箇所

一級建築士登録番号313540号
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製  図 承  認 図 番
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1:50A3=　平面詳細図（改修後）
【衛生】
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-150

工
事
名

図
名

改修後



1,150

天井点検口

断面

×2

25

25

30VP

VP

VP

30VP

A

A

A

A

A

A

室外機用RC製架台

防虫ｱﾐ40取付

30

一級建築士登録番号313540号
石　橋　　光　男

設  計

訂  正

縮  尺

製  図 承  認 図 番

株 式 会 社　  環 ・ 設 計 工 房

工
事
名

筑前岩屋駅舎改修工事

図
名

M-07

1:50,1:40A3=　平面詳細図・断面図（改修後）

改修後

Y4

BRT乗り場

32.30 m2

X2 X3 X4X1

1,820 3,640 3,640

9,100

1
,4
00

柱：スギ120角

倉庫

アロマファクトリーラボ

行政情報モニター
【再設置】
W1170/D650/H1440

運行情報
W700/D160/H1720

自動販売機
W1200/D650/H1900

ガードレール

天井範囲

既存岩石
再設置

カウンター

棚

テーブル

上部ガラス

-20

-150

流し台

-150

-20

39.75㎡

-20

±0

-20

±0

KF-4ベンチ

蒸留釜
コンデンサー
冷却器

蒸留機

トイレ棟(R7年度工事)

ワークショップ
スペース

Y1

Y3

Y5

Y2

9
,
10
0

3
,
64
0

1
,
82
0

1
,
82
0

1
,
82
0

手すりW800【新設】

冷蔵庫
600×680
×1800

1
5
0

3
,
70
0

3
,
42
2

1,090

3
00

3
55

5
0

1
50

4
0

浅層改良【新設】

Z2

Z1

Z0

150

3850

X2X1

アロマ
ファクトリー

ラボ

100
15

通路

【空調】

1
0
0

断面図　Ｓ＝1/40平面詳細図　Ｓ＝1/50

防虫ｱﾐ40

VP

40ｶﾗｰVP

（建築工事）

1

ACP

1

ACP

1

ACP

1

ACP

1

ACP

冷媒管サイズ表

記　号 液　管

　Ａ ９.５φ　

ガス管

１５.９φ　

※冷媒管サイズ表は参考とする

注　記

１）

２） 冷媒管の屋外部分はステンレス鋼板仕上げとする。

部分はスリーブ補修箇所を示す。



天井点検口

外気ガラリー（建築工事）

断面
（建築工事）

OA100φ

EA100φ

VC100

VC100

① 倉　庫

吹出口（ＯＡ）

VHS　150×150

風量　60ｍ3/ｈ

BOX　300×300×250H

数量

１

1,150

１

4
5
0

SUS製ウェザーカバー250φ用

（防虫アミ付）

筑前岩屋駅舎改修工事

Y4

BRT乗り場

X2 X3X1

1,820 3,640

9,100

1
,4
00

柱：スギ120角

倉庫

アロマファクトリーラボ

行政情報モニター
【再設置】
W1170/D650/H1440

運行情報
W700/D160/H1720

自動販売機
W1200/D650/H1900

天井範囲既存岩石
再設置

カウンター

棚

テーブル

上部ガラス

-20

流し台

-150

-20

39.75㎡

-20

±0

-20

±0

KF-4ベンチ

蒸留釜
コンデンサー
冷却器

蒸留機
トイレ棟

ワークショップ
スペース

Y1

Y3

Y5

Y2

9
,
10
0

3
,
64
0

1
,
82
0

1
,
82
0

1
,
82
0

【新設】

冷蔵庫
600×680
×1800

木材粉砕機

一級建築士登録番号313540号
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縮  尺
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M-08

1:50A3=　平面詳細図・断面図（改修後）

改修後

【換気】

1
5
0

3
,
7
0
0

3
,
4
2
2

1,090

3
0
0

3
5
5

5
0

1
5
0
4
0

0

Z2

Z1

Z0

Z3

150

3850

7272

X2 X3X1

アロマ
ファクトリー

ラボ

100
15

通路

断面図　Ｓ＝1/50

平面詳細図　Ｓ＝1/50

記号

注　記

１）

２）

部分はスリーブ補修箇所を示す。

部分は24時間換気機器を示す。

部分はステンレス製丸形フード（指定色焼付仕上）を示す。３）

サイズはダクト径と同サイズとする。

1

ＦＥ

2

ＦＥ

ＦＥ

1

Ｆ

1

Ｆ

1



待合室

展望・観光情報緑地

岩屋駅前橋

トイレ（Ｒ７年度工事）

エントランス

消防車格納庫

消防詰所

Y4

X2 X3 X4X1

1,820 3,640

7,280

1,820 3,640 3,640

9,100

Y1

Y3

Y2

9
,
1
0
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

3,640

Y5

Ｎ

湧水100PE

200

200

浄化槽

100

上水75φ

10
0

200

湧水100PE

125125

100100

100

100

100

10
0

上水75φ

側溝

上水75φ

※　注記

１.実線部分は撤去を示す
２.点線部分は既設利用を示す

湧水100PE

既設排水管切離し後、撤去20

既設湧水管プラグ止め

横水栓13mm×2撤去

100

15
0
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